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　我々の身のまわりにある物の性質がどのように生
じ、その根本にどのような原理が潜んでいるかを研
究する物理学の分野は物性物理学と呼ばれていま
す。筆者は物性物理学の分野の研究を行っており、
特にこの20年あまりの間、ナノメートルのスケール
で特徴づけられる薄膜や粒子を対象として研究を行
ってきました（１ナノメートルは原子が数個並ぶ程
度の長さです）。物理学的な興味・関心と同時に、
メモリ（記憶素子）の材料として利用可能な物質を
研究対象として、将来（少し遠い未来かもしれませ
んが）実用されることを夢見ながら研究を行ってい
ます。なお、メモリ素子として身近な USB メモリ
のように情報・データを書き換えることができ、か
つ電源を切っても記憶が消えない（情報が揮発しな
い）メモリは不揮発性メモリと呼ばれていますが、
メモリ素子にはそれ以外に高速で読み書きできるも
のの電源を切ると情報が消失するメモリなどもあり
ます。筆者の関心は、電源を失っても（一定時間以
上は）記憶が保持される不揮発性メモリで、かつ原
理的に、消費電力を極端に少なくできるメモリにあ
ります。
　メモリへの応用に関心を寄せるようになったの
は、もともと人間の “ 記憶 ” や “ 思考 ” とは何か、
その機構はどのようなものか、ひいては “ 人間とは
何か ” に深い興味・関心があったことに関係してい
ます。また、別の観点として、極端に少ない消費エ
ネルギーで動作するメモリを作る技術開発に何かし
ら貢献したいと思うようになったことがあります

（ご存じの通り、人間の脳は現在のコンピュータよ
りもはるかに少ないエネルギーで様々な情報を記憶
し、処理しています）。
　筆者は大学生となった頃から、人文学や社会学な
どの書籍を好んで読むようになり、自分なりに多く
のことを学び、いわゆる文系の学問の大切さを感じ

てきたように思いますが、その底流には常に “ 人間 ”
に対する問いがあったと思います（受験勉強として
本を読むことから解放されたことは、筆者に大きな
喜びをもたらしました）。ここで、読者は直ぐに気
づかれたと思いますが、USB メモリ等のメモリ素
子の機能や性能は、人間の脳の記憶のそれとは全く
異なっています（人間に対して性能という言葉は適
切ではありませんが、ここでは便宜的にお許しくだ
さい）。しかし、現時点では、違うことを意識しな
がら、何がどう違うのか、人間の記憶の仕方や高次
機能はどのように発達してきたのか、脳を真似たメ
モリが実現できるのか等々について、いつも考える
ための材料の一つにはなっています。
　脳の記憶の働きにおいて、“ 忘れる ” ことはとて
も大切な機能だと思います。“ 忘れる ” ことは、“ 消
失する ” こととは異なります。積極的な意味でとら
えると、“ 忘れられる ” ことによって辛く悲しい出
来事を乗り越えられることも多いのではないでしょ
うか。ある程度は忘れていかないと、とても生きづ
らい、生きていけなくなるような出来事があると思
います。しかし、消失していない記憶は、何かのき
っかけで深い部分から再び蘇ります（良い場合も悪
い場合もありますが）。メモリ素子の情報が徐々に
失われていく変化を脳の忘れることと同じように捉
えた言説を聞いたことがありますが、上に書いた意
味において、現在のメモリ素子には脳の機能を置き
換えることはできないと思います。科学技術は急速
に発展していますが、それでも脳の基本的な機能で
すら、まだまだ謎が多く、十分に理解できたとは言
えないだろうと思います（脳科学の専門家の方々の
日々の努力によって、理解できたことが多々あると
思いますが、ご容赦ください）。
　記憶の他に、脳の重要な働き・能力として “ 学習 ”
があります。人間は経験を通して学習し、“ 人間ら
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しく ” 生きていけるようになると、筆者には感じら
れます。しかし、人工知能（AI）の技術が急速な
発展を遂げ、社会実装が爆発的に進みはじめたこと
で、そもそも “ 人間らしい ” とは何かが、今再び大
きな問いとしてクローズアップされる時代に入った
と思います。
　人工知能（AI）に関連して、多くの方の記憶に
新しいのは、昨年（2023年）の大きな話題の一つ
であった ChatGPT（GPT-4）の登場かと思います。
長い文章や複雑な質疑応答の文脈を理解して（いる
ように）回答したり、より自然な文章を生成したり
できる AI の登場には多くの人が大変驚いたことで
しょう。2000年代に入って始まった現在の第三次人
工知能ブームでは、大量のデータを用いることで
AI 自身が知識を獲得する「機械学習」、AI が自ら
習得するディープラーニング（深層学習や特徴表現
学習とも呼ばれる）が発明されたことが背景にある
と言われています。機械学習の代表的手法であるニ
ューラルネットワークは、まさに人間の脳の神経細
胞を参考にして考え出された数式的なモデル、手法
です。そこで行われる “ 学習 ” は、幾つかの観点か
ら人間の “ 学習 ” とは異なるものの、広い意味での
学習と考えらえます。そして、その学習した AI は
我々の質問に対して論理的に思考したように答え、
やり取りを繰り返すとより良い回答を出してくれま
す。果たして、壁の向こう側（ネットワークの向
こう側）で質問に答えている存在が、人間なのか、
AI なのか区別することができない世界が間近に迫
ってきました。
　また、AI の発達にともなって、これまで人間の
行ってきた仕事の一部は AI が行うようになり、今
後はロボット技術などの発展とともに、その範囲が
拡大していくものと考えられます。一方で、AI に
よって人間の能力が拡張されて生産性が高まる期待
があり、さらに、AI の普及により新たな仕事、雇
用が創出される側面もあります。AI の発展、普及
が人間の労働や雇用に与える影響は大きな社会問題
でもあり、調査、検討、議論が盛んに行われていま
す。インターネットの利活用、普及がそうであった
ように、技術革新が利便性をもたらし、新しい世界
を私たちに見せるとき、その普及や活用を止めるこ
とは、もはや誰にもできません。むしろその変化に

どう対応するかがいま問われていて、しかも対応に
スピード感が求められる時代になりました。しかし、 
“ 人間とは何か ” という問いかけには、時間がかか
っても答えたい、答えを探したい深遠さがあると思
います。
　そう遠くない未来に、シンギュラリティ（AI の
性能が全人類の知性の総和を超える転換点：技術的
特異点）が到来すると言われ（未来予測における仮
説）、強い関心が持たれています。そのような未来
が来るかどうかは脇に置いて、AI と人間との違い
を考察することで、あらためて “ 人間 ” を見つめる
ことができるのではないでしょうか。AI が身近な
ものとなり、私達一人ひとりの生活や仕事に深く関
係を持つようになることが避けて通れないとすれ
ば、今こそ、あらためて “ 人間とは何か ”、“ 人間
らしいとはどういうことか ” について、一人ひとり
が考える時ではないでしょうか。これはもはや技術
としての問題ではなく、学問領域を超え、まさに総
合知が問われる時の到来であり、私たちが自らに問
い、そして学生にも総合知の礎、教養の必要性、重
要性をあらためて示していく時が到来したと感じら
れてなりません。
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　上智大学でスペイン語（上智ではイスパニア語）
を専攻することになったのは、中学・高校時代適当
に英語だけ勉強し、あわよくばアメリカに 1 年間留
学できるかもと AFS の試験を受けたけど、惜しく
も（本当か？）不合格で、合格した中には小学校の
同級生で後日南山大学教授の松永隆君もいて、この
後の 1 年間の留学経験の有無は大きなハンディにな
るとさっさと英語は諦めて、学生運動の中で傾倒し
ていたローザ・ルクセンブルクを中心とするドイツ
法制史や女性史の研究を目指し、西の方（高校は名
古屋の中京高校（現中京大中京高校）の某国立大の
独文学科を受験するも見事不合格で、滑り止めとし
て英語以外の外国語を専攻する学科に絞って多くの
私立大学を受験した中で合格発表が早いために授業
料を払っていた上智大学に行くか、それとも浪人す
るか相当迷った結果、上智に行くことにしたのがそ
もそもの過ちであった。当時のイスパニア語学科の
１年生（約50名）のスペイン語は15単位で、日本人
1 名とスペイン人 5 名が入れ替わりで文法・会話・
購読を担当し（五月雨式の小テストの連続）通年科
目で 15 単位の成績と合否は教員全員の協議で決め
られ、１年から 2 年の際には 5 分の１程度、3 年次
からの専門科目では一部の日本人の先生の科目を除
き、すべてスペイン語で講義と試験が実施されるの
に耐えうる学生しか進級させないという厳しい姿勢
から 2 年から 3 年では（13単位）は 4 分の 1 程度が
不合格になり、同じ年度のスペイン語が 2 年連続で
不合格になると自動的に退学で、他の科目を含めた
単位（英語や一般教養など）が 2 年通算で32単位未

満の場合も退学という、現在のテーマパークのよう
な大学では信じられないような学則があり、名古屋
の底辺高から入学したものにとって、まわりは有名
高の子女ばかりで、中には東大の文Ⅲを蹴って入学
してきた女子もいて、数名の例外を除き、こいつら
がきっちり予習・復習・宿題をやってくるので、授
業は嘖々と淀みなく進み、僕も例外の数名にならな
いよう相当踏ん張って「よく遊び適当によく学べ（遊
びが先）」の性格を暫くの間だけ「よく学びよく遊べ」
に修正せざるを得ず、1 年次には他の科目も含め40
単位程度取得したのだが、 2 年次はほぼ必修科目（英
語や体育関係）に絞って、取得したのは30単位未満
で、そのしわ寄せで 3 年次と 4 年次のそれぞれで50
単位以上登録して（卒業単位は150）、なんとか合計
164単位を取得して、卒業できたのは奇跡と云うか、
快挙であった！
　さて、前置きが長くなったが、あくまで語学は手
段であり、目的は何にするかで迷った！はっきり言
って文学は嫌いなので、専門科目の文学系の科目は
一つも履修していない（おかげでドン・キホーテす
らまともに読んでない）、すると残るのは言語学系
か政治・思想史系の科目が殆どだったが、当時外国
語学部には共通科目の副専攻があり、言語学系か国
際関係系の科目を専門科目の代わりに履修できると
いう制度で、専門科目にあまり面白い科目がなく、
こちらに比重を置いて多くの科目を履修した。講師
の中には武者小路公秀先生、緒方貞子先生、中野一
雄先生（音声学）など後に著名な方と分かる先生が
多くいて、そして太田朗先生との出会いが僕の進路

スペイン語と言語学の世界に引きずり込まれて

人文学部教授　青　木　文　夫
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を決めることになった。故太田明先生（当時東京教
育大教授・上智大非常勤（後に専任で上智に）、言
語学・英語学）の略歴については wikipedia などに
記載されているので改めて言及しないが、どちらか
と言えば「国政関係論」を副専攻にするつもりだっ
た僕に大きな方向転換をもたらしてくれたのだっ
た。上智大学には非常勤でおいでの方も含め素晴ら
しい先生が多く、その影響や薫陶を受けたが、とく
に太田先生について先ず感動したのは「百科事典的
な知識の蓄積と放出」である。専門はアメリカ構造
主義言語学から生成文法であったが、その背景（成
立）にある知識の幅広さで、ある日の講義では、範
疇転換（例えば名詞が語形変化せずに動詞として用
いられる）において、固有名詞が動詞になる例は
Japan のような語以外には稀だという説明に、誰か
が「Shanghai もありますね」と例を挙げると（知
っていることにも驚いたが）、すかさず「それは～
～という意味で、理由は～～」と淀みなく議論と説
明を加え、次のテーマに移っていくと、隣の英語学
科の学生が「そんなの知らんぞ」と呟く。こんな状
況は数限りなく、生成文法の祖であるチョムスキー
も顔負けで、プラトン・アリストテレスからデカル
ト・カント、ヴィトゲンシュタイン、ポール・ロワ
イヤル学派、ヨーロッパ構造主義の様々な学派の理
論などあらゆるものに精通していて、本当に呆れ果
てたものである。また、語形成について話していた
時には dwarf の複数形が dwarfs と dwarves の両
方あり、その違いから始まると、elfs（まれだが）
と elves の違いからついには形態音韻論と意味論の
インターフェースの話しにまで行きつき、参照され
板書された論文も10を超え、そしてまた次の議論に
進むのであった。
　それまで大雑把な勉強しかしたことがない僕は新
鮮かつ深い感銘に影響され、某大手洋酒メーカーに
内定していた就職も蹴って、大学院に進学したので
あった。
　その太田先生の授業はすべて午後からだったこと
から、ある時普段の生活について聞き及ぶことがあ
った。9 時頃に就寝して、明け方 3 時から 4 時に起
床後、朝食を挟んで、午前中の好きな時刻まで赴く
ままに論文を読んだり、執筆をしたり、あれこれ仕
事をされ、午後から授業やゼミを担当し、夕方帰宅

すると、入浴、食事（ビールも嗜まれるようだった）
のあと好きな野球やドラマをテレビで観たりして、
またいつものように 9 時ごろ就寝される毎日だった
そうだ。また、愛煙家であり、2 コマ連続の大学院
のゼミのときには、今では許されないであろうが、
当時はタバコを吸いながらゼミ生の発表を聞いてい
たものだった。その太田先生も2015年12月31日に98
歳で逝去されたが、僕などは超末席であるが、多く
の未だに活躍されている言語学者を育てたことで幸
せな人生を送られたと思っている。
　最後に一つだけ逸話を。博士課程のゼミは最新で
話題になっている海外の未刊行論文を受講生が分担
してレジメを発表しコメントをするのが中心であっ
たが、ある日担当の T 君の発表がどうも要領を得
ない。すると太田先生のタバコの本数が増えていき、
段々と表情が険しくなり、組んでいる脚が横の椅子
の上に投げ出されるようになると、他の受講生はハ
ラハラしながら、もうすぐだなと覚悟を決める。す
ると先生から「君だめだ」と一言！その日の残りの
時間は突然担当じゃない別の誰かが指名され、その
部分のレジメを口頭ですることになるが、そんなの
しっかり読んでいてもその場でできるものではない
ので、我々はいつもその場合（とくに担当者が危な
そうな場合）に備えていたのであった。おかげで、
数週間で最新の博士論文を読み、理論展開を理解す
ることができたかと思うと、後日学会発表や、海外
でのスペイン語で講演時よりもあのゼミのほうが大
きな緊張感があり、本当に鍛えられていたなあと思
うのであった。
　そして、あの気持ちを忘れずに研究と教育に携わ
り定年を迎えることになり幸せかなと思う。
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　私の専門は大きく捉えると言語学で、特に言語の
運用面に関する様々な現象に関心を抱いてきた。そ
の対象となる分野には言語コミュニケーション（非
言語コミュニケーションであるノンバーバル・コミ
ュニケーションは対象外）の問題も含まれ、専門教
育の面でも長年携わってきた。このコミュニケーシ
ョンをめぐる問題は幅が広く、奥が深いので、この
分野の話だけでも読者の興味関心を引く話題には事
欠かないが、しかし、本稿のテーマである「探求の旅」
の中身が何かをお話しなければならないので、この
先は言語学について少し触れた後、その「旅」につ
いて述べてゆきたいと思う。
　言語学は英語学や日本語学（どちらも言語学の一
部）のように研究対象とする主たる言語を英語や日
本語のように一つの言語に絞って議論を展開すると
いうよりは、必要に応じて複数の言語の構造や特徴
を比較して、それらの関連性の有無を分析したり、
分類を行ったりする。また、分析対象となる言語
が、日本語であっても、分析するに当たって必ずし
も日本語学の知見の範囲内で議論を展開するのでは
なく、英語学的手法や知見を用いて日本語を分析す
ることもありうる。例えば、「しかし」の口語的用
法の中には、「しかし、今日は天気がいいなあ」の
ように「しかし」が文脈的に先行する発話の逆説を
導いているのではなく、先行する発話が無くても使
用される場合がある。この場合、「しかし」は逆説
の接続詞ではなく、英語における but の口語的用法
に見られる副詞相当句の強調詞（intensifier）と同
等の働きを示しているのである。実は現在の日本語
の国語辞典では「しかし」の口語的強調詞の記述が
確認されるが、少し古い国語辞典ではこの口語的用
法の解説は掲載されていなかった。これは英語の語
彙研究が日本語のそれと比較して歴史的に先行して
いたからなのだが、この現象は実は語彙研究にのみ

観られることではない。そのことは特に20世紀以降
の近代の言語研究そのものの歴史を観るとよく分か
る。ヨーロッパやアメリカがいち早く科学的観点を
取り入れた言語研究を積み重ね、現代の言語学の基
礎を築いたからである。
　さて、ここからは「探求の旅」に話を移してゆく
ことにする。最初の話は、筆者がまだ思春期の15歳
ころの話であるが、ある日ふと、ことばをめぐる奇
妙な思いに囚われてしまった。自分が日頃何の疑い
もなく理解し、話していたことばの「音」と「意味」
の間に実は何の関連性もないことに気づいたのだ

（オノマトペと呼ばれる擬音語や擬態語は別）。その
ときの感覚は「面白い」とは正反対の表現しようの
ない「違和感」であった。ことばの音と意味が分裂
して統一感を失ってしまう感覚である。現在であれ
ば、仮に15歳の少年が同様の違和感を持ったとして
も、違和感の原因を探ってネット検索をしていくう
ちに、言語は音の組み合わせで意味が形成されてい
るが、擬音語や擬態語を除いて本質的に言語音と意
味の関係は恣意的であるという説明に行きつくであ
ろう。そうすれば一応の納得は得られると思われる。
しかし、半世紀以上も前の、この筆者の変わった疑
問を正面から受け止め、しかもその疑問が言語の本
質に繋がる視点を含んでいることを説明してくれる
人物は筆者の周りには誰もいなかった。その後、は
っきりとその答が得られたのは大学の英語学の授業
においてであった。そこで英語だけでなく、日本語
においても、またそれ以外の言語においても、言語
音と意味の関係はオノマトペを除いて恣意的なもの
であることを学んだ。そこで得られたものは、知的
な喜びと満足感であった。
　大学 4 年生のとき、1 年間のコミュニケーション
の演習（ゼミ）を履修した。この中でコミュニケー
ションの基礎となる言語コミュニケーション、非言

ことばをめぐる探求の旅

人文学部教授　石　井　和　仁
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語コミュニケーション、対人コミュニケーション、
集団コミュニケーション、異文化コミュニケーショ
ンや他の専門領域との学際的関わりの可能性がある
ことも学んだ。この演習の指導教官は西南学院大学
の泉マス子教授であったが、満州での教育を終えた
後、アメリカで大学と大学院の学位を取得された、
当時の女性としては珍しい経歴の持ち主であった。
男子学生にも女子学生にも人気の演習であったが、
その演習のモットーが「よく学び、よく遊べ」で真
剣に学んだ後は飲み会や会員制の別荘での泊りがけ
の勉強会やリラックスタイムなど勉強以外の活動も
盛り沢山で、メリハリの利いたゼミ運営は他の演習
とは一味違っていた。この経験は後年、筆者自身が
演習を担当する際に大いに参考になった。
　その後、大学院では英語学を発展的に学んだが、
筆者の興味は言語構造や言語生成メカニズムよりも
実際の言語運用により近い語用論や談話文法に向か
っていった。この両者の守備範囲の違いをもう少し
異なった表現を借りて説明すると、前者は言語がど
のようにして言語として成立しているのか（ここで
は「言語」を「英語」と読み替えてもよい）に最大
の関心がある。そしてその中心部にある、母語話者
が共有する言語材料の構造と性質を特定し、それら
が構成要素として正しい文を構成する際の様々なル
ールを明らかにすることを目指している。これらの
ルールはいわゆる学校文法と重なって見える部分も
あるが、基本的に科学的視点と論理の裏付けを必要
としている。一方、後者は言語の中心部分の原理を
ミクロの視点から分析する立場は取らず、言語が実
際に運用されるときのルールを明らかにするため
に、文の単位を超えて文脈や状況、そして発話文の
意味だけでなく、発話者の意図も考慮の対象とする。
したがって、より人間くささが感じられて面白いと
言える反面、言語生成メカニズムを科学的に突き詰
めようとする緻密な議論展開と比較すると厳密な理
論構築の難しさが指摘される場合もある。ただ、筆
者はそれでも言語が実際に用いられる現象に近づい
て、観察を行いたいと思ったのである。そこで修士
論文のテーマに選んだのが、「英語の緩和表現」で、
20冊ほどの英米文学作品の中からタブー表現の置き
換えや、非直接表現が用いられるケース、主語の変
換表現などを文脈と共に収集し、分類・分析を行っ

た。博士課程では「知的同義性を持つ Active 構造
と Passive 構造の選択原理―感情および精神状態を
表す場合」をテーマとし、映画のシナリオを集めて
コーパス（発話資料）として用い、表現収集に努めた。
テーマにある選択原理としては、文脈における情報
の流れの中で、主語をどう設定すべきか、文の焦点
をどこに置くのか等について面白い発見があった。
　昭和60年に人文学部専任講師として着任してか
らは、言語研究における基本路線は維持しつつ、
研究対象の幅を広げていった。その中でコミュニ
ケーション関係の論文をいくつか挙げると、⑴
Communicative Writing の研究、⑵オーラル・コミ
ュニケーション能力を重視したリスニング・テスト
の開発、⑶ Communicative Gap / Failure 研究に関
する再考察、他がある。
　そして、ロンドン大学とスウェーデンのルンド
大学の協同で作成された英語の話し言葉のコーパ
スであるロンドン・ルンドコーパス（London-Lund 
Corpus）を用いた英語運用に関する研究として⑴
London-Lund Corpus に見る英語の同意・確認要求
表現について、⑵英語の対話 / 会話におけるイニシ
アティブと同意・確認要求表現使用の相関性、⑶英
語の対話におけるテーマ展開の分析、他が挙げられ
る。
　それから、独自に時間をかけて収集した日本語の
発話コーパスを用いて取り組んだ、日本語（と英語）
の運用をめぐる論文に以下のようなものがある。⑴
メタファー解釈のメカニズム、⑵ But と「しかし」
の運用を巡って、⑶日本語口語表現の研究―「ヨロ
シカッタデスカ」について、他である。
　英語教育に関する論文も執筆したが、中でも福岡
大学の共通教育英語にプレイスメントテスト（学力
測定を兼ねた業者テスト）を導入するために、個人
的にも時間と労力を費やした経緯があるため、しば
らくデータの追跡調査および分析を行った。この過
程で福岡大学 1 年次生と 2 年次生の測定基準を統一
した相対的英語力の比較や変化が観察された。この
知見は以前の言語教育研究センター紀要に収録さ
れ、センター委員の中でも共有された。福岡大学の
共通教育英語の一時代を切り取ったユニークな資料
となったと考えている。
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　確か1989年12月であったと記憶しているのです
が、当時の駐日ベルギー大使の故パトリック･ノー
トン氏が我々元ベルギー政府給費留学生を大使館に
招いて下さったのを切っ掛けに「ベルギー留学生の
会（通称フリットの会）」が発足しました。大使は、
これ以降毎年クリスマス前の仕事納めとして我々を
招いて下さるようになり、その年の最後のイベント
としていつも楽しみにして居られたと後で伺いまし
た。97年に大使が離任された後もフリットの会は、
東京外大の故斉藤恵彦先生（国際法学）の呼びかけ
でエクスカーションなどの親睦活動を続けていまし
た。
　私は、もっと学術的な活動に力を入れるべきだと
兼々思っておりましたので、2007年に当時のウィレ
ム･ヴァン･ドゥ ･ヴォールデ公使（現ＥＵ大使）に
提案し、直ぐに主立った元留学生に声を掛けて学会
設立の準備が始まりました。私が仏語で起草した学
会規定を公使が英語に翻訳して下さって、御陰で
日･英二言語による規定が出来上がったのも良い思
い出です。こうして「日本ベルギー学会（Belgian-
Japanese Academic Society、略称BJAS）」が、初
代代表をICUの北原和夫先生（物理学）として誕生
しました。
　元ベルギー政府給費留学生を中心に、ベルギーで
学ばれた方々の多くが参加して下さいました。ベル
ギーで学んだという一点でのつながりですから、多
士済々です。このようにして、音楽、絵画、染色な
どの芸術系から、工学、理学、建築などの理系、歴史、
文学、法学などの文系まで様々な分野から成る「ベ
ルギーについて研究する＝ベルギー学研究」学会が
誕生したのです。欧米には「日本学＝ジャパノロジ
ー」という日本について研究をする学問分野がある
のですが、これに対応させて「ベルギー学＝ベルゴ
ロジー」という学術用語を創作して、広く認知して

らうための活動を微力ながら続けています。
　日本ベルギー学会は、年に 2 度、6 月（若手研究
者報告）と12月（研究報告）に、東京のベルギー大
使館を主な会場として開かれています。これまで、
ブリュージュの町の中世史、修道院の建物の修理、
南極の隕石など正に多岐にわたる研究報告が行われ
ました。研究報告の後には、ミニ･コンサートとし
てピアノやバイオリン、サキソフォーン、マリンバ
などベルギーのコンセルバトワールで学ばれた音楽
家の演奏を楽しみ、最後に大使館提供のカルボナー
ル・フラマンドなどのベルギー料理とビール、デザ
ートのチョコに舌鼓を打つのがいつものことです。
このように、大使館の多大な御支援を得て継続して
来られた学会でもあります。
　また、2016年に日白修好150周年を記念してシン
ポジウムを開催したのを切っ掛けに、ベルギー学シ
ンポジウムを東京理科大および上智大を会場として
これまで４回開催してきました。今後も 2 年毎に開
催の予定です。
　私は、2019年から代表職を引き継ぎ、同時に運営
委員会を刷新し、学会活動を継続しています。コロ
ナ禍により暫くは対面での学会報告が叶いませんで
したが、本年からは学会活動を活発なものにしたい
と考えています。
　ベルギーで学ばれた経験のある方およびベルギー
に関心のある方はどなたでも歓迎です。存じ寄りの
方があれば声掛けをして頂ければ幸いです。
　今後とも、皆様の御支援、御協力を御願い致しま
す。

ベルギー学事始め

法学部教授　武　居　一　正
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１　福岡大学法学部に入学
　私は、昭和28年生まれで、福岡県立田川高等学校
を卒業後、福岡大学法学部法律学科に入学し、初め
て親元を離れて福岡市の七隈の地で過ごすことにな
りました。本学の入学試験の受験の際には、博多駅
から福岡大学行きの西鉄バスに乗りました。バスは
六本松から油山の方に曲がって樋井川沿い進み、七
隈の本学まで時間がかかったことから、遠くにきた
んだなと感じ、1 人で受験していた関係からか一抹
の寂しさ・不安を感じた記憶があります。入学後、
かつての薬学部棟の裏に隣接した賄付きの下宿にお
世話になりました。七隈キャンパス・ライフの始ま
りです。

２　法学部での講義
　当時の法学部の教授陣は、学部創設時からの教授
や、新進気鋭の先生方など、個性的な先生がおられ
ました。新 1 年生ときに特に私の記憶にある講義に
ついては、憲法の講義をされた故名誉教授は、元陸
軍主計中尉で、日本国憲法は大日本帝国憲法（明治
憲法）の改正によるものであり、継続性があるとし
て、明治憲法の内容に言及し、また天皇制を擁護
し、ヨーロッパの国王と天皇の違いを力説されたこ
とを記憶しています（本学法学部の OB・OG の間
では単位取得が難しいことで有名です）。また、戦
前、台北帝国大学の教員をされた故教授は、自著の
民法の条文付き教科書の内容をそのまま読み上げ
る講義スタイルでした（法律用語の読み方に慣れ
ていない学生には良かったのでは思います）。さら
には、旧制高校の雰囲気を持った若手の刑法の先
生は、ゼミコンパのとき、掛け声に、必ずドイツ
語で、アインス（eins）、ツヴァイ（zwei）、ドゥラ
イ（drei）と発声されていたことが思い出されます

（その先生とは、個人的に一緒に Hans Welzel 著の

Das Deutsche Strafrecht を読んでいただいたこと
があり、その後、先生は在外研究でドイツに行かれ
ました）。
　私は、2 年生ごろから、漠然と学問をしたいと考
えるようになりましたが、本学法学部で開講されて
いる多様な法律科目に興味があって、4 年生になっ
ても登録制限一杯に登録し単位取得を目指しまし
た。その中で、商法・会社法を講義する先生がたに
魅力を感じるようになり、本学の法学研究科修士課
程に進むことにしました。その大学院入試の面接の
際に、面接の先生から、どうして商法の研究を志望
するのかと聞かれたとき、一瞬どういえば良いかと
戸惑いましたが、私の祖父や父が石炭業や商店を経
営していたことから、「親が商売をしているから」
と返答すると、なるほどといわれ、それ以上質問さ
れなかったので、安堵したことを覚えています。

３　法学研究科に入学
　福岡大学大学院法学研究科の修士課程、その修了
後、同研究科博士課程に進んだのですが、修士論文
は論題「米国会社法における取締役会委員会－わが
国の常務会および経営委員会との比較－」とするも
のを作成しました（わが国でも、現在では、アメリ
カの取締役委員会制度に倣った委員会設置会社が制
定されています）。当時、わが国における法学の研
究は、明治時代にドイツ法やフランス法などの影響
をうけて各法典が編纂されたことから、伝統的にド
イツ法またはフランス法を研究する者が多かったの
ですが、本学の図書館には、英米法の書籍がそれほ
ど揃ってはいませんでした。そこで、自費で、よく
引用されるアメリカのビジネス法の雑誌を定期的に
購入したり、会社法の教科書や、6 巻からなる会社
法の体系書など自費で購入しました。大学院の指導
教授がそれを見られて、その一部を図書館で購入す

半世紀にわたる七隈キャンパス・ライフ

法学部教授　畠　田　公　明
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る手配をしていただきました。深く感謝をしており
ます。
　博士課程では、「取締役の第三者に対する責任法
理の本質的構造」を論題として、わが国における取
締役の第三者に対する責任規定（旧商法266条ノ 3

〔会社法429条〕）のルーツとして大陸法（ドイツ法
およびフランス法）の規定を遡って検討しました。
ドイツ法およびフランス法の商法・会社法の文献は、
福岡大学図書館である程度入手できました。ドイツ
法は、法学部および修士課程でドイツ語の原書講読
を受講していたので、なんとか自力で読むことがで
きました。フランス法については、フランス法の『企
業の法律概念の研究』の著書を出版されている博士
課程の指導教授が、フランス法以外は指導しないと
いわれましたので、数ヶ月かけてフランス語の文法
書を独学して、なんとかフランス語の辞書を使って
読むことができるようにして、テーマに関する論文
やフランス会社法の代表的な著書を教授の指導のも
とで、読んでいきました。この研究の成果の一部は、
拙著『会社の目的と取締役の義務・責任－ CSR を
めぐる法的考察』に収録されています。

４　大学教員となって
　福岡大学の博士課程終了後、研究生を経て、岡山
県の私立大学に講師として赴任し、その後、本学の
法学部の助教授に採用され、今日に至っておりま
す。この間、前任校では、米国カリフォルニア大学
バークレー校ロー・スクール客員研究員（1991年～
1992年）、本学では、米国コロンビア大学ロー・ス
クール客員研究員（2001年～2002年）の機会を与え
られまして、感謝いたしております。
　バークレー校では、在外研究のスポンサーをして
いただいたロー・スクール教授の会社法の講義を聴
講しましたが、200人ぐらいの受講生に対して双方
向の講義（あるいはソクラテス・メソッドともいわ
れる）が行われていまして、初めての体験で感動し
ました（コロンビア大学ロー・スクールその他でも
同様な講義が行われています）。帰国後、同様の講
義を試みましたが、日本の大学生は慣れていなくて
うまくいきませんでした。アメリカのロー・スクー
ル制度を参考にして法科大学院がわが国にも導入さ
れましたが、本学の法科大学院創設時の教授をして

いたときも、学生の一部から苦情が出たことがあり
ます。もっとも、福岡大学 8 号館の大講義室での商
法の講義で、出席簿に記載された受講生に双方向の
試みをしたとき、授業終了後、後ろのほうに座って
いた中国の留学生が教壇にやってきて、その留学生
から、初めての体験で感激した趣旨のことを言われ
たとき、うれしく感じたことがあります。その後、
アメリカのロー・スクールで使われるケース・ブッ
クに倣って、基本的判例の原文と解説、各章の最後
に設問の事例問題が掲載されている教科書を作成し
て、可能な限り双方向の講義を試みてきました。
　在外研究では、当時の日本ではアメリカの文献の
多くが入手困難であったので、帰国直前には、バー
クレーのロー・スクール図書館に毎日出かけて、日
本では入手できない文献を大量にコピーして、郵便
で大学に送りました（井上靖の歴史小説の『天平の
甍』の中で留学僧が大量の仏典の写経をしたのと同
じ気持ちです）。これに対し、コロンビア大学で在
外研究したときは、インターネットでデータベース
や電子ジャーナルによって、多くの文献を見ること
ができる時代となったことを痛感しました。

５　研究の充実・高度化による本学の進展への期待
　現在のインターネット社会では、オンラインによ
るデータベースや電子ジャーナルを通じて、多くの
文献を見ることができる時代となったとはいえ、電
子媒体で見ることができない書籍なども多数ありま
す。福岡大学図書館では、研究用図書を購入するに
は、金額などの制限が厳しく、利用しにくいところ
があるように感じております。理系の場合、高価な
機器や薬品が研究のために必要でしょうが、文系の
場合でも、各学問の性質により多少異なるとはいえ、
一種の文献学という要素が多いと考えます。そのた
めに必要とされる文系の研究図書・雑誌などは、理
系の場合と比べてそれほど高価なものとはいえない
と思います（なお、研究推進部において、米国の近
時のファンドに関する高額な研究図書を購入してい
ただきまして、ヘッジ・ファンドについて一連の論
文を本学紀要に掲載できましたこと、感謝いたして
おります）。
　最後に、本学の卒業生として、教育・研究の益々
の発展を祈念しておりますが、研究の充実・高度化
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を図ることが教育の深化につながるものと考えてい
ます。また、それに関連するものでありますが、本
学出身の後進の研究者の育成に繫がるような基盤を
形成して、本学の研究大学院の活性化を促進させる
べきではないでしょうか。その結実として、本学が、
近い将来、名実共に西日本を代表する私学の総合大
学となることを期待しております。
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　福岡大学の退職を機に、私の研究者としてのキャ
リアを振り返りつつ、現在の研究者生活についてお
話させていただきます。私は、組織や企業の効率性・
生産性の向上、持続可能性（sustainability）、地方
経済の活性化を最適化モデリングの視点から研究
してきました。特に私が精力的に取り組んだのは、
シェパード（R. Shephard）教授によって構築され
た公理的生産理論と、数理計画法を基にする DEA

（data envelopment analysis、データ包絡分析法）
を融合させるアプローチであり、これを用いて組織、
経済活動および生産プロセスの効率性や生産性を評
価するという研究です。
　ここで、私の研究に直接影響を与えた指導教官
や先輩の研究者の名前を挙げさせていただきます。
最初は、私の Ph.D 取得の時の指導教官である、フ
ェアー（R. Färe）教授とプリモント（D. Primont）
教授です。二人とも公理的生産理論における重鎮で、
彼らの著書は生産理論に関する研究には欠かせませ
ん。特に、フェアー教授はシェパード教授との共著
論文などが学会に大きな影響を与えています。従っ
て、当然のことのように私もシェパードの公理的生
産理論を基礎として、DEA を研究することになり
ました。
　もう一つの重要な分野である DEA は、1978年
にチャーンズ（A. Charnes）とクーパー（W.W. 
Cooper）両教授によって初めて提唱されました。
私が存じ上げているのは、クーパー教授の方であ
り、交流を始めたのはクーパー教授の卓越な業績を
称えた研究誌の特別号に私の論文が掲載された後で
した。教授からは、私の論文へのコメントとともに
感謝の意を表す丁寧なメッセージが送られてきまし
た。その時点でクーパー教授は既に85歳であり、そ
の後数年間にわたり、彼から未発表の論文を送って
いただいたりするなど、貴重な交流が続きました。

　日本における DEA 研究の第一人者は、刀根薫教
授です。私は2000年頃から刀根教授と親交を深め、
科研費研究補助金の研究分担者として、DEA 研究
に参加させていただきました。そのほかにも、名前
は挙げませんが、若手の多くの研究者とも知り合い、
充実した研究者生活を送ることができました。
　私の研究の初期段階では、金融サービス業のデー
タにより、銀行、証券会社、保険会社などにおけ
る実証分析に従事しましたが、最近では、様々な
DEA モデルを開発し、持続可能性や環境問題に広
く適用しています。
　私が特に注力してきたモデリングの研究領域に
は、動的ネットワーク DEA や最短距離問題があり
ます。これらの分野において、最新の手法やアプロ
ーチを探求し、研究を深めることで、DEA の枠組
みを拡張しました。初期の金融分野から出発し、多
岐にわたる産業分析や環境問題に対して DEA モデ
ルを適用する中で、異なる側面からの洞察を得るこ
とができました。
　更に、現在進行中の研究では、因果推論、機械学習、
計量経済学、および数理計画法の統合に焦点を当て
ています。これらは異なるアプローチでありながら
も、相互に補完しあう性質を有する重要な分析ツー
ルとなります。この統合により、因果推論による因
果関係の明確化、機械学習の的確な予測能力、計量
経済学の厳密な分析手法、および数理計画法の最適
化能力が複雑な問題に対処する際に相乗効果を生む
ことにより、効率的かつ効果的な問題解決が可能と
なり、新たな知見の発見や革新的なアプローチの開
発が促進されることが期待されます。
　私の研究成果についてですが、EJOR（European 
Journal of Operational Research）には20本、
Omega-International Journal of Management 
Science には10本以上など、オペレーションズ・リ

研究者としての回想と今

商学部教授　福　山　博　文
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サーチや経営科学の国際専門誌に発表しています。
これらの論文の多くは、主に英米豪などの大学で教
鞭をとる優秀な研究者たちとの共同研究の成果で
す。共同研究のメリットは大きく、1 ランク上の専
門誌に論文が掲載される確率が上がり、そしてその
論文が注目される可能性も高まります。共同研究で
は、お互いの知識を補い合い、議論を通じて論文の
質を向上させることが出来ますが、専門誌への掲載
は競争が激しく、その難しさは良く知られていると
ころでしょう。このことを踏まえたうえで、投稿
先については、イギリスの大学に所属する研究者
は、経済学やビジネス分野の学術誌の品質を評価
し、ランク付けする CABS（Chartered Association 
of Business Schools）を参考にしています。同様に、
オーストラリアの研究者とは ABDC（Australian 
Business Deans Council）を基準にしています。こ
れは、掲載される雑誌のレベルを把握し、適切な専
門誌に投稿するための指針となります。海外の研究
者にとっては、優れた成果を積み上げ、それを適切
なフォーラムで発表することが、学術的な影響力を
確立するために欠かせない要素となっています。
　一方で、日本の私立文系学部はまだこういった傾
向が顕著ではなく、じっくりと研究に取り組む環境
が整っているといえます。それにもかかわらず、こ
うした国際的な競争状況の中で、自身の研究の方向
性や強みをしっかりと見つめ直すことも重要と考え
ます。
　私は上述の専門誌などに論文を発表し、精力的に
査読も行ったからでしょうか、2019年からはエルゼ
ビアの Omega 誌の編集者（Associate Editor）と
して招かれました。この役割では、編集統括者か
らの要請に応じ、特定の投稿論文に対する査読者
を見つけなければなりません。Omega では、単な
る実証研究だけではなく、モデルの枠組みにおい
ても新規性が求められます。査読者を選ぶ際には、
Scopus という包括的なデータベースを利用してい
ます。このデータベースでは、投稿論文の著者が提
供するキーワードに基づいて査読候補者をリストア
ップしてくれます。このリストには候補者の最近の
論文、査読の履歴、そして h 指標（h-index）とい
った影響力を測る指標も含まれています。興味深い
ことに、研究分野によっては私自身の名前が頻繁に

リストに現れます。
　正月になると、ギリシャとスペインの研究者から
シオナス（Mike Tsionas）教授の突然の訃報を知
らされました。教授は計量経済学、ベイズ統計、お
よび機械学習を駆使し、現代のデータ駆動型経済学
において革新的な知見を提供する研究を行っていま
した。経済学、統計理論、およびオペレーションズ・
リサーチの分野で、彼は EJOR を含む多くの専門
誌で優れた論文を発表し、私の研究分野においては
世界的な権威でした。教授とは数年前に知り合い、
既に 3 本の共著論文を発表しており、今後も更なる
共同研究を計画していました。昨年、彼からの健康
不良の報告を受け、半年間は彼とのプロジェクトを
中断していました。彼の訃報は予期せぬものであり、
健康がいかに重要かを改めて認識させられる出来事
でした。シオナス教授の逝去は、残念でなりません。
既に教授と関係のある研究者から、教授の追悼特集
号を準備したいとのメールをいくつか受け取ってい
ます。教授の偉業を考えると、当然のことと思いま
す。
　最後になりましたが、私が福岡大学での研究活動
において同僚や先輩の諸氏から受けたサポートは計
り知れません。皆様の協力と尽力なしでは、私の研
究は成り立たなかったでしょう。感謝の念は言葉に
尽くせません。福岡大学で共に歩んだ日々は、私の
学問の旅を豊かにし、成長させてくれたものばかり
です。これからも皆様の影響を心に刻みつつ、感謝
の気持ちを忘れずに、研究者としての喜びを追求し
ていきます。
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　私の研究回顧は、商学論叢の退任記念号に詳細に
掲載したので、ここでは、福岡大学の研究生活のな
かで、面白いいくつかの珍道中についてお話したい。
　私は、1997年 7 月に慶応義塾大学から商学博士（論
文博士）をいただいた。私は43歳だった。研究を続け、
10年の歳月が流れていた。ちなみに慶応では、博士
学位の申請をするとき、最初に、英語とフランス語
の試験に合格しなければならなかった。この勉強も
大変だったことを思い出す。
　この研究では、既に学会でも賞をいただくと同時
に、単独で三年間、科学研究費補助金もいただいて
いた。しかも、博士号に対して科学研究費出版補助
金「研究成果公開促進費」交付も受け、『租税特別
措置と産業成長』税務経理協会 , 1999 を出版した。
この書籍に対しては、日本税務研究センターから研
究賞を受賞している。
　博士号が確定した月の翌月、私は経営診断学会の
部会で発表した。会場は福岡の赤レンガ会館だった。
発表後、中洲の公衆電話で妻に電話をかけた。その
とき10万円ほど入っていた財布を電話に置き忘れて
しまった。急いで電話に戻ったが財布は無くなって
いた。財布を無くしたことをすぐに嫁さんに伝える
と「もう帰って来るな！」言われ、意気消沈した。
当時私は宮崎の大学に勤務していた。
　直ぐに懇親会会場に向った。先生方が「山内先生、
顔が真っ青です。大丈夫ですか？」と言われた。私
は事情を説明した。
　この事件から 1 か月は過ぎたろうか ? 福岡大学の
先生から「山内先生、福岡大学に来られませんか ?」
という話をいただいた。「先生は博士号をお持ちで、
税理士試験に全科目合格しておられるので、大学院
をすぐに担当してもらいたい。大学院は税理士試験
受験生が多いので、助かります」という話だった。
私は「お財布を無くすようなそそっかしい教員です

よ。あとで後悔しますよ。」すると「先生の人間性、
全て承知した上での話です。」と笑いながら言われ
ていた。
　福岡大学に移ることに決めた。お財布を無くした
ことが福大に移ることのきっかけとなったから人生
は面白い。これが一つ目の珍道中である。
　福岡大学に赴任してから四年目、学部長に「在外
研究員に行く先生がいないから、行かれませんか ?」
という話をもらった。私は迷わず行くことに決め 
た。
　すると義理の父から「進君、どうせ行くなら、名
門大学がいい」と冗談で言われ、とりあえず、オッ
クスフォード大学、ケンブリッジ大学、コロンビア
大学、ワシントン大学、トロント大学等に申請した。
運よく申請した全大学から許可が下りた。どこに行
くか迷ったが、ビートルズを生んだイギリスの二大
学に行くことにした。約半年ずつだが。
　まず2002年にオックスフォード大学に客員研究員
として行くとすぐ、研究室のドアに、私が研究発表
するスケジュールが貼ってあった。これには驚いた。
発表の結果は内緒である。これが二つ目の珍道中で
ある。
　翌年2003年にはケンブリッジ大学に移り、研究員
生活を送った。丁度、一か月半のロイヤーを対象と
するリーガルメソッドの開校時期であり、私も参加
した。
　世界から、弁護士、裁判官が多数参加していた。
朝から、夕方までの英語での授業は、私にはきつか
った。特にゼミナール形式の授業には鍛えられた。
修了式には「プロフェッサー　ヤマウチ」と呼ばれ
た。なぜか、すごい拍手があった。弁護士、裁判官
のなかに、教授が混じっていたからであろう。修了
祝いの歓迎会があり、一歳の娘と ? 歳の嫁さんと参
加した。

研究珍道中

商学部教授　山　内　　　進
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　ケンブリッジでは、面白い体験をした。私は毎週、
週末は住まいの近くのパブに行った。週末は生バン
ドが入り、音楽が楽しめるからである。私は、パブ
で飲みながらよく論文の校正をしていた。ある時、
女性からダンスに誘われた。私は断った。次の週も
誘われたが、断った。三週目にも誘われ、断った途
端、ビールを頭からかけられた。
　「私は、ケンブリッジ大学の研究員で来ている。
嫁さんも子供もいる。だから、ごめんなさい。」と
話した。女性は笑っていた。英語は通じたようだ。
　この女性の行為は、一緒に踊ってリフレッシュし
なさいという意味だろう。私は、それからは、毎週、
このパブで踊ることにした。
　今、私は、ダンスの趣味をもっているが、この事
件がきっかけである。そしてビートルズのバンドを
組み、演奏しているのも、ケンブリッジのおかげで
ある。「ありがとうケンブリッジ！」これが珍道中
三つ目である。
　次は、感動の珍道中。福大に勤務していたとき、
共同研究室の職員の方から「東京で学校法人会計の
講演がありますよ。山内先生、聞きに行かれません
か ?」という電話が急にあった。とりあえず行って
みることにした。講演者は青山学院大学の教授だっ
た。
　学校法人会計の講演が始まるとすぐに、講演者は

「学校法人会計を我が国に創ったのは、高橋吉之助
先生で、慶応義塾大学の教授でした。」という。私は、
職員の方が何気なく私を講演に誘ったが、それは天
からの導きだと思った。
　私は、一番前の席だったが講演中、ずっと泣いて
いた。講演が終わると、講演者が私の席にきて「山
内先生、なぜずっと泣かれていたのですか ?」と聞
いてきた。「高橋吉之助先生は、私の指導教授でし
た。学校法人会計を高橋吉之助先生が創設したとは、
知りませんでした。」と泣きながら叫んだ。その日、
講演者と出版社の方と私は飲みに行くことになっ
た。
　人生には、不思議なことがある。この講演の時、
高橋吉之助先生は既に他界していた。これが珍道中
四つ目である。
　慶応義塾大学で博士号を取得した頃、慶応義塾大
学藤森研究室では、経営システムのハイブリッド研

究が先生と現役の院生と、卒業した院生で行われて
いた。
　そのなかで私は、「税、会計システムのハイブリ
ッド研究」を担当した。この研究を始めた契機とな
ったのは、大学院時代ミネソタ大学と慶應義塾大学
の藤森研究室の交流会があり、ミネソタ大学に赴い
たことである。ミネソタ大学の大学院生から、「寄
付金税制と交際費課税について、日本の所得税法と
法人税法では、どのように取り扱いが異なりますか
? アメリカの税法との違いはありますか ?」という
質問に対して、間違った答えをしてしまったことが
ある。
　帰国後、この教訓が契機となり、現在、私は、国
際比較税法の研究と税法のハイブリッドの研究をし
ている。これが珍道中五つ目である。
　この研究のため、中国、韓国、台湾に赴き、税制
史資料を収集してきた時、台湾東海大学の教授から

「台湾東海大学で新学部増設の式典があり、式典で
の挨拶を英語でしてもらえませんか ?」と頼まれた
のには驚いた。式典後、パーティに招待されたが、
企業人の方々が、多数参加していた。学者と企業家
との日頃からの交流が盛んなことがわかった。これ
が珍道中六つ目である。
　福岡大学からネブラスカ大学に模擬授業の研修に
行かせてもらったことがある。私以外の先生は英語
が堪能である。
　私はギターを弾き、模擬授業を行った。英語で簿
記ソングを作り演奏した。おかけで私に対するネブ
ラスカ大学の学生の授業評価は高かったに違いな
い。曲を口ずさんで帰る女子学生がいた時の感動は
忘れられない。私は嬉しくてたまらず握手をした。
　ご褒美として、特別にネブラスカ大学の学部長に、
生演奏が聴けるパブに連れていってもらった。あの
ときの飲んだビールは最高だった。これが珍道中七
つ目である。
　最後に、私の一番の思い出は、福大器学部の顧問
をさせてもらったことである。私の税の授業を聞い
ていた器学部の部員から顧問を頼まれたのである。
私は学生とビートルズバンドを組む機会に恵まれ
た。私はドラムを担当した。発表前には、毎週練習
をした。この学生とのバンド練習は私には、感動的
だった。
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　下手な私のドラムに付き合ってくれた学生諸君に
感謝である。私が緊張していると、「先生、演奏を
楽しみましょう。」と私の緊張をほぐすのである。
毎週、練習の最後に録音し、みんなでチェックし合
うのである。これが珍道中八つ目である。
　以上が私の研究人生の珍道中である。福岡大学に
深く感謝致します。
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［Accountability の原点］
　会計（財務会計）とは、企業の経済活動および経
済事象に関する客観的情報を作成し開示する行為で
すが、その原点は、受託・委託の関係から生じる
Stewardship にあります。
　信用経済の発達とくに株式会社の登場により、経
営に直接携わることのない人々から多額の資金を比
較的容易に調達することが可能になりますが、広く
出資者から多額の資金を「預かる」ことに起因して、
客観的な情報を作成して必要な人々に開示するとい
う責任である Accountability が生じました。資金提
供者と信頼を築くため、情報作成者である企業は継
続的に開示を行うのですが、資金調達がその後も順
調に進むためには比較可能な情報が必用なため、一
定のルールすなわち「会計基準」に基づいた情報開
示の重要性が高まり、財務会計が発展していきます。
　ところで、この Accountability という言葉は、私
が学生時代は「会計責任」と訳されていました。そ
れが「説明責任」といわれるようになったのはそれ
なりの理由がいくつか考えられます。たとえば、不
適切な使用による事故を回避するため製品の正しい
使用方法を予め知らしめる製造物責任が生じます
し、Informed consent として知られるように医療
の領域においても説明は求められます。このように、
マイナス面も含めたきちんとした説明を必用とする
領域が拡大していったため「説明責任」と呼ばれる
ようになった Accountability ですが、その原点は、
出資に基づいて多くの人々からお金を「預かる」と
いう資金調達行為から生じました。

［Accountability の拡張］
　ところで、現代社会における喫緊の課題である地
球環境問題は、会計の世界にも新たな問題を引き起
こします。今日、企業経営は、環境問題への対応無
しには成り立たないことから、当然、環境情報は様々

な形で開示が義務づけられつつあります。では、こ
のような環境情報の開示は当然すべき義務として行
われるべきなのか、それとも、義務はなく、各企業
の基本方針に基づき自発的に開示しているに過ぎな
いのでしょうか？
　私は、開示義務はあると考えます。それは、上述
した資金以外にも預かっている大切なものがあるか
らですが、それは何でしょうか？
　いうまでもなく、それは有限な「自然資源」です。
　すべての経営組織、否、すべての人間は、貴重な
地球環境自然資源を預かって活動・生活しているの
です。預かったら返すのは当然ですから、後世の人々
に、水・空気・土地などの自然環境をきれいなまま
引き継いでいく重要な義務を負っていますが、私た
ちはきちんと返しているのでしょうか？
　ここにおいて、資金を預かることから生じる説明
責任のみならず、大切な自然資源を預かって毎日生
きているという義務を明確に意識した上で環境に関
する情報を開示しなければならない、というように、
会計の原点の再検討すなわち「Accountability の拡
張」を強く意識する必要があるということを強調し
ておきます。

［基本前提の見直し］
　ところで、Accountability を拡張すると、同時に
会計の基本前提に大きな問題をもたらします。それ
は、会計公準の 1 つ、会計情報は基本的には貨幣額
で表現できるモノである、という基本前提の再検討
です。伝統的前提に基づいている限り、環境に関す
る事柄は金額で測定できない側面が多いため、環境
会計がきわめて不十分な内容に留まってしまうでし
ょう。しかしながら、すでにオーストラリアでは、
気象庁が water accounting として、金額情報に縛
られることなく、水量の増減を表す単位 ML（メガ
リットル）を用いた会計情報を作成しており、客観

会計学を研究して伝えたいこと

商学部教授　中　村　信　博
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的な数値情報が測定可能でありさえすればそれで会
計が行われると考えられます。
　会計情報は貨幣的表現だけという前提に関わる問
題は、自然資源の情報化以外にも存在します。その
重要性が著しく高まっている無形資産や人的資産に
関しても金額測定が難しいため、その会計情報化は
ごく一部に留まっているのです。ヒト・モノ・カネ
という経営資源の中で、伝統的会計情報はカネとモ
ノ中心に留まり、最も重要な経営資源であるヒトに
関する会計情報化はきわめて不十分であるともいえ
ますが、この点は『統合報告書』が注目を浴びつつ
ある現状の指摘にとどめておきます。
　ところで、世間では、説明責任を果たさなければ
と言いながら、形式的に頭を下げ決まり文句だけの
謝罪がまかり通っています。本来は、物事の本質を
捉えた心のこもったことばおよび態度が強く求めら
れるはずですが、形式だけ満たそうとしているので
す。このようなことは、具体的会計処理面において
も散見されますので、次に現代財務会計を読み解く
キーワードの 1 つについて触れたいと思います。

［実質優先思考（Substance over Form）］
　会計情報の 1 つである貸借対照表(Balance Sheet)
において真っ先に記載される要素は「資産」ですが、
それは「財産」と同じなのでしょうか？両者には明
らかな違いがあると考えますが、この点については、
企業経営上重要なリース取引を例に考えるのが分か
り易いでしょう。
　多くの航空会社はリースによる航空機を活用して
いますが、資産と財産を同一視すると、リース契約
により使用している航空機は所有権がないため財産
とはいえず資産に計上されません。しかし、リース
による航空機は、既に取得により資産として計上し
ている航空機と全く同様に稼働させ運賃収入を稼い
でいます。稼ぐことができるのに所有せず借りて使
っているだけなので会計情報として貸借対照表に計
上されない、いわゆるオフバランス状態は、利害関
係者の様々な判断を誤らせてしまう情報開示です。
　たとえば、3 分の 1 はリース契約で合計 300 機の
航空機を稼働させて経営している場合で考えてみま
しょう。リース会計基準公表以前は、所有権のない
航空機 100 機を資産から排除していました（正確に
は、損益計算書に支払リース料だけを費用として計

上）が、これは 200 機だけを使用し実態よりも効率
よく利益を獲得しているように見えてしまう、形式
基準に基づく不適切な情報です。経営の実質を明ら
かにするためには、実際に使用している 300 機を資
産に計上すると共に、今後の支払義務であるリース
料総額も負債に計上する必要があるのです（経済的
便益を生み出すものはすべて資産）。
　したがって、既に述べた形だけの説明がダメであ
るのと同様に、会計学においても「実質」を優先さ
せて考えることが求められるのは明らかです。

［コミュニケーションに関わる学問領域］
　既に述べたように、委託・受託から生まれる義務
は、会計基準に基づいて作成された会計情報の開示
によって説明責任を果たすことにより解除され、新
たな信頼関係構築により経営が持続します。この説
明責任とは、言いたいことを過不足なく適正に伝え
ることによって相手がきちんと理解し納得できるよ
うな適正な情報を作成・開示することが重要で、そ
のことで責任が果たされるのです。
　しかし、正しい主張であっても、そのコミュニケ
ーションの方法によっては人の心に響かないことが
あり得ますから、情報が作成されればそれで十分と
いうわけでもありません。さらに、信頼できる会計
情報が提供されさえすれば人間同士の信頼が確保さ
れるのか、といった点も気になる問題で、残念なが
ら、会計学は主に情報作成面を強く意識して研究が
行われてきたようです。
　情報を受け取る側が何を求めているかを認識した
上で、今後更に多様化する情報開示方法やタイミン
グなどが改めて検討されなければならないでしょ
う。
　ということは、会計学とは、簿記に象徴される単
なる技術論に留まらない、むしろコミュニケーショ
ンに関わる人間味溢れる学問領域である、というこ
とを強調しておきます。
　最後に、言いたいことを繰り返しておきましょう。
私たちは、後世の人々から預かっている大切な自然
資源に関する「Accountability」を強く意識して、
常に地球環境に優しい行動および何事に関しても実
質を意識した行動を心掛けたいものです。
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はじめに
　福岡大学には、1979年10月に理学部応用物理学科

（現 物理科学科）助手として着任した。以来、約45
年の長きにわたって本学にはお世話になり、深く感
謝申し上げなければならない。
　ここではこの間の研究について振り返りたいが、
私はどちらかというと様々なことに興味を抱く傾向
があり、取り組んだ研究テーマも様々であった。し
かしそれでも何か簡潔なキーワードでまとめること
はできないかと考えたところ、表題の「低温物理学
と層状物質」という言葉が浮かんできた。

大学生のころ
　私は1975年に名古屋大学（以下、名大）理学部で
4 年生の卒論テーマ（研究室）を決めるとき、「超
伝導」の研究室を選択した。当時その理由は、「超」
の字に「魅力的な」イメージを抱いたことであると
記憶している。またこの研究室は通称を「L 研」と
いい、その由来は “Low Temperature Physics”（「低
温物理学」）の頭文字からである。
　その研究室で初めて「液体ヘリウム」に触れた。
この液体は沸点が約 -269℃（絶対温度 4.2K）であ
り、日常経験する「低い温度」などではなく「極低
温」という。そのため必然的に大掛かりな液化装置
と専門的に運転・供給する技術員のお世話になった。
そして同大学院で研究することになったのが、雲母
のように薄く剥離する「層状超伝導物質」であった

（写真１参照）。作成には気相輸送反応が必要で、見
よう見まねでガラス工作まで行ったことが懐かしい
が、時には危険なこともあり、今なら指導者の講習
を受けなければやってはならない作業だったかもし
れない。

福岡大学着任
　私が福岡大学に着任できたのは名大 L 研の助教
授であった寳来和巳先生が半年早くに福岡大学の教
授に異動され、私を助手として呼んでいただいたお
かげである。
　寳来先生のご専門は「超伝導」ではなく「磁気共
鳴」という分野であったため、福大着任後は金属に
おける「電子スピン共鳴」の研究をすることになっ
た。先生は福岡出身なので、その意味では先生にと
って里帰りであったが、研究面では福大は新天地で
あったため、せっかくだから新しい研究をしようと
いうことで、当時（も今も）あまり研究されていな
い「透過伝導電子スピン共鳴」をテーマとした。「ス
ピン」とは電子が持つミクロな磁石のことであるが、
もともと小さな値で、しかもそれが金属薄膜の表か
ら裏へと拡散・透過する微弱な信号を捉えようとす

写真１　層状物質の一例 TiSe2

低温物理学と層状物質に魅せられて

理学部教授　西　田　昭　彦
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るもので、信号減衰を防ぐための極低温と極めて高
感度のマイクロ波検出装置を自作しなければならな
かった（写真２参照）。

写真２　完成した透過伝導電子スピン共鳴装置

　幸い自分は昔から電子工作や模型工作が好きで、
電波分光法の先駆者である先生の指導を受けなが
ら、小さな部品から設計・製作して世界でただ一つ
の装置を組み上げる仕事は、論文として成果を出版
するまでには時間を要したものの、非常に楽しかっ
た。約 5 年後の1984年、この研究で名大から理学博
士の学位を取得した。しかし、この研究から得られ
る「スピン拡散距離」などの情報に興味を持つ研究
者は当時少なかったため、研究の広がりが得られな
かった。現在では「スピントロニクス」（スピンの
流れをエレクトロニクスに応用する科学技術）にお
いて「スピン励起」「スピン拡散長」などが注目さ
れており、隔世の感がある。研究にはタイミングも
重要ということか。
　ここで指摘しておきたいが、近年、教員は会議や
点検報告書作成等で忙しく、成果も短期間に要求さ
れるため、上述のような腰を据えた研究がしづらく
なっていることは深刻な問題である。政府や大学当
局者には、現場をよく見て対策を考えていただきた
い。

米国留学
　学位取得後は、研究の幅を広げるため、留学を目
指すことになった。候補地は英国か米国であったが、
幸い「フルブライト奨学金」を得ることができたた
め、1986年 9 月に米国カリフォルニア大学サンディ
エゴ校（UCSD）に若手博士研究員として留学した。

奨学金採択に際しては、自身ガリオア資金で渡米さ
れ九大冶金教室から福大に着任されていた江口鐡男
先生のお力添えを頂戴した。
　米国で私を受入れてくれた教授はユダヤ系で「自
分は典型的な米国人ではない」と言っていたが、

「Publish or Perish」からは免れようもなく、教授
からもっとも学んだことは「Work Parallel」であ
った。要するに一つの事だけに集中していると、そ
れが障害に突き当たったときに研究の停滞を余儀な
くされるが、並行して複数のことを進めていれば、
別のことを進めている間に障害の解決策を模索でき
る、ということだ。キャンパスは風光明媚なラ・ホ
ヤ（スペイン語で「宝石」という意味）地区にあり

（写真３参照）、研究で疲れた心身を癒し家族を楽し
ませるには最高の環境であった。

写真３　「宝石」のようなラ・ホヤ地区

高温超伝導
　米国留学中に、折しも「高温超伝導」の嵐（フィ
ーバー）に遭遇した。前述のように、超伝導を実現
するには沸点が -269℃（絶対温度 4.2K）の高価な
液体ヘリウムを必要としていたが、それが新たに発
見された物質では -196℃（絶対温度 77K）の液体
窒素でよいということだ。ヘリウムは大気中にほと
んど存在しない特殊ガスだが、窒素は大気の約 8 割
を占めるありふれた気体で、超伝導の実用化が大き
く前進する。しかしそれよりも物理学者にとって
は、当時唱えられていた理論的限界温度（絶対温
度 30K）が、いともあっさりと乗り越えられたこと
に驚き、目を白黒させてみな呆気に取られたもので
あった！ UCSD でも早速に臨時セミナーが開かれ、
興奮しながら聴講したことが思い出される。また手
軽な液体窒素のおかげで、その後オープンキャンパ
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スや理科教室で頻繁に演示実験をすることができた
（写真４参照）。

 写真４　 演示実験：液体窒素に浸した高温超伝導体の上に磁気
浮上する磁石（左下）と磁石レールの上を疾走する超
伝導体（中央）

　1987年11月に帰国後は、この「高温超伝導」と
「磁気共鳴」を融合させた研究をしようとしたこと
は自然の流れであった。因みにこの物質は銅酸化物
の 2 次元平面が重要な役割を果たす物質で、名大時
代の層状超伝導物質の研究が思いがけず役に立っ
た。また「高温超伝導」は工学的応用に向けたモメ
ンタムが内外で強く（超伝導の応用としては、病院
の MRI 画像診断装置やリニア中央新幹線が有名で
ある）、必然的に「物理」と「応用物理」の間を行
き来することになった。このテーマについては、以
前本誌にも書いたので、参照されたい（Research 
Vol.22 No.1 MARCH 2017 p1.「科学と技術」）。
　この融合研究は科研費の補助金も得て、1998年頃
に一応の区切りをつけたが、この間に思いがけない
繋がりが到来することになった。それは東欧スロバ
キアの工科大学に所属する研究者からの突然のメー
ルから始まった。

国際共同研究
　彼の名は Rudolf Durny 教授といい、当時私がマ
イクロ波の「磁気共鳴」から「磁気吸収」へと実験
手段を拡張していたことに興味を抱いてくれてコン
タクトを取ってきた。「高温超伝導」の研究者はも
ちろん日本にも多数いたが、マイクロ波を実験手段
として用いる研究者はあまりおらず、こちらも議論
できる相手が欲しかったので、さっそく交流を開始
した。
　幸い「大学院高度化」のプログラムがスタートし
たころであったため、「短期招聘研究員」の枠で補
助金を戴き、1996年 9 月に１か月間ほど（今はな

き）「六本松セミナーハウス」に滞在してもらい、
共同研究のみならず大学院生の指導や特別講演会を
行ってもらった（写真５参照）。週末には学生も一
緒に呑みに行ったりしたことが懐かしい。彼とのコ
ラボはその後スロバキア科学アカデミーの Stefan 
Chromik 博士も加わって 2017年 2 月まで、実に20
年以上も続いた。何故そこで終了したかというと、
大変惜しいことに Durny 教授が他界されたためで
あった。この間に取り扱った物質は MgB2 という化
学式をベースにしたものであったが、これまた期せ
ずして名大時代に扱った層状物質の化学式 MX2 と
同型という因縁であった（M は金属元素、X は陰
性元素）。

写真５　学生向けに講義をする Durny 教授

ハイテクリサーチセンター事業
　この間の2000年度には文科省のハイテクリサーチ
センター事業に採択されて、14号館に高機能物質研
究所が設立された。研究所の設立にあたっては、相
次いで所長を務められた理学部 脇田久伸先生、薬
学部 藤原道弘先生にご尽力いただいた。本学理工
医薬の研究者らが参画した 3 つのプロジェクトから
なり、私は第 3 プロジェクトのリーダーに就任した。
　第 3 プロジェクトには、理学部物理の先生方をは
じめ、当時工学部の松本泰國先生や友景肇先生、ま
た九州工業大学の安田敬先生にもご参画いただい
た。本誌にも研究報告を書いたので、詳しくはこれ
らを参照いただけると幸いである（Research Vol.7 
No.1 March 2002 P12.「システム構造制御による高
機能発現と固体新素材の創製」 Research Vol.9 No.4 
December 2004 P21.「固体新素材を中心とした高
機能物質研究の進展」など）。私自身は MgB2 の研
究を加速させるとともに、プロジェクト内の X 線
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回折に詳しい先生方のご協力も得て、X 線構造解析
（リートベルトや MEM）にも取り組んだ。またプ
ロジェクト 3 の PD 研究員として当時採用した重田
出氏は、現在鹿児島大学理学部准教授として活躍さ
れている。
　当然、Durny 教授にも学外研究員として参画し
てもらい、何度も来日して研究報告を行っていただ
いたし、こちらからもスロバキアで開催された国際
会議に参加し、お宅で家庭料理をふるまわれたこと
もよい思い出となっている。ハイテク事業で整備し
た設備はその後20年間活躍し、私の査読付き論文55
編の研究論文のうち凡そ 3 割がこの事業に関係して
いる。また関連する助成金も 8 件獲得した。

おわりに
　おそらく字数がオーバーしたので、この辺で筆を
おくが、こうして振り返ってみると、磁気共鳴、超
伝導、X 線解析などあちこちの分野に首を突っ込ん
で研究してきたつもりが、結果としては表題のよう
に、ある意味一貫して低温物理学と層状物質を探求
してきたことに気づく。プロジェクト報告のために
期限を区切られた研究もあり、教育や入試業務・管
理業務に多大なエフォートを取られ、研究がままな
らない時期もあったが、様々な研究をさせてもらえ
た福岡大学には、本当に感謝している。どうもあり
がとうございました。
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　大学に移って11年になる．もともとは衛星通信，
符号理論，モバイル通信を手掛けていたが，2000年
以降，国のプロジェクトを主体としてユビキタスや
IoT がらみの研究開発をしばらく続けていた．当時
は多彩な研究開発を実施していたが，絶えず何時に
なったら実用化されるのか？と問われていた．実は
技術的には当時実施した国プロでかなりいいレベル
まで達成したつもりだったが，実用化までは，なか
なか進捗しなかった．現在はその頃に比べ，IoT や
Society5.0 が声高にうたわれ，産学官連携して，若
手のベンチャーも含め IoT を積極的に薦めようと
いう機運が高まっているのは非常に喜ばしい．
　こちらの話題はおいておくとして，この数年香田
徹九州大学名誉教授らのグループで，ワイヤレスの
基礎としての同期問題に取り組んできた．同期と言
えばワイヤレスを扱った技術者であれば，受信信
号に対して，プリアンブルを用いたキャリア補足
やクロック補足による同期確立，また PLL（Phase 
Locked Loop）によって確立した同期状態の維持な
どの技術を当然思い浮かべるであろう．またそのた
めに十分な同期確立に必要なビット数とか同期確立
時間，干渉や雑音が生じている元での同期補足特性，
あるいは運悪く同期が維持できず同期が滑ってしま
う（サイクルスリップ）際の影響などが研究対象に
なっていることが多い．
　香田から同期の問題です，と聞いたとき，小生も
はじめ当然そのような問題だろうと考えていた．し
かしながら香田が提示している問題点はそのレベル
ではなく，もっと根源的なところにあった．本稿で
はその辺の話をさせていただき，通信技術者として
感じていることを少し述べたい．
　ディジタル信号処理を学ばれた方ならお分かりと
思うが，複素ベースバンド信号 を考え，この信
号に遅延 が加わると，その信号は となる．

次いでその信号にドップラーシフト が加わったと
すると，その信号は， と表されること
となる．ではこの順序を変えてみる．
　もし に対して先にドップラーシフト が加わっ
たとすると，その信号は， になる．次いでそ
の信号に遅延 が加わった結果は，
になる．これで見ておわかりのようにこの 2 つは等
価ではない．
　これをもう少し見やすくするために，時間と周波
数のシフトを表すオペレータ を導入し，時間ずら
し量を ，周波数ずらし量を としたときのオペレ
ータを で表すと，時間だけのシフト演算は ，
周波数だけのシフト演算は となる．
　これを用いると，信号に周波数シフトと遅延を与
える 2 つのオペレーションは，順序を考えると

のように記述することができる．
　図示すると図 1 のようになる［1］．一致しない．
丁度 だけの差分が出る．遅延・ドップラーシ
フト演算の非可換性と言える．

図１　遅延・ドップラーシフトの非可換性［1］

遅延・ドップラーシフトの非可換性に関して

工学部電子情報工学科教授　大　橋　正　良
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　この事実は，すごく身近な話にも関わらず，小生
自身これまで考えたこともなかったし，問題が果た
してあるのかどうかもわからなかった．見てわかる
ように，これは位相が回転しているだけであり，周
波数や時間，まして振幅が変わるわけでもなかった
ので，これに気が付かれている研究者もそんなに多
くはなかったと思われる．小生の大学の先輩でもあ
り，以前の職場で一緒だった唐沢電通大名誉教授は
この事実には気づかれていて，文献［2］で提起され
ていたことを後ほど知った．
　それでこれで何が起こるのだろうか？この差はど
うなるのか？ Gabor はその論文［3］の中で周波数偏
移Δf と時間偏移Δt との間に，

の関係があることを示している．今手に入りやすい
ところでは，甘利の本に判りやすい解説がある［4］．
この形式は実は量子力学におけるハイゼンベルグの
不確定性原理と一対一に対応がつく，不確定性原理
によれば，量子の運動量と位置は同時には正確には
求まらず，必ずプランク定数だけの不確定性が生じ
る，ということであった．古典物理しか学んでない
者にはなんじゃこれは？である．しかし，量子力学
のおかげで今の電子デバイスがある訳だ．
　さてもし対応がつくとして，これをそのままこの
話に持ってゆくと，周波数シフト（ドップラー）量
と遅延量は同時には正確に定まらず，常に 1/2 以上
の不確定性が生じる，ということになる．どういう
ことだ ?
　通信技術者のある種の常識をはずすような話を聞
いて解釈に困る．しかし式の上ではこんな形になり
得る．ということは，物理学は20世紀に古典力学か
ら量子力学に発展したが，通信屋は未だなお古典通
信理論の世界にいるということなのだろうか？いつ
の日か超微小な周波数揺らぎを観測する一方で，超
微小な時間揺らぎ（遅延）を同時に観測しようとし
たとき，それは互いに正確には確定せず，必ずある
不確定範囲が存在する，という解釈が成り立つのか
も知れない．でも我々の周りに存在する自然の白色
雑音がある下でそんな系など果たして観測可能なの
かしらん？

　Gabor が こ れ を 論 文 で 示 し た の は1946年 だ．
Shannon 理論（1948）に 2 年先立つ．先駆というよ
り逆に当時は今より量子力学が今よりきっと盛んだ
ったからアナロジーも付けやすかったのかもしれな
い．しかしそれからこの話はあまり顧みられないま
ま長い年月が経っている．果たして捨て置いてよい
トピックなのか，はたまた実は先に厄介な問題をひ
そめているのか？
　香田らは，この非可換性を解決する方法として，
オペレータを を以下のように定義することを提
案した［1］．そうすれば式 (1) の 2 式は等価となる．

　つまり位相が半分回転するというモデルを取れば
よい．この定義のもとでは，ある信号の時間シフト
／周波数シフトを時間領域で行っても，周波数領域
で行っても，またその順序を交換してもその結果は
等価であることが明らかとなる．
　我々はこれを活用し，本原理を時間遅延ならびに
周波数ずれ（= ドップラー）の検出に生かせないか
と検討を続けてきている［5］．すなわちレーダへの
適用である．パラメータの設定にもよるが従来では
検出領域外であった遅延・ドップラーもうまく検出
できる可能性がある．
　現在の 4G, 5G や B5G 通信には OFDM が用いら
れているが，ドップラーによる周波数ずれには弱い
特徴があり，例えば高速飛翔体・移動体間の通信で
は問題となりえるだろう．またもう少し応用面を考
えれば本信号に情報を重畳させることも可能なこと
から，レーダと情報伝送を兼ねて行ようなアプリケ
ーションも考えられる．
　学会活動も一段落し，退職により教務仕事からも
解放されようやく少し自分の時間が確保できそうな
ので，これからもうすこし落ち着いて検討を進めて
ゆきたいと考えていまする．

参考文献
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＜九州大学医学部神経精神医学講座時代1984年か
ら1991年まで＞
　1984年に九州大学医学部を卒業し、学生時代のひ
とのこころの機能についての憧れから九州大学神経
精神医学教室に入局し、しばらく精神科医としての
修練を行っていたが、その時の最も印象深い臨床的
な経験のひとつは精神科の薬剤が思った以上に効果
を示し、患者さん達が寛解し回復していくという事
であった。ヒトの脳と物質の関係に興味を持ったの
が契機で、それまで関心を持っていた精神分析的な
アプローチではなく生物学的手法に可能性を感じ、
基礎研究に興味を持つようになった。その時に教室
で基礎研究を行っていた研究室は、神経化学室であ
り、そこでの実験に明け暮れるようになった。その
当時の実験テーマは内因性のベンゾジアゼピン受容
体の作用物質の牛脳からの精製であった。その結果
は、私の学位論文となり、1991年に出版された。

＜米国留学（マサチューセッツ工科大学）時代1991
年から1998年まで＞
　その後、分子生物学的な手法に興味を持ち、そ
の当時は日本で中枢神経系で分子生物学的研究を
行う研究室は多くなかったため、米国留学を決意
し、1991年からマサチューセッツ工科大学の脳認知
科学部の Ann M. Graybiel 研究室とガンセンターの
David E. Housman 教授の研究室で学ばせて頂いた。
Graybiel 教授は、線条体の構造と機能の権威であ
り、Housman 教授は、ハンチントン病と筋剛直性

ディストロフィーの病因遺伝子クローニング、およ
び統合失調症の連鎖解析で有名な教授であった。
　米国での研究テーマは、当初線条体に特異的に発
現する遺伝子を探索することだったが、その探索途
中に、セカンドメッセンジャー分子の新たな標的遺
伝子のファミリーを発見する機会に偶然恵まれ、そ
の機能解析を行い、1998年に遺伝子ファミリーの報
告をサイエンス誌およびいくつかの雑誌に学術論
文として報告し、 8 年の長きにわたる滞在期間を経
て、帰国した。

＜米国留学帰国後1998年から2015年まで＞
　帰国後は、再び九州大学医学部神経精神医学教室
にて精神神経疾患の分子生物学的解析を主に行う研
究室を組織した。医学部出身者以外の多様なバッ
クグラウンドを持つ修士および博士課程の大学院
生も積極的に受け入れた。当時最先端の技術であ
ったキャピラリー DNA シークエンサーである ABI 
PRISM 3100 を導入し、遺伝子多型の解析を行った。
当時は一度に 300～500 塩基配列を決定するのが限
界だったため、病態仮説等に基づいて候補遺伝子を
選定し領域を限定した上で多型を解析するといった
手法が一般的であった。
　候補遺伝子としては、受容体遺伝子（ドーパミン
D4、アデノシン A1）の他、セロトニントランスポ
ーター・タウタンパク・BDNF・DISC1・DGKH 等
様々な遺伝子を対象とし報告を行った。候補遺伝子
の多型解析は関連解析として、疾患罹患群と健常群

これまでの精神医学研究
～基礎から臨床まで～

医学部精神医学教室教授　川　嵜　弘　詔
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のヒトサンプルの収集が必須であったため、関連の
精神科病院を中心として臨床データを収集した。ま
た、より小さな遺伝的影響を評価するためにハプロ
タイプ解析などの統計学的手法についても積極的に
導入を行った。
　米国での遺伝子ファミリー（cAMP-GEF および
CalDAG-GEF ファミリー）研究については、理化
学研究所の糸原重美研究室（行動遺伝学技術開発チ
ーム）に大学院生を派遣し共同研究として遺伝子
改変マウスを作成し機能解析を行った。その結果、
中枢神経系にほぼ特異的に発現している cAMP-
GEFII が衝動性制御に関与していることが明らか
になった。
　大学病院の臨床教室に属していたため、臨床研究
にも注力した。精神神経疾患に対する薬剤治験とし
て、双極 I 型障害の躁病相、混合病相を対象とした
アリピプラゾールの有効性と安全性を検証した東ア
ジアを中心とした国際共同研究に参画した。本研究
により当薬剤は双極性障害に保険適応を取得した。
　また、緩和ケア領域において九州大学病院・血
液腫瘍内科と共同研究を行い、自記式抑うつ・不
安スケールである HADS（Hospital Anxiety and 
Depression Scale）得点を用い、HADS17 点以上（感
度 100%、特異度 61.9%）の患者に対しては精神医
学的介入が必要であることを示した。

＜福岡大学医学部赴任後　2015年から現在まで＞
　福岡大学赴任後は、基礎研究を自分たちで行うこ
とができる環境づくり（実験設備、人材、実験技能
修得等）を目標のひとつとした。
　当教室は臨床を重要視してきた経緯があり、臨床
研究において優れた業績がでることが想定された。
そのため、ニューロサイエンス・精神医学研究寄附
連携講座を設立し、研究活動を日常化することを目
指した。
　学位は、院生の自主性を尊重し疑問やアイデアを
もとに議論を深め学位として成立させることを重視
した。
　種々の疾患モデル動物に対するさまざまな薬剤の
薬理学的な効果について、行動解析と脳内モノアミ
ンの変化、および脳内 mRNA 発現量等の調査を行
った。その結果は、学位論文として報告し、多くの

大学院生が学位を取得した。
　現在も、継続して種々の疾患モデルマウスを用い
た研究テーマが進められている。

＜福岡大学の研究グループ紹介＞
　当教室では、伝統的に高度な知識を持つ医療人（精
神科専門医）の育成を目指しており、臨床技能に加
え、研究および教育技術の修得にも積極的に携わる
ことにも力を入れている。当教室は、研究室単位で
組織されておらず、様々なテーマのもとに、有機的
なグループ単位で活動しており、臨床的なテーマか
ら生物学的な研究テーマまで幅広く、種々の精神医
学の領域をカバーしている。
　当教室初代教授である西園昌久教授は、精神疾患
の評価、治療モデルとして、生物－心理－社会－
生活習慣モデル（BPSL モデル（Bio-Psycho-Social-
Lifestyle Model））の重要性を強調された。精神疾
患においては、たとえ同一の疾患であったとしても、
生物学的な主体としての身体、その人固有の心理、
個人を取り巻く社会、生活習慣によって、症状、治
療法も多様性があることが知られており、BPSL モ
デルとは、生物学的・心理的・社会的・生活習慣か
ら多面的にアセスメントや介入を行おうとする枠組
みである（図 1 ）。
　当教室では、このモデルを意識して様々なレベル
の研究グループを組織している。

図１
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＜精神薬理・遺伝子・神経科学研究グループ＞
　行動薬理学、分子遺伝学、分子生物学を中心に精
神科領域の生物学的基礎研究を行っている。疾患モ
デル動物を作成し、行動解析や脳内微小透析法によ
る評価を行い、治療効果やメカニズムの研究を進め
ている。またノックアウトマウスの疾患モデルとし
ての利用可能性の検討も行っている。さらに臨床と
基礎をつなぐ研究として、ヒト血液サンプルの収集
を行い、種々の精神神経疾患を対象とした遺伝解析
やバイオマーカー解析も進めている。

＜気分障害研究グループ＞
　抑うつエピソードは双極性障害のうつ状態とうつ
病で共通して認められる症候であり、背景にある双
極性障害とうつ病の鑑別は困難である。双極性障害
エピゲノムマーカーを併用することで、鑑別診断お
よび適切な薬剤選択法の確立を試みている。

＜自殺予防グループ＞
　救命救急センターに入院となった自殺企図者への
介入を中心として平成18年から調査及び再発予防の
ための介入を中心に活動している。地域精神科医療
において若年層に対する自殺対策は急務となってい
るため、関連領域の専門家との連携および自死遺族
のこころのケアに力を入れている。

＜精神分析グループ＞
　当教室では、50年前から精神分析的理解や力動精
神医学に根差した臨床実践を続けている。精神分析
的精神療法に関する症例検討会、勉強会を継続して
おり、各学会の認定医やトレーニングを続けている。

＜産業精神保健グループ＞
　気分障害の予防、復職継続の観点から機能レベル
での回復に着目した研究を行っている。社会適応機
能を高めるためには、神経認知機能、社会認知機能、
対人関係能力等が重要であるため、社会認知機能評
価尺度日本語版の作成及び、信頼性・妥当性の検証
を行い幅広く使用できる尺度策定を準備している。

＜精神科リハビリテーショングループ (デイケア )＞
　1974年 2 月に国内第 1 号の大学病院デイケアとし

て開設された当病院のデイケアは、慢性期の統合失
調症患者が中心であったが、近年、発達障害、トラ
ウマを持つ患者および自殺関連患者が増加してい
る。利用者は個別面談にて、心理評価尺度を用いた
指標を取得しており、自殺関連行動の有無による差
異を調べ、自殺行動に対するデイケアの効果および
自殺対策に有効なプログラムの開発を目的とした研
究活動を行っている。

＜総合病院精神医学研究グループ＞
　生体間移植が主流の我が国の移植医療において
は、ドナーの臓器提供意思の自発性の確認が必須と
なり、移植医療の倫理性・透明性を担保するため第
三者としてその評価を精神科医が担っている。また、
レシピエントは、術後の精神神経障害の発症、移植
前心理社会的要因が予後に関連することから、移植
前の心理社会的評価が重要となる。当施設では肺移
植も行われており、精神医学的評価をわれわれが担
っている。

＜スポーツ精神医学グループ＞
　当教室は、2023年には第21回日本スポーツ精神医
学会学術集会を主催するなど、日本で数少ないスポ
ーツ精神医学研究が盛んな組織であり、うつ病や双
極症に対する運動療法研究やアスリートのメンタル
ヘルス、精神障がい者フットサル大会の普及サポー
トなどを行っている。

＜謝辞＞
　在職中に惜しみない協力を頂いた教室員、同門会・
関連病院長会諸氏に対して、深く感謝の意を表した
い。
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　私は救急畑を40年歩いてきた生粋の救急医であ
る。昭和の頃の救急医療は「外傷、熱傷、中毒」が
3 本柱と言われた。そのため、私が医師になった
1986年（昭和61年）の頃に救命救急センターに入局
した若手医師は救急医療のサブスペシャルとして、
消化器外科・脳外科・整形外科・胸部外科・形成外
科など、救急医療に縁の深い何らかの外科系の手術
手技をある一定期間修練した。私はどうであったか
と言うと、上司からの指示で腹部外科をメインに呼
吸器外科の修練もおこなった。1980年代後半はまだ
まだ交通外傷がとても多く、1985～2000年に掛けて
の年間交通事故発生数は 553,000～935,000件、死亡
者数は9,000～11,000人であった。因みに、2022年の
年間交通事故発生数は300,000件、死亡者数は 2,600
人である。このため、若い頃は定期手術以外に交通
事故による肝破裂・腎破裂・腸管破裂・肺挫傷など
の救急患者が多く運ばれ、多くの手術を経験した。
勿論その当時に「働き方改革」等の概念は無く、我
武者羅に治療に当たった。その経験の中で、人は手
術中に低体温や低血圧（ショック）、低酸素（酸欠
状態）状態になったり、点滴を大量に投与すること
で、たとえ輸血をしたとしても何故か急に出血が止
まりにくくなる事に気付いた。当時の高名な先生方
は勿論気付いておられたが、私はその理由をもう少
し詳しく探求したいと思い、大学院博士課程へ進
学し、止血の要である「血小板」の機能とエネル
ギー代謝について学んだ（Biochim Biophys Acta. 
1992:30;1128:193-198.）。これが、私が血液凝固学へ
と足を踏み入れた第 1 歩である。
　博士号を取得した後は臨床の血液検体を用いて、
血液凝固・線溶系の色々なバイオマーカーを測定
し、重症感染症（= 敗血症）や重症外傷患者の凝固
亢進状態や血液が固まらなくなる病態（= 播種性血
管内凝固 : Disseminated intravascular coagulation; 

DIC）の解明に注力した。その甲斐あって、42歳の
時に日本救急医学会の DIC 特別委員会メンバーに
抜擢され、敗血症や重症外傷患者にも使用できる
DIC 診断基準の作成に携わることが出来た。DIC
とは、何らかの基礎疾患により、血流中の血が異常
に固まる病態の事を言う。その時の委員会メンバー
を見ると、既に救急医学の重鎮の方々に交じって私
と同年代（その当時は新進気鋭の学会ではまだまだ
若輩者）のメンバーが数名いたが、この委員会をき
っかけに、ほぼ全員が後に教授になった。この委員
会は夜遅くまで喧々諤々の議論をし、いつもへとへ
とになったが、その甲斐あって「急性期 DIC 診断
基準」が完成し、世界に発信した（Crit Care Med. 
2006;34:625-631.）。この診断基準は作成後約20年が
経過したが、今なお日本で最も使用されている DIC
診断基準であり、世界的にもグローバルスタンダー
ドの診断基準の一つであり、救急領域に限らず、診
療科を問わず汎用されている。
　話は変わるが、言うまでも無く我が国は地震大国
である。これは、2011年～2020年に世界で観測され
たマグニチュード 6.0 以上の地震の 17.9％が日本周
辺で発生しているデータから見ても明らかである

（国土技術研究センター資料より；https://www.
jice.or.jp/knowledge/japan/commentary12）。 記 憶
に残る震度 7 以上の地震だけでも、1995年 1 月の阪
神淡路大震災、2011年 3 月の東日本大震災、2016年
4 月の熊本大地震、そして直近では 2024年１月 1 日
の石川県能登半島地震がある。私は阪神淡路大震災
発災当時は母校である関西医科大学病院高度救命救
急センターに勤務しており、発災 2 日目に救急外科
医として神戸市東灘区に出動した。大地震が発生し
た直後は外傷による出血患者が多く、血液凝固が破
綻し、出血が止まらなくなる DIC を発症する。そ
の反面、その後の避難者には足の静脈血栓症（いわ

血液凝固異常と戦い続けた救急医人生40年

医学部救命救急医学講座主任教授　石　倉　宏　恭
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ゆる、エコノミークラス症候群）や肺塞栓症あるい
は心筋梗塞など、今度は血が固まることによる血栓
の合併症が発生する。このように、地震による色々
な合併症にも血液凝固が深く関わっており、時相に
よって血液は固まりやすくなったり、固まりにくく
なったりすることを実感した。
　2008年 4 月に福岡大学医学部教授に就任したが、
恐らく選考過程において血液凝固異常の研究業績も
評価されたと思っている。福岡大学に赴任してから
も色々な疾患の重症患者の血液凝固系検査を精力的
に測定した。今では保存検体が－80℃のディープ・
フリーザー 8 台分にもなった。それらを用いて、疾
患による血液凝固異常の特徴やそれに伴う輸血や薬
剤治療の方針を数多く報告してきた。
　その中で、2019年末以降、世界中で猛威を振る
ったのが新型コロナウィルス感染症（coronavirus 
disease 2019; COVID-19）である。COVID-19 は
現時点において21世紀で最大のパンデミックを引
き 起 こ し、WHO COVID-19 Dashboard（https://
data.who.int/dashboards/covid19/cases?n=c）が
集計した 2023年12月31日時点での世界の感染者数
は 773,819,856人、死亡者数は 7,010,568人に達し、
世界を未曾有の恐怖に陥れた。日本でもこれまで
に約 3,380万人が感染したが（うち、74,694人が死
亡）、この数は国民の約 30% が感染した計算にな
る。ワクチン接種は延べ 409,826,682 回にも達した。
私が勤務していた救命救急センターには周辺の病
院から重症呼吸不全（急性呼吸窮迫症候群 : Acute 
respiratory distress syndrome; ARDS）患者が多く
運ばれて来た。そして、COVID-19 の重症肺炎を治
療する中で、重症患者の呼吸管理は人工呼吸器で
100% 純酸素を投与しても十分な酸素が患者の体内
に供給されず、他の方法で患者に高濃度の酸素を供
給しなければ、生命維持が儘（まま）ならない状態
であった。その唯一の救済方法は、今では誰しも
が一度は耳にしたことのある、体外式膜型人工肺 

（extracorporeal membrane oxygenation; ECMO エ
クモ）の導入であった。これに対応すべく、救命救
急センターは2020年 7 月に九州初の重症呼吸器疾患
に特化した ECMO センターを立ち上げ、最重症の
COVID-19 患者の治療に当たった。
　少し血液凝固の話から脱線するが、福岡大学病

院 ECMO センターは重症 COVID-19 患者に対し
て積極的に ECMO を導入し、患者の救命に当た
った。2020年 4 月～2023年12月末までで、91例の
COVID-19 重症患者を治療し、うち48例の患者に対
して ECMO を導入した。今回の COVID-19 パンデ
ミック時の ECMO 導入実績は全国 2 位であり、患
者は福岡県のみならず、県境を越えて運ばれてきた。
また、重症患者の遠距離搬送に対応するため、九州
で初めての ECMO カーも導入した。その甲斐あっ
て、福岡大学病院救命救急センター・ECMO セン
ターは全国的に認知された。
　話を血液凝固の話題に戻すが、実は COVID-19
は呼吸器疾患であるにもかかわらず、もう一つの特
徴として、高率に血栓症（いわゆる、エコノミーク
ラス症候群）を合併する（図 1；J Neuroimaging. 
2020;30:555-561.）。COVID-19 は イ ン フ ル エ ン
ザを含めた他のウィルス性呼吸器疾患に比べて
血 栓 症 を 合 併 す る 割 合 が 約 3 倍 も 高 い（ 表 1；
Am Heart J. 2021 Jan; 231: 93-95.）。この事実は、
COVID-19 のパンデミック発生当初から中国武漢
の研究者らによって報告され （J Thromb Haemost. 
2020;18,1421-1424.）、その後 COVID-19 患者が頻繁
に凝固異常を合併することが明らかとなった（Blood 
2020;135:2033-2040.）。そして、COVID-19 由来の血
栓症は動脈、静脈、毛細血管を問わず高い頻度で全
身のあちこちに発症する事も特徴である。ちなみに、
COVID-19 感染に伴う凝固異常は COVID-19 関連凝
固障害（COVID-19 associated coagulopathy ; CAC 
シー・エイ・シー）と呼ばれている。ここに来て、
私の専門としている血液凝固異常がまた脚光を浴び
ることになった。COVID-19 の重症化には血栓症が
深く関与している。COVID-19 の原因ウィルスであ
る severe acute respiratory syndrome coronavirus 
2（SARS-CoV-2）は肺を始め、全身の血管の内皮
細胞を攻撃して損傷を与える。そして、損傷を受け
た血管を生体は「血管が怪我をして出血した」もの
と勘違いし、出血を止める作用が働く。つまり、損
傷を受けた血管の周囲に血液凝固系の亢進が生じて
血栓が形成される。これによって、血管が詰まり、
主要な臓器（内臓）に十分な酸素が供給されなくな
る。当然、SARS-CoV-2 は呼吸器系の組織に親和性
の高いウィルスなので、呼吸器系が最も障害を受け
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る。ただし、その他の臓器にも障害が及び、多臓器
障害へと進展し、重症化する。これを阻止するため
には、血管内に血栓が生じないように、抗凝固薬（血
液を固まり難くする薬剤）を点滴で投与するのだが、
COVID-19 の凝固異常を血液検査で評価しようとし
ても、他の感染症とは異なる検査値異常のパター
ンを呈しており（Int J Hematol. 2023;117:845-855.）、
当初は抗凝固薬の投与量の決定に苦慮した （日本血
栓止血学会誌 . 2020;31:398-408）。教授としての最後
の 5 年間は COVID-19 の呼吸不全とともに、血液
凝固異常と戦った 5 年間であった。
　以上、私が救急医として歩んだ人生は気が付けば
40年を経ていたが、救命救急センターに搬送される

重症患者はその疾患に関係なく、何らかの血液凝固
異常を高率に合併しており、血栓症を合併したり、
出血を起こしたりと基礎疾患の治療と共に血液凝固
の状態を的確に把握し、速やかに治療しなければ患
者の救命は成し得ないと強く感じている。そして、
辛く厳しい道程であったが、そのような道を歩んで
きた救急医としての我が人生に一片の後悔もない。
　最後になりましたが、16年間に渡り、福岡大学医
学部救命救急医学講座ならびに福岡大学病院救命救
急センターを支えて頂いた関係者の方々、お世話に
なった医療関係者・スタッフに心から感謝の意を表
します。どうも長い間有難うございました。

図１

表１
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難病診療は未知との遭遇
　脳神経内科では多くの神経難病が対象になりま
す。その中にはまだ診断、治療が確立していない場
合も多く、気が付かれずに別の診断がつけられてい
る場合もあります。そのような見逃しをなくすため
には臨床医として目の前にいる一人ひとりの患者さ
んを詳細にみることが求められます。大学病院では
診断、治療に難渋する症例を多くご紹介いただき、
診断、治療を行っておりますが、我々は常に冲中重
雄先生の「書かれた医学は過去の医学であり，目前
に悩む患者の中に明日の医学の教科書の中身があ
る」の言葉を常に心にとめ実践しています。すなわ
ち日々の臨床の実践が我々の教科書ということにな
ります。

患者さんとの出会いから世界に発信するまで
　1999年に41歳の男性は無気力で仕事を辞め、歩行
や動作が緩慢になり福岡大学病院を受診しました。
軽度のパーキンソン病の診断でフォローとなりまし
たがその後の経過は典型的なパーキンソン病のとは
異質なものがありました。まず 1 年で 10㎏以上の
体重減少がみられ、2 年後に中枢性の呼吸不全を呈
し、この患者さんには多彩な家族歴が存在すること
が判明しました。患者の父は患者同様に若年発症の
パーキンソン病で 5 年の経過で亡くなり、叔父は自
殺、いとこは他院に入院していました。常染色体顕
性遺伝の疾患と考えられ、文献によれば1975年、カ
ナダの Perry より類似症例が報告されていました。
この Perry 症候群（のちの Perry 病）と呼ばれる
疾患はその後英国、フランスなどから報告されまし
たが、この患者が日本あるいはアジアで初めての
Perry 病家系でした。その時は 4 名の発症者が確認
され、発端者臨床症状と、発端者の父親の病理所見
を再検討し、米国の神経学会雑誌 Neurology に掲

載されました（図１）。黒質を中心とした神経変性
にレビー小体を伴うパーキンソン病とは異なる疾患
であることが示され、パーキンソニズム以外にもう
つや無気力などの精神症状が初発症状であることが
特徴で、発症後に著明な体重減少を伴う点、さら
に中枢性の呼吸障害から夜間の無呼吸や突然死の
病歴が多いことが判明しました。私は2000年に米
国 Mayo Clinic に客員研究員として留学をしました
が、その時に同疾患の国際共同コンソーシアムを設
立しました。世界から収集された DNA サンプルか
らの解析で2009年にこの疾患の原因が DCTN1 遺伝
子の変異であることが判明しました（図２）。この
発見以降、世界中からこれまで見過ごされていた
Perry 病家系の報告が相次ぎ、この疾患の注目度が
上がりました。DCTN1 遺伝子異常から Perry 病以
外にも筋萎縮を呈する運動ニューロン疾患を発症し
た報告もあり、この遺伝子が多くの神経変性疾患に
関連している可能性が見えてきました。病理学的に
は TDP-43 蛋白の凝集がみられることも判明し、こ
のことからも同じ TDP-43 凝集体がみられる筋萎縮
性側索硬化症あるいは前頭側頭葉変性症とのリン
クが推測されます。これらの知見の集大成として
2017 年に国際診断基準を作成しました（図３）。

図１．Neurology：日本初の Perry 病家系報告

Perry 病：一人の患者から世界に発信

医学部脳神経内科教授　坪　井　義　夫
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　図３．Journal of Neurology Neurosurgery and Psychiatry：
　　　　Perry 病の国際診断基準

偶然が必然を生む
　改めてこの病院で診察した 1 人の患者さんの臨床
から世界に発信する研究まで発展したことは多くの
偶然が重なっています。留学先の Mayo Clinic はそ
の当時家族性神経疾患の原因遺伝子探求が盛んにお
こなわれていました。1990年代後半はアルツハイマ
ー病（APP 遺伝子；1996年）、パーキンソン病（α
シヌクレイン遺伝子；1997年）、前頭側頭型認知症
パーキンソニズム（MAPT 遺伝子；1998年）が相
次いで発見されてきた時期でもありました。また一
つの研究所に遺伝学、病理学の世界的権威が近くの
ラボに所属しており、お互いの講義を聞く機会が多
く、容易に相談できる環境がありました。私の場合、
神経病理の教室に入り込んで日本では経験できない
全米から送られてくる脳のマクロ所見のカンファレ
ンス（いわゆる bran cutting、図４）には毎週参加
して、臨床病理カンファレンス（CPC）でも臨床医
としての意見が求められ、濃厚な環境の中で Perry
病を持ち込んだ私は必然的にその研究の中心に立っ
ていました。

未来が見える研究につなげるには
　最初の患者さんの出会いから20年たってしまいま
したが、今我々の研究から臨床、病理、遺伝学的な
発見と、国際臨床診断基準の作成に至るまで私たち
福岡大学医学部脳神経内科がすべてリードしてき
たことは米国留学のタイミングの偶然と必然、多
くの研究協力者との連携、そして研究の継続など
のすべての要素が関連していたと思います。我々
は DCTN1 蛋白と TDP-43 蛋白の相互関連について
研究の中からいよいよ病態の上流が見えてきました

（図５）。今後は蛋白凝集のメカニズムとその細胞毒
性を検討することから病的機構を修正する疾患修飾
療法への道筋が見えてきます。今回教授を定年退任
しますが、最終年にお世話になった Mayo クリニッ
クにご招待いただき neuroscience seminar で講演
をさせていただき（図６）、さら米国、国内から関
連する研究者を多く招き福大メディカルホールで国
際カンファレンスも開催（図７）するなどこの研究
は盛り上がりを見せています。Perry 研究の流れを
今後も見届けていきたいと思います。

図２．Nature Genetics：Perry 病の原因遺伝子の発見 図４．Mayo Clinic 神経病理学における Brain Cutting
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図５．DCTN1 蛋白と TDP-43 の相互関連 図７． 福大メディカルホールで開催された第２回 Perry Disease 
International Conference（2023年10月）

図６
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法医学における研究とは
　法医学とは、「医学的解明助言を必要とする法律
上の案件、事項について、科学的で公正な医学的判
断をくだすことによって、個人の基本的人権の擁護、
社会の安全、福祉の維持に寄与することを目的とす
る医学である。」と定義されている。
　法医学の研究は、医学的解明助言を必要とする法
律上の案件、事項に対する科学的で公正な判断を下
すための研究、法医学の実務に還元できる研究とい
える。

土壌真菌の ABO 式血液型に及ぼす影響に関する研究［1］

　私が長崎大学を卒業し、同大学院（法医学）に進
学した1984年、ある殺人事件で、遺体発見現場の土
壌から、ヒト Hb は検出されたが、ABO 式血液型
は判定できなかった。この事件をうけて、私は、な
ぜ現場の土壌から ABO 式血液型が判定できなかっ
たのかの解明に取り組むことになった。現場の土壌
に、A 型、B 型、O 型の血液をしみ込ませ、各型
の土壌から血液型検査を実験していたところ、ある
日、白い綿毛のようなカビ（真菌）が発生した。す
ると ABO 式血液型が判定できなくなった。真菌が、
ABO 式血液型物質を分解している可能性が考えら
れた。
　ABO 式血液型は、赤血球の膜表面にある糖鎖構
造により決定される（図１）。O（H）型の糖鎖構造
の末端に、N- acetylglucosamine が付いたものが A
型、galactose が付いたものが B 型となる。O 型で
は糖鎖の末端の fucose が抗原決定基となる。そこ
で、土壌真菌が、ABO 式血液型物質の抗原決定基
である N- acetylglucosamine、galactose、fucose を
分離・分解する酵素を合成（産生）するのではない
かと仮説をたてた。

図１：ABO(H) 式血液型の糖鎖構造

　現場の土壌から真菌を分離・同定し、得られた
真菌32株を血液培地で培養し、培地である血液の
ABO 式血液型を判定した。その結果、3 つの菌株
で、ABO 式血液型が判定できなくなった。そこ
で、これらの菌株について、糖分解酵素の産生を
確認したところ、α-N-acetyl-D-galactosaminidase、
β-N-acetyl-D-glucosaminidase、α-D-galactosidase、
β-D-galactosidase、α-L-fucosidase を産生すること
が明らかとなった。
　A、B、H 型物質を分解する酵素を産生する土壌
真菌が存在することを明らかにした。

地元福岡のために法医学教室として何を研究するか
　長崎大学から1997年に徳島大学医学部法医学教室

（教授）に、さらに2008年 4 月に福岡大学医学部法
医学教室（教授）に異動した。この間に研究分野も、
生化学から病理学、中毒学へと広がった。福岡に来
て、地元福岡のために法医学教室として何を研究す
るかを検討した。
　2006年に発生した「福岡海の中道大橋飲酒運転事
故」は、社会に大きな衝撃を与え、飲酒運転の撲滅

飲酒運転・性犯罪の証明と抑止を目指して
―地元福岡のための法医学教室としての取り組み―

医学部教授　久　保　真　一
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に向けた社会活動の大きなうねりとなっていた。そ
こで飲酒運転の証明・抑止につながる研究に取り組
むことにした。
　福岡大学に着任してから、性犯罪被害者の血液や
尿から、睡眠導入剤の分析を依頼される機会が多い
ことに驚いた。福岡は、人口 1 万人あたりの性犯罪
の認知件数は大阪に次いで全国第 2 位であった。性
犯罪を目的として使用される睡眠導入剤等の薬物
はデート・レイプ・ドラッグ（DRD）と呼ばれる。
アルコール飲料に気づかれないように DRD を混入
し、被害者を抵抗できない状態に陥らせ、性的暴行
を加える犯罪である。被害女性は、意識が混濁する
ため、被害にあったこと自体を認識していないこと
や、加害者が同意があったと主張しても、同意した
か否かも記憶していないこともあり、泣き寝入りす
る事例も多くある。また、被害を認識していても
警察への届出が遅れると、DRD が体外に排泄され、
DRD の影響下で被害にあったことを証明すること
ができなくなる。そこで、被害から日数が経っても
DRD の摂取を証明するために、毛髪からの DRD

検出法の開発に取り組んだ。

飲酒マーカーとしての尿中エチルグルコシド（EG）
異性体に関する研究 ［2］

　事故や事件は、しばしば飲酒に関連して起こる。
飲酒の証明にはエタノール（EtOH）が検出される。
しかし、飲酒後数時間経過すると EtOH は排泄さ
れ、血中、尿中から検出できなくなる。私たちは、
EtOH が検出されなくなった後でも飲酒を証明でき
る化合物を探索してきた。エチルグルコシド（EG）
はαとβの異性体が存在し、様々な酒類に含有され
ている。そこで尿中 EG が飲酒マーカーとなるか研
究に取り組んだ。
　アルコール飲料（日本酒、ワイン、ビール、ウィ
スキー）の飲酒実験を行った。飲酒後、経時的に
尿を採取し、尿中の EG を測定した。尿中 EtOH が
早期（6 時間以内）に検出できなくなるのに比べ、
EG は飲酒後24時間以上経過しても尿中から検出で
きることが明らかとなった（図 2）。

　尿中α EG には、アルコール飲料由来のα EG と、
小腸内で EtOH と 2 糖類で合成されるα EG が存在
するものと考えられた。そのため、アルコール飲料
そのものの EG 含有の有無に関わらず、飲酒後には
尿中 EG が検出されるものと考えられた。 
　尿中 EG は、飲酒の有無、飲酒後の時間、飲酒し
たアルコール飲料の種類の推定に有効と考える。尿
中 EG は、EtOH やその代謝物であるエチルグルク

ロニドを補完する有用な飲酒マーカーになりうるも
のと考えられた。

毛髪からのデートレイプドラッグ検出法の開発 ［3］

　毛髪を、前頭部、頭頂部、左右側頭部、後頭部の
5 ヵ所から 100 本を採取する。これを頭皮側の切断
部から 1.0 cm 間隔で切断し洗浄する。ビーズ粉砕
機で毛髪を粉砕し、内部標準（重水素体）を添加し、

図２：飲酒後の経過時間と尿中 EtOH とαEG の関係
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薬物を抽出する。得られた試料を液体クロマトグラ
フタンデム型質量分析計（LC-MS/MS）で、選択
反応モニタリングにより分析・定量を行う。私たち
が開発したこの方法は、LC-MS/MS とビーズ粉砕

機があれば比較的簡便に DRD を検出できた。毛髪
より DRD を検出し、分布を確認することで、DRD
の摂取時期を明らかにできるようになった。

さいごに
　社会実装という言葉を耳にするようになって久し
い。社会実装とは実社会の問題を解決するための研
究目標となる。
　福岡の法医学教室として、地元の福岡の課題を検
討し、飲酒運転・性犯罪の証明と抑止となる研究に
取り組んだ。毛髪からの DRD の分析結果は、準強
制性交事件の裁判において証拠採用されるようにな
った。尿中 EG の分析も、飲酒運転等の飲酒にまつ
わる事件・事故の解決法となることが期待される。
　このように法医学の研究は、社会実装を目指すも
のと考える。

文　献
［1］ Kubo S. Changes in the specificity of blood groups 

induced by enzymes from soil fungi. J Forensic Sci. 
1989; 34(1): 96-104.

［2］ Nakano R, Waters B, Hara K, Takayama M, 
Matsusue A, Kashiwagi M, Kubo S. Diagnostic 
meaning of urinary ethyl glucoside concentrations 
in relationship to alcoholic beverage consumption. 
Leg Med (Tokyo). 2022; 59: 102142.

［3］ Brian Waters，原　健二，柏木正之，松末　綾，
髙山みお，久保真一．液体クロマトグラフィー
タンデム質量分析計を用いた毛髪からの睡眠導
入剤の分析法の開発と実務応用．法医学の実際
と研究．2021；64：137-146．

図３：毛髪中の DRD・ゾルピデムの分布分析例
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　2024年 3 月31日をも
って、福岡大学を退職
いたします。2000年 4
月に福岡大学医学部消
化器内科（当時の第三
内科）に赴任し、2019
年 4 月より、医学部総
合医学研究センターへ

移り、 5 年間勤務しました。ここでは、医学部卒業
後、私がたどってきた臨床ならびに研究の道程につ
いて述べ、福岡大学にお世話になった御礼と、後輩
達の道標になればと思います。

１）父の肝臓癌に対する肝動脈塞栓術
　私は、1978年久留米大学医学部を卒業し、当時の
同大学第二内科に入局､ 同時に臨床の大学院生とし
て研究を始めることとなりました。しかし、卒業半
年後（1978年 8 月）に熊本県玉名市で内科を開業し
ていた父が、肝臓癌（肝癌）と診断され、私が勤務
していた病棟に入院となりました。父の肝癌は既に
直径 5 cm を越え、通常の抗癌剤の投与では、良い
予後は望めないという状態でした。当時、肝細胞は
門脈肝動脈と栄養であるが、肝癌も門脈と肝動脈栄
養とする意見が肝臓学会の主流をなしていました。
私はまだ卒業１年目の ｢ひよっこ｣ 医師でしたが、
肝動脈造影の早期相で造影されるのは肝癌病巣であ
ることから､ 肝癌を栄養する動脈の血流を遮断すれ
ば、門脈栄養を受けている正常の肝細胞には余り影
響なく肝癌病巣は死滅すると考えました。さらに、
動物実験で、腎臓癌の動脈を閉塞すれば癌細胞のみ
死滅するという外国の実験の文献を見つけました。
そして、当時血管造影の責任の先生にそのことを相
談したところ、教授のお許しを得られれば良いとい
う事になりました。そこで、教授にこの治療で予想

される結果、その他の有望な治療法があまり効果が
見込めないぐらい父の肝癌は大きいことをお話し、
私の責任で行わせて下さいと申し上げ、肝動脈を閉
塞する治療を行うことをお許し頂きました。
　当日、血管造影後、肝動脈に挿入したカテーテル
からゼルフォームを投与する事になりました。その
途中内膜剥離もあり十分な量を投与することは出来
ませんでしたが、これが世界で初めての肝癌に対す
る肝動脈閉塞樹の施行となりました。この治療法は
その後改良が重ねられ、現在でも世界中で行われて
います。

２） 臨床大学院時代の肝細胞ならびに類洞壁細胞の
分離培養

　前述の治療にも関わらず、父は新しい治療の甲斐
なく半年後に他界しました。この時、私は卒後１年
目にかかわらず半年ほど父の病院で一人で開業して
いました。父他界後、教授命令で病院を休院とし、
再度大学に戻り、大学院で研究を行うこととなりま
した。そして、研究テーマであるラット肝細胞なら
びに類洞壁細胞の分離・培養の研究を始めました。
従来の肝臓の研究は､ 肝臓全体をすりつぶし（ホモ
ジネート）、その生化学的な研究が主体でした。し
かし、これは肝臓の中には肝細胞以外に、類洞壁細
胞（クッパー細胞、類洞内皮細胞、伊東細胞）が存
在することを全く考慮しない研究でした。そこで、
上記細胞を個々に分離培養しその形態と機能を明ら
かにしました。この研究は世界で初めてのもので、
その電子顕微鏡像を誰もみたことがないため、果た
してこれが正しい像なのか、多くの先生から質問さ
れました。しかし、例え偉い先生方からきつめの質
問を受けても、自分が行ってきた実験結果を信じて、
発表してきました。その後、すべての所見が正しい
ことが解り、その分離法などの見学のため国内の20

肝臓病の臨床・研究の45年

総合医学研究センター教授　向　坂　彰太郎
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～30の大学の研究者が私どもの研究室を訪れ､ 帰っ
た後その研究を継続された研究者も多く、後に数名
は各大学の消化器内科の主任教授になられました。

３）米国エール（Yale）大学留学
　大学院を卒業し、数年後米国エール大学内科・肝
臓研究センターに留学しました。そこは、当時肝臓
研究では世界一の研究室で、世界からその分野の精
鋭が集まっていました。そこでは、私は肝細胞内の
高分子物質の輸送と胆汁中への排泄という研究を行
いました。その結果、細胞内を高分子物質は、従来
示されていた、空胞（Vesicle）の中に含まれて輸
送されるだけでなく、空胞ならびに管状構造物の中
を通って毛細胆管へと輸送される（Tubulovesicular 
transport）ことを証明しました。この研究は、消
化器病分野の top journal である Gastroenterology

（現在インパクトファクター 20点を超える）という
雑誌に掲載されました。

４）胆管細胞の機能
　肝細胞の機能に興味を持っていましたが、胆管
細胞の・機能はほとんどわかっていませんでした。
2 年間の留学から帰国後、胆管細胞を分離し、in 
vitro で培養し、色々な機能を研究しました。特に、
免疫グロブリン A（IgA）（本グロブリンは胆道系
感染を防ぐ上で重要）がどのようにして胆汁中に排
泄されるかについて、人と動物で異なることを証明
しました（Hepatology インパクトファクター 15点
を超える）。

５）原発性胆汁性胆管炎（PBC）
　本疾患は原因不明の胆管障害により胆汁うっ滞を
来たし、進行すると肝硬変へ至る病気ですが、本疾
患の胆汁うっ滞の際、胆汁がどのような経路をとり
血中へと逆流するかを検討しました。その結果、肝
細胞から毛細胆管へと排出された胆汁は、傷害され
た胆管細胞の tight junction を通って逆流し､ 本疾
患治療の第一選択薬であるウルソデオキシコール酸
を投与すると、この漏出が改善されることを示し、
この結果は前述の Hepatology という雑誌の表紙を
飾りました。

６）Dubin-Johnson 症候群の機序解明
　本疾患は、先天的に直接ビリルビンを肝細胞から
排泄できない先天性の体質性黄疸です。当時の九州
大学生化学教室の桑野教授、和田准教授との共同研
究ですが、私の患者さんを含めた本疾患の患者さん
の遺伝子検索ならびに組織検索により、本疾患で
は肝細胞の毛細胆管におけるビリルビン排泄蛋白

（MRP2 蛋白）の欠損がその原因であることが証明
され、長年の肝臓研究者の疑問が解決されました。

７）福岡大学消化器内科での研究の出発
　その後いくつかの研究を行ってまいりましたが、
2000年より福岡大学消化器内科（当時の第三内科）
に主任教授として赴任しました。
　赴任後、基礎的研究とともに臨床において、肝癌
の治療としてラジオ波焼灼術という治療法を導入し
ました。本治療法は、直径 3 cm 以下の肝癌に対し
て、腹部超音波観察下に病巣に体外から直接針を刺
し焼灼するものです。治療時間は約30分で､ 3 時間
後には患者さんは、病棟内を歩けるようになり、入
院期間は 5 － 7 日です。本治療を受けるため、九州
各地から肝癌の患者さんが当院を受診され、2300人
を超える患者さんに本治療法を行い、極めて高い 5
年生存率を達成しています。そして、本院は九州に
おける肝癌治療の主要拠点病院となっています。

８）B 型、C 型肝炎患者に対する抗ウイルス療法
　この20年で両疾患に対する抗ウイルス療法がめざ
ましく進歩しました。B 型肝炎では、経口剤により
ウイルス増殖を抑える事により、疾患の進行を抑え、
さらに発癌も低下させることがわかってきました。
また、C 型肝炎では、経口剤でほぼ 100％のウイル
ス消失がみられ、肝硬変への進行ならびに肝癌発生
も劇的に低下させる事が出来るようになりました。
本院でも多数の患者さんにこの抗ウイルス療法を行
い、また、九州内でも最も多くの治験を行ってきま
した。

９） 福岡大学初の研究寄附講座（ウイルス性肝炎・
肝癌先進医療研究講座）

　福岡大学には従来から寄附講座はありましたが、
これは、色々な分野の先生が、福岡大学で講義をす
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る形態のもので、寄付金により研究を進めていくと
いう形態の研究寄附講座はありませんでした。そこ
で、福岡大学にとっては特殊な寄附講座であること
を記して、本学と何度も書類での行き来をして、や
っと研究寄附講座という枠を作っていただき、寄附
講座が開設できるようになりました。現在では、医
学部の多くの科で同様の研究寄附講座が設けられて
います。First Penguin はいつの時代も大変ですが、
一度乗り越えると多くの人に役立つと思います。こ
の講座では 6 年で 1 億2000万円の寄附をいただき、
多数の研究者およびサポートする研究助手の人を雇
い、種々の研究を行うことができました。

10） 日本臨床分子形態学会（旧日本臨床電子顕微
鏡学会）理事長

　本学会は、電子顕微鏡あるいはレーザー顕微鏡
を用いた形態学と molecular biology の学会ですが、
基礎・臨床の枠を越えた学会です。私自身、若い頃
より電子顕微鏡およびレーザー顕微鏡を用いて、肝
臓病の病態を研究してきました。そして、本学会の
理事長を 7 年間務め、特に若い研究者の研究を鼓舞
してきました。

11）日本消化器病学会九州・沖縄支部支部長
　本学会の支部長を 4 年務め、九州ならびに沖縄の
消化器病に携わる医師約5000人に対して、従来にも
増して一体感のある学会となるよう努めました。ま

た、女性医師の会を立ち上げました。

12）福岡大学病院副院長
　内藤正俊院長の下で、副院長を 4 年間務めさせて
いただき、新診療棟の建設に携わりました。地下鉄
七隈線の福大前駅と当院外来が直接つながり、患者
さんの利便性が格段に向上し、スターバックスコー
ヒーも導入し、患者さん方からは好評です。さらに、
昨年、地下鉄七隈線が博多駅まで延伸され、JR 博
多駅から福大病院を受診される患者様方に喜ばれて
います。

13）最後に
　私は、研究においては、“ 他の人がやったことは
しない ” という信念を持ってきました。これは、他
の人が行った研究と類似の研究を行っても、結局は
最初にその研究を行った人に研究の Priority が有る
ためです。そのため、私の研究は、first name 及び
second name だけでもインパクトファクターが15
点以上の雑誌の掲載が20編を超えます。また、15点
以上の雑誌の表紙を 3 回飾っています（図１）。
　一方、｢患者に優しく科学に厳しく｣ と言うこと
が長い臨床場面での私の考えでした。
　福岡大学赴任後24年間にわたり温かくサポートい
ただいた多くの方々に心より感謝致しております。
ありがとうございました。

図１
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はじめに
　私は2015年に福岡大学筑紫病院消化器内科教授に
就任しました．1985年に福岡大学医学部を卒業し，
同第一内科（現消化器内科）に入局後，肝臓研究室
の超音波グループに所属．1991年から 2 年間，同第
一外科池田靖洋教授，真栄城兼清講師の下で胆道疾
患に対する内視鏡的逆行性胆管膵管造影（ERCP），
内視鏡的乳頭切開術（EST)1, 2）や超音波内視鏡

（EUS），経皮経肝胆管ドレナージ（PTBD），経皮
経肝胆嚢ドレナージ（PTGBD）を修練し，福岡大
学筑紫病院に移動．ERCP を first に，困難例には
主に PTBD を，病態に応じて超音波内視鏡下胆道
ドレナージ（EUS-BD）を行ってきました．その治
療成績について紹介します．

１．胆道感染症
　①急性胆嚢炎
　2005年～2021年までに経験した急性胆嚢炎は 248
例で，急性胆管炎・胆嚢炎診療ガイドライン2018

（TG18)3）による重症度分類では，軽症69例，中等
症138例，重症41例であった．初期治療として主に
腹腔鏡下胆嚢摘出術が行われた切除術は40例（16%）
で，軽症例中28例（41%），中等症例中10例（7%），
重症中 2 例（5%）であった．PTBD/ 経皮経肝胆嚢
穿刺吸引（PTGBA）は139例（61%）で，軽症中17
例（24%），中等症中91例（66%），重症中30例（73
％）であった．内視鏡的胆嚢ドレナージ（ETGBD）
は41例（17%）で，軽症中13例（19%），中等症中
23例（17%），重症中 5 例（12%）であった．抗生
物質を含めた保存的治療は29例（12%）で，軽症中
11例（16%），中等症14例（10%），重症 4 例（10%）
であった．TG18 では，軽症や中等症には可能な限
り早期の腹腔鏡下胆嚢摘出術を推奨しているが，外
科医，麻酔科医を含めた様々な当院の事情により，

初期治療として軽症の約40%，中等症の約80% に
胆嚢ドレナージや胆嚢穿刺吸引を行った（表１）．
PTGBD/PTGBA の偶発症は 5 例（ 5 %）で，チュ
ーブ逸脱の 2 例中 1 例は再留置で残りの 1 例と，腹
膜炎 1 例，胸膜炎 1 例，気胸１例は保存的に改善し
た．抗血栓薬服用者に対しては，約半数が抗血栓薬
を中止することなく，PTBGD が行われていた．出
血が危惧されるが，PTGBD は PTGBA と異なり，
ドレナージチューブを留置することで止血効果があ
るため止血術や輸血を要する症例はなかったのであ
ろう．

表１．2005年～2021年：急性胆嚢炎 248 例

　②急性胆管炎
　急性胆管炎の戦略は，初期治療として，Billroth
Ⅰ法を除く術後再建腸管例でなく，呼吸不全がなけ
れば十二指腸鏡による経乳頭的ドレナージを，呼吸
不全があれば PTBD を行う．一方，Billroth Ⅰ法を
除く術後再建腸管例で，軽症の急性胆管炎は，バル
ーン内視鏡下にドレナージを行う．中等症や重症の
急性胆管炎であれば，PTBD を行う（図１）．2005
年から2021年までに行った胆管ドレナージは2122
例で，経乳頭的が 1839 例（87%），経皮的が261例

（12%），経乳頭的＋経皮的が18例（ 1 %）で経消化
管的が 4 例（0.2%）であった（図２）．急性胆道炎
の胆嚢・胆管胆汁の細菌培養では，混合感染を含め
て，胆嚢胆汁では，グラム陰性桿菌の Escherichia 

胆道内視鏡と超音波

筑紫病院消化器内科教授　植　木　敏　晴
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coli が 11.7%，Klebsiella pneumoniae が 24.7%， グ
ラ ム 陽 性 球 菌 の Enterococcus faecalis/faecium
が 19.7% で， 胆 管 胆 汁 で は，Escherichia coli，
Klebsiella pneumoniae，Enterococcus faecalis/
faecium がそれぞれ 9.6%，14.0%，27.3% であった．
検出された胆嚢胆汁と胆管胆汁の菌種に有意差はな
く，胆道感染症の約半数がこの 3 種の菌種が原因で
あった．グラム陰性桿菌が検出された84例中76例

（90%）で胆汁中のエンドトキシンが陽性であった．
その検査結果が，検査後 2 から 3 時間で判明するこ
とから胆汁中の投与する抗生物質の選択に有用であ
った．

図１．胆管ドレナージの戦略

図２．2005年～2021年：胆管ドレナージ

２．総胆管結石治療
　①経乳頭的治療
　1993年から2021年までに経験した無治療の総胆管
結石症は1905例で，そのうち，内視鏡治療が1903例

（99.9%），外科治療が 2 例（0.1%）で，多くが内科
治療で軽快した（図 3）．内視鏡治療の内訳は，経
乳頭的治療が1816例（95%），経皮的治療が87例（5%）
であった．経乳頭的治療の内訳は，内視鏡的乳頭括
約筋切開術（EST）が1726例（95%），内視鏡的乳
頭バルーン拡張術（EPBD）が60例（5%）であった．
時代的変遷から1993年～2003年までは，内視鏡的胆
管ドレナージ（EBD）後，5－7 日目に EST を施行

し，その 5－7 日後に結石除去を行った 4 - 6）．2004
年～2007年までは，急性胆管炎・胆嚢炎診療ガイド
ライン 2007 7）に則り，同日に EST と EBD を行い，
その 5－7 日後に結石除去を行った．自験例の検討
では，同日に EST と EBD を行っても，治療後の
膵炎や出血，入院期間に影響を与えなかったことか 
ら 8），2008年からは，EST 後に可能なら引き続き結
石除去と EBD を行っている．さらに，TG18 3）で
は，内視鏡的ドレナージでは，外瘻術の内視鏡的経
鼻胆管ドレナージ（ENBD）と内瘻術の内視鏡的胆
管ステント留置術（EBS）のどちらを使用してもよ
いとされている．自験例の検討でも 7F の EBS に
よる内瘻術あるいは 7F の ENBD による外瘻術の
いずれを行ってもドレナージ効果，偶発症の頻度に
有意差はなく，ドレナージ後の患者満足度は，EBS
が ENBD に比し有意に高かったことから，現在は，
主に EBS による内瘻術を行っている9）．
　胆管炎の重症度別では，軽症・中等症例は，多く
が経乳頭的治療であったが，重症例は高齢で循環不
全や呼吸不全を多く合併していたことから約 40%
に経皮的治療が行われていた．死亡率は，軽症・中
等症例で 0.4%，重症例で 13% であった．
　偶発症に関しては，EST 後膵炎の発症率は 2 ～
11% 2, 10, 11）で，輸液量を重視しているが，自験例で
の多変量解析では EST 後膵炎に関連する因子は小
切開の EST で約 4 倍急性膵炎を起こしやすかった．
EST 後出血の発症率は，3.7 ～ 8.8％で，多変量解
析では，EST 前収縮期血圧が 150mmHg 以上の症
例が約 2.7 倍，75歳以上で約 1.8 倍出血しやすかっ
た 12）．
　無治療の総胆管結石971例のうち，EST を行った
症例は783例で，抗血栓薬服用者は110例（14％），
非服用者は673例（86％）であった．抗血栓薬服用
者に対する消化器内視鏡診療ガイドライン 13, 14）の
前後で EST 後出血の発症率は，それぞれ 0％と 9％
であったが，有意差はなかった（P=0.55）．
　②経皮的治療
　経皮的治療例87例は平均年齢が74歳で，術後再建
腸管が 74% で，38% に心肺疾患を合併し，12% に
抗血栓薬が投与されていた．9% が重症胆管炎であ
った．PTBD 後に自然排石例が 9％で，91％は，経
皮経肝胆道鏡（PTCS）下電気的衝撃波破砕術（EHL：
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79％）や乳頭をバルーンで拡張（21％）後にバスケ
ットカテーテルで結石除去を行った．結石除去率は
100％で，偶発症として膵炎（1 例）や胆管損傷（1
例）を認めたが，保存的に改善した．平均入院期
間は 1.6ヵ月で，累積結石再発率は，1 年で 5％，2
年で 9％，3 年で 14％であったが，全例 PTCS 下に
結石を除去した．経過観察中に胆管癌 1 例（1.6％）
が発生した．
　最後に，胆道疾患における内視鏡的治療と，超音
波を用いた経皮的治療の成績を紹介した．高齢化社
会になり，より低侵襲な治療が要求されていますが，
今後も内科治療として内視鏡的治療のみならず，経
皮的治療による total management を実践し，それ
らのノウハウを伝承することで地域医療に貢献でき
れば幸いである．
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　 １ド ル133円 …… １ド ル135円 …… １ド ル137円
……１ドル139円……在外研究直前の2022年８月に
みせた激動の為替レートだ。（その直後の９月と10
月、あまりの急激な円安ぶりに日銀は24年ぶりの為
替介入を行う。）猛烈な円安トレンドにドキドキし
ながら、小学生の２人の子ども達（小１＆小３）を
伴って2022年８月29日、渡米した。
　私たちはボストンに隣接するブルックラインとい
う街に住むこととなった。頻繁に通ったボストン公
立図書館（美術館のような雰囲気を醸し出す史上最
古の公共図書館！）まで地下鉄で15分程度のところ
で、リスやウサギなどがチョロチョロと走り回る緑
豊かな街である。
　子ども達の小学校生活と私の研究環境を整えるの
が当座の目標だったのだが、さすがはボストン。小
学校にしても大学にしても、世界中から多くの人々
が集まりその入れ替わりも頻繁なものだから、完璧
に効率化された手続き等は非常にスムーズで、ボス
トン到着10日後には、私たちはそれぞれの学校へ通
い始め、それぞれの勉強や研究をスタートさせた。
　私のここ数年の研究テーマが、「学校教育による
効率的な人的資本蓄積と貧困削減の理論分析」であ
るため、アメリカの小学校教育システムにもとても
関心があり、積極的に子どもたちの小学校の活動に
参加することとなった。学校の図書室でのボランテ
ィアを初め、様々なイベント（イブニングピクニッ
ク＠小学校、文化祭のようなハロウィンフェスティ
バル、家族で朝ごはん体験＠小学校、子どもたちの
音楽発表会）や参観日、そして、クラス担任の先生
との面談等で何度も小学校構内へ足を運ぶこととな
る。担任の先生や図書室の先生から得られた貴重な
情報は論文執筆の資料として活用され、論文の刊行
に大いに役立った。
　アメリカの小学校のシステムは州により、また、

州の中でも地域によってその様相は大きく異なる。
お世話になったマサチューセッツ州ブルックライン
の公立小学校がアメリカの標準的な教育システム
からどのくらい乖離しているのかは定かではない
が、教育が日本の公立小学校のように標準化されて
いない点が面白い。まず、担任の先生の裁量が大き
い。算数の授業を例に挙げると、あるクラスでは代
数を教えているけれど、隣のクラスは幾何をやって
いる！なんてことは日常である。教科書はどのクラ
スでも同じで、年単位の学習範囲は統一されている
ようだが、授業の進度や学習内容の順番がクラスご
とに随分と異なり、各先生方が子どもたちの様子を
観察しながら柔軟に授業を展開していることが窺え
る。
　次に、特別クラスが用意されていることである。
算数・英語のクラスに限られていたが、通常のクラ
スの授業内容についていけなくなったと判断された
生徒は親の承認のもと、特別クラス（少人数制）に
当該教科の時間だけ移動し、専門の先生から授業を
受ける。そして、理解が追いつけばいつでも通常の
クラスに戻ってくるのである。公立校であるにもか
かわらず、まるで補習塾が学校内に設置されている
ようで大変興味深い。我が子達は、アメリカ人の子
ども達が英語の学習をしている間、母語が英語では
なく英語が流暢でない EL（English Learner）のた
めに開講されている英語の特別授業に毎日参加して
いた。（先生１人に生徒５、６人程度。）また、スペ
イン語の授業もあったが、３年生の授業内容は１、
２年生からの積み重ねなので習得が大変だろうとい
うことで、担任の先生のご配慮により、我が子（小
３）は途中からスペイン語を受講するのをやめ、急
遽増設された EL のクラスの受講に変更となった。

（先生１人に生徒３人。なんたる贅沢！）
　最後に、ろくに宿題が出ない点も日本の小学校と

ボストン便り

経済学部准教授　中　村　由　依
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大きく異なる。３年生は宿題が全くなかった。１年
生は、１週間に本を数冊読むというミッションがあ
り、金曜日に１冊10頁ほどの本が４冊配布され、木
曜日に返却するパターンを繰り返す。本はすべてレ
ベル分けされていて、一人一人の能力に合わせて配
られる。課題がカスタマイズされているのだ！こう
して、学校のスタッフの方々や先生方から手厚いサ
ポートを受けて、子ども達は毎日ルンルンと通学し
た。
　さて、私はというと、ボストンカレッジ経済学部
で１年間お世話になることとなった。見事な芝生に
囲まれたキャンパス内にそびえ立つ趣のある建物
は、インスタ映えすること間違いなし！学部内では、
ありがたいことにビジター用の共同オフィスを使わ
せて頂くこととなり、快適なスタートを切った。同
室には世界中の研究者が入れ代わり立ち代わり滞在
し、同じセミナーに出席後に部屋に戻って議論をし
たり、自身の新作の論文をきいてもらったりして意
見交換をする機会に恵まれた。また、学園都市であ
るボストンには大きな学会からコアなセミナーまで
頻繁に開催されているため、各自が出席した学会や
らセミナーで仕入れた面白い研究結果を紹介しあう
こともあった。
　経済学部の教員もビジターの研究者たちも院生も
同じフロアーに研究室があるため顔を合わせやす
い。廊下にいくつも設置されているホワイトボード
や椅子を拝借し、いつでもどこでも議論できるとて
も開かれた研究環境が整えられていた。また、他学
部の研究者と出会う機会にも恵まれ、研究テーマの
近い方とお互いの研究についてじっくり話し合うこ
ともできた。「子どもの学校行事や学習への親の関

与は、子どもの成績にどれくらいの影響があるの
か？」「どのようなタイプの親（賃金とか家庭環境、
時間選好に注目）がどのように学校教育に関わって
いく事が効果的なのか？」など。アメリカでは人種
別の資料も豊富でなかなか興味深く、自身の研究も
随分と捗った。何より、ホスト役を引き受けてくだ
さった小西秀男先生の多大なご支援により、実りあ
る研究生活を送ることができ、心より感謝している。
　とにかく新しい出会いの多い１年であった。大学
が開催してくれた英語教室や、公立図書館が提供し
てくれる英語教室（どちらも無料）では、研究者を
始め、主婦や学生、企業にお勤めの方など他国籍の
人々が集まり、自然と女子会（！）が頻発する。ま
た、志を同じくして日本からボストンにやってきた
様々な分野の研究者の皆様との集いも、なかなか得
難い体験だった。
　その他、ボストンではレクリエーション施設に事
欠かない。休日は子ども達と公園や図書館、コンサ
ートホール、美術館、科学館、水族館、そしてプー
ルにせっせと通い、時には小学校のお友達と待ち合
わせをしてスケートやソリすべりに明け暮れた。マ
マ友との会話に国籍はあまり関係ない感じかな。
　すっかり大学院生時代の感性を取り戻させてくれ
た、ボストン。最も驚いたのは、一年中そこかしこ
で七面鳥が闊歩していたことだ。サンクスギビング
では現地の方々を見習って七面鳥料理にトライして
みたわけだが。お味の程は……皆様のご想像にお任
せしようと思う。

［最後に、一年間の貴重な機会をいただき、福岡大
学関係者の皆様に厚く御礼申し上げます。］

キャンパス内の荘厳な建物 近所で遭遇した七面鳥
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モチベーション
　私は物質の研究に長年取り組んでいます。私は若
い頃に国内で修士号を取得後、米国に 6 年間滞在し
ました。米国にて博士号取得後は 4 年間ポスドクと
して研究に従事する予定でしたが、あまり海外に長
くいると日本で職に就けなくなるのではないかと不
安になっておりました。そのような日々を過ごす中、
幸い国立研究所のポスドク仮内定、ならびに国立大
学研究所助手（現在の呼び名は助教）内定のお知ら
せを受けたので、それを機に帰国して後者の研究所
に入職することを決めました。その研究所における
在職期間 6 年 5 か月の間は、研究関連の用事で年に
何回も海外に行きました（ちなみに国内出張も頻繁
でした）。当初の旧式パスポートは、もうスタンプ
を押すスペースがないぐらい出入国スタンプだらけ
でした。そのような環境にいたので実は海外出張が
飽きてしまっておりました。当時30代半ばの私は、
海外出張に行くならもっと濃い海外出張を、と思っ
ておりました。
　2003年に本学に助教授（現在の呼び名は准教授）
として赴任した後は、助手ほど身軽ではないので海
外出張の機会は著しく減るだろう、と幸いに思って
おりました。この思いは実に的中し、これまでの本
学の在職期間21年間の海外出張回数はたった数回で
す。
　このように腰が重くなってしまった私が在外研究
に行くほどインスパイアされた理由は、主に 4 つあ
ります（他に、トイレで不意を突かれたかのよう
に、在外に行かないのか、と言われたこともありま
した）。 1 つ目の理由は、理学部ナノサイエンスイ
ンスティテュート設立前の2007年に、交流先大学の
上海交通大学（シャンハイジャオトン）金属材料研
究所を視察訪問したことにあります。その際、当研
究所の研究力が著しく高かった（水を開けられた）

ことはとても印象的でした。私は、当研究所が当イ
ンスティテュートとどのような交流をしてくれるの
か、ミスマッチを感じながらも、当研究所のレベル
に少しでも近づきたい、という欲が湧いて強くイン
スパイアされたことを覚えております。残念ながら
上海交通大学との関りはそれきりでした。
　 2 つ目の理由は、2015年に中国武漢（ウーハン）
に あ る 華 中 科 技 大（Huazhing Univ. of Scienece 
and Technology、略称HUST、日本語読みはハスト）
とマカオにあるマカオ大学（University of Macau）
の両大学に、研究のミーティングをするために訪
問したことにあります。華中科技大のホストは米
国滞在時の友人、ジェン・リー教授（Jian Li）でし
た。マカオ大学のホストは私の米国時代の研究指導
者、ハイドン・チェン教授（Haydn Chen、当時副
学長）でした。ミーティングは偶然にもほぼ同時に
持ちかけて下さったので、両大学を続けて訪問しま
した。その際も、両大学の研究力は、著しく高かっ
たことを覚えております。私は水を開けられた感い
っぱいになり、何とかせねばとインスパイアされ
たことを覚えております。以来リー教授とのお付
き合いは続いており、現在はプライベートな用件
を WeChat で済ますようなフランクなお付き合い
をしています。チェン教授は現在台湾交通大学の特
任教授ですが、ご高齢のためほぼご引退されたので、
私からややこしい相談は持ちかけないことにしてい
ます。
　 3 つ目の理由は、2017年当時の理学部長より韓国
の蔚山大学物理学科に行って、学生を含めたジョイ
ントセミナーを毎年行う計画を、先方と立てるよう
に依頼されたことにあります。この依頼の目的は、
sp の教育に特徴を出すという志願者対策を講じる
ことでした。訪問してみると予想通り、先方の全体
的な研究力は著しく高く、組織は大学院生が約50人、

韓国と中国の研究の勢いにインスパイアされた

理学部教授　武　末　尚　久
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加えてポスドクが何人もいる組織で、ジョイントセ
ミナーを行うにはミスマッチが甚だしく、シナジー
効果が期待できないことが分かりました。当訪問の
際には保険をかける意味で、釜山大学物理学科もつ
いでに訪問し、先方のホスト、サンキュン・パーク
教授（Sungkyun Park）と、学生を含めた交流活動
ができないか検討をしてみました。その結果、多少
研究力にミスマッチがあることは否めないながら
も、当大学と本学は日帰りができるほど近いので、
私とパーク教授それぞれの研究室間の小規模な交流
を行い、シナジー効果を期待することとしました。
このときに私は、韓国を在外研究の滞在先にすれば
当交流活動を模索し活性化できるのではないか、と
インスパイアされました。以来パーク教授とのお付
き合いも続いており、現在はプライベートな用件を
LINE で済ますようなフランクなお付き合いをして
います。
　 4 つ目の理由は、2019年に先述のリー教授より、
華中科技大にて研究のミーティングをするためにお
呼びがかかり、再び訪問したことにあります。その
際にリー教授と研究室間の交流活動について話し合
いをしてはみましたが、リー教授のグループの構成
員は、准教授、講師、助教合わせて数名、ポスドク
数名、博士課程後期の学生が約30名、加えて博士課
程前期の学生という大所帯なので、とてもシナジー
効果は期待できませんでした。そこで気を利かせて
くれたリー教授は、同僚の若手教授、ハイボ・ジャ
ン教授（Haibo Zhang）を紹介してくれました。リ
ー教授いわく、40才（当時）のジャン教授は、教授
に昇格したばかりで比較的小さなグループを構成し
ているので、パワーバランスが取りやすいのではな
いか、とのことでした。ジャン教授に実際に研究室
規模を尋ねてみると、博士課程後期の学生 2 名、博
士課程前期の学生数名、留学生 1 名であり、私の研
究室より幾分大きいことが分かりましたが、ジャン
教授と私の専門は大変近いので多少のミスマッチに
は目をつむり、交流をすることとしてインスパイア
されました。以来ジャン教授とのお付き合いも続い
ており、現在はプライベートな用件を WeChat で
済ますようなフランクなお付き合いをしています。
　私が本学に赴任した頃を境に、十数年の間、韓国
と中国の「物質系の科学とテクノロジー」は実に先

進化され（台湾、シンガポール、タイも）、当国々
における大学や研究所の研究レベルは高くなりまし
た。論文のインパークトファクターなどを見ると日
本は負けているのではないかと言わざるを得ませ
ん。この実態を目にしてインスパイアされ続けた私
は、当国々と学生を含む交流活動を通して研究活動
を再燃し、当国々の勢いを分けてもらおうと考え、
在外研究に行くことにしました（モチベーションが
長くてすみません）。
　在外に行く前に、学生を含む交流活動の下準備と
して大学院生を国際会議に参加させてみました。参
加した会議は2018年の台湾における会議、2019年の
韓国における会議と国内における国際会議でした。
各会議では、大学院生に英語でポスターのプレゼン
をさせて、彼らのパフォーマンスは時間をかければ
何とかなることを確認しました。加えて本学の高度
化招聘事業により外国人研究者を招聘し、大学院生
と英語による交流してもらいました。招聘した研究
者は、2018年度はエルズビエータ・ピエチェスカ教
授（Elzbieta Pieczyska、ポーランド科学アカデミ
ー）、2019年度は先述のパーク教授でした。各交流
では、大学院生の英会話パフォーマンスは時間をか
ければ何とかなることを確認しました。ただし2019
年12月に中国武漢を中心にコロナが大流行したの
で、残念なことに当下準備は滞ってしまいました。

渡航準備
　私は、先述の通り、釜山大学のパーク教授と華中
科技大のジャン教授と交流活動を行うこととしまし
たので、それぞれの大学に在外研究に行くことにし
ました。先方からの受け入れは快諾されましたが、
渡航時期がなかなか決まりませんでした。理由は、
2020年 2 月以降、コロナ感染防止のために世界的な
出入国制限が強化されたからです。韓国への渡航制
限が緩和されたのは2022年秋頃で、中国については
2023年の春頃だったので、2023年 3 月に在外研究に
行くように準備しました。韓国への渡航は、韓国領
事館の指示に従って電子入国申請 KETA により行
うこととしました。中国への渡航は、中国領事館
の指示に従ってFビザを取得して行うこととしまし
た。
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韓国釜山滞在
　釜山は韓国で 2 番目の大都市です。福岡空港から、
釜山最寄りの空港である金海空港まで飛行機で約 1
時間かかります。その距離約200kmなので外国にし
ては大変近いです。金海空港から釜山市街地までは
10数km程度の距離があります。私は釜山市街のソ
ミョンというエリアのホテルに宿泊することにして
おりました。渡航初日のホテルまでの道中、マスク
をしている人が少ないことが目立ちました。在外
先の釜山大学はソミョンから約10km離れています。
そこに行くには地下鉄 2 号線と徒歩で、約40分かか
ります。地下鉄に乗るにあたっては nimoca のよう
な入金可能な交通カードを使うのが主流です。外人
が気軽に使える交通カードには T-money カードと
呼ばれるカードがあります。T-moneyカードはコン
ビニで購入・入金可能です。ちなみに韓国では、諸
料金の支払いはクレジットカードで行うのが主流で
す。
　韓国の衣食住文化は概して日本と大きな違いはあ
りません（キムチ、サンチュ、スープ類、焼肉、ポ
ッサムはかなり旨い）。ただ釜山の一般住居につい
ては戸建てがほとんどなく、高層マンションがかな
り多いのが目立ちました。
　韓国の飲食料品や飲食店商品の価格は、概して日
本より幾分高いです。ただし飲食料品については 
1＋1（ワンプラスワン、 2 つ買えば内 1 つ無料）や 
2＋1（トゥープラスワン、 3 つ買えば 1 つ無料）と
呼ばれる販売サービスが普及しており、当サービス
を利用すると実質価格を安くすることができます。
　釜山大学は国立大学で、その規模は本学と同じく
らいです。ただし釜山大学には百貨店が直結してお
り、釜山大学近傍には大きな飲食街が形成されてお
りますので、立地は本学よりも大変にぎやかです。
釜山大学の物理学科の規模も本学 sp と同じくらい
です。受け入れ先のパーク教授の研究室メンバーの
構成員は、博士課程後期の学生 1 名、博士課程前期
の学生 1 名、4 年生 2 名で規模は小さいものでした。
4 年生は卒論生ではなく、インターンシップと呼ば
れる科目の受講者とのことでした。韓国では男性に
は 2 年弱にわたる徴兵制があり、学部生のときに徴
兵に行く男子がいるので、卒論と言う学部の研究科
目は開講しづらいのでしょうか。

　受け入れ研究室担当者のパーク教授とは私の研究
グループとの研究課題について、進め方や発展性を
議論しました。またパーク教授が指導する大学院生

（スンフー・ハン君、ヨンジュン・ソン君）の研究
テーマに、当院生と共に従事し議論を行いました。
研究テーマは鉄、チタン、バナジウムなどの機能性
酸化物が有する熱を蓄積・放出する機能や、高温で
金属のように光を反射し低温では透過する機能に関
するもので、研究自体は応用研究でした。パーク教
授は同種の専門分野の方々数名と研究資金を共同で
獲得し、実験室をシェアして多数の高額装置を持っ
ておられました。大学院生は誰でもというわけでは
ないと思われますが、そこそこ英語が話せるようで、
まじめでよく研究をします。おそらくパーク教授か
ら毎月給料をもらっており、雇用されているという
気持ちがあるからでしょう。加えて韓国では、一生
懸命研究を行えばその努力が報われる可能性が高い
そうです（例えばサムスン入社とか）。
　韓国では大学院生を雇用するためにブレインコリ
ア（BK）というファンドに申請します。申請は学
科単位であったり、複数大学の同種学科との共同申
請であったりします。おそらく BK が韓国の研究力
の源なのでしょう。
　釜山滞在中はいくつかの大学を訪問し、私の研究
と同様な研究を行っている方々と研究課題について
深い議論を行いました。訪問した方々は、蔚山工科
大学（UNIST）のウック・ジョ教授（Wook Jo）、
昌原大学（チャンウォン）のテクォン・ソン教授

（Tae Kwon Song）、蔚山大学のヒョンス・ハン教
授（Hyoung-Su Han）、漢陽大学（ハンニャン）の
ジェヨン・キム教授（Jaeyong Kim）、全北大学（ジ
ョンブク）のサンドン・ブ教授（Sang Don Bu）で
す。昌原大学と蔚山大学には、本学大学院応用物理
学専攻の院生 3 名を、福岡から呼び寄せて同行させ
て研究発表会を行いました。プレゼンの出来は良く
ありませんでしたが、先述の下準備の際に、時間を
かけて頑張れば何とかなることは確認したので、今
後も発表会を続けていくことにしました。先方は
welcome とのことです。

中国武漢滞在
　福岡から武漢に行くには、通常、飛行機で上海の
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浦東空港（プードン）を経由します。武漢の空港は
天河空港（ティエンへ）という空港です。福岡から
上海までの距離は西に向けて約900kmで、飛行機で
2 時間弱かかります。上海から武漢までの距離はさ
らに西に向けて約700kmで、同じく飛行機で 2 時間
弱かかります。福岡から武漢に行くことは、入国審
査や乗り換え時間等々を含めると、おおよそ半日の
旅行になります。私が渡航するときは渡航規制が緩
和されて間もなかったからなのか、旅行代理店が提
供する航空便の組み合わせが良くなかったようで、
通常とは異なり浦東空港に到着後、同じ上海市内に
ある虹橋空港（ホンチャオ）に移動して、武漢行き
の航空便に乗り換えなければなりませんでした。浦
東空港から虹橋空港までの距離は約50kmで、主な
移動手段はバス、地下鉄、タクシーのいずれかです。
現在の主流はよく発達した地下鉄ですが、私の渡航
時は情報が乏しかったので、ネットで良く記事にさ
れていたバスで虹橋空港に移動しました。しかし車
内は蒸し暑く、渋滞もあったので、必要なければ地
下鉄を利用するのが好ましいです。虹橋空港には問
題なく到着しましたが、武漢行きの便が数時間遅延
し（上海と武漢が関わる出発便や到着便はかなりの
高確率で遅延する）、深夜に武漢に到着しました。
天河空港から宿泊するホテルには地下鉄で行けま
すが、武漢の地下鉄の営業時間はおおよそ 6am か
ら 10pm なので、ホストのジャン教授に空港まで車
で迎えに来てもらいました。ジャン教授は若いのに、
車は内装が高級な BMW でした。中国の教授はリ
ッチなんだな、と思いました。教授陣の収入につい
て鎌をかけてみたところ、ジャン教授の一世代年上
の教授陣は、胡錦涛国家主席（ジンタオ・フー）時
代に副収入が云々だったそうです。習近平国家主席

（ジンピン・シー）になってからは慎ましやかにな
ったそうです。ちなみに渡航初日のホテルまでの道
中、マスクをしている人はほとんどいませんでした。
　武漢（武漢市）は湖北省にあります。武漢の面積
は福岡市の約25倍です。天河空港は武漢の北方にあ
り、そこからホテルまで車で約 1 時間、地下鉄で約
90分かかります。私が宿泊するホテルと華中科技大
は武漢の洪山区にあります。ホテルと大学の間には、
徒歩で10分ほどの距離があります。武漢での自家用
車以外の交通手段は地下鉄、バス、路面電車、タク

シーです。タクシーは料金が安いので、中国語が分
かる方々にとっては主要な交通手段です。地下鉄も、
営業時間は先述の通り短めですが、広くよく発達し
ているので主要な交通手段です。ホテル周辺はそこ
そこにぎやかな飲食街で、スーパーやコンビニもあ
り生活には困らないところでした。大学内にも、住
居があるので夜でも利用できる店がありますが、大
学の敷地面積がかなり大きく（本学の10倍以上）移
動が大変でしたので、あまり学内の店は利用しませ
んでした。
　武漢では（おそらく中国の至るところでは）、諸
料金の支払いはスマホで行うのが主流です。現金で
も問題ないですが、現金を使う人はあまりいません。
クレジットカードは、そこそこ良いレベル以上のホ
テルでしか受け付けてくれません。中国に銀行口座
を持っていない外人は、上海銀行の tour crad アプ
リをダウンロードして、それにクレジットカードを
紐付けて入金できるようにすれば、スマホ払いがで
きるようになっておりました。後に tour card をア
リペイ（支付宝）や WeChatPay（微信支宝）に紐
付けることができるようになり、中国人の方々同様、
地下鉄やタクシー料金などのスマホ払いがオールマ
イティーにできるようになりました。
　中国の衣食住文化についても概して日本と大きな
違いはありません（北京ダック、肉と野菜の炒め物、
スープ類、包子はかなり旨く、食用ザリガニを食べ
るのが流行）。ただ釜山同様、武漢も一般住居につ
いては戸建てがほとんどなく、高層マンションがか
なり多いです（建設中や、建設中断のものも多い）。
中国の飲食料品や飲食店商品の価格は、概して日本
より少し安いです。加えて韓国同様、飲食料品につ
いてはたくさん買えば割引してくれます。
　華中科技大の規模については敷地面積が大きいこ
とは先述しましたが、学部生、大学院生、教員数の
規模も大きいです（本学の数倍）。受け入れ先のジ
ャン教授は材料工学科に所属しており、その研究室
メンバーの構成員は、ポスドク 1 名、博士課程後期
の学生 2 名、博士課程前期の学生 5 名、技師 7 名、
秘書 1 名で、2019年に会ったときよりも規模が大き
くなっており、ミスマッチ感が強くなっておりまし
た。技師 7 名は会社との共同研究に必要だそうです。
4 年生には会いませんでしたが、 4 年生は半期だけ
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研究室に配属されて卒論を行うそうです。
　ジャン教授の研究室では、ジャン教授、ポスドク
のフア・タン博士（HuaTan）、チュアンミン・ワ
ン君をはじめとする大学院生の方々と、私の研究グ
ループとの研究課題について、進め方や発展性を議
論しました。またワン君の研究テーマに、ワン君と
共に従事し議論を行いました。研究テーマは、3D
プリンティング技術による特殊微細構造（形状の幾
何学が特殊、かつ形状の周期が特殊）を有する強誘
電体センサーの開発で、当研究も応用研究でした。
当技術を用いれば、従来の微細加工技術では作製不
可能な構造を有するセンサーを作製でき、特性開拓
ができるとのことでした。ジャン教授も多数の高額
装置を持っておられました。ここの大学院生もそこ
そこ英語が話せて、よく研究をします。その理由は
韓国同様、ジャン教授から BK と同種のファンドに
よる給料を毎月もらっており、雇用されているとい
う気持ちがあるからでしょう。加えて中国でも、努
力すれば、その努力が報われる可能性が高いそうで
す（例えばファーウェイ入社とか）。ジャン教授の
グループとの学生を含めた発表会も計画中です。先
方は welcome とのことです。
　中国滞在中は、山東省泰安（タイアン）と湖南省
長沙（チャンシャー）それぞれにおいて開かれた
国際会議に出席し、 1 回ずつ招待講演を行いまし
た。会議前・中・後にわたって多くの研究者と交流
し、今後の交流についても計画しました。交流して
下さった方々は数十名で、皆様と私は WeChat で
つながっております。特に、陝西（シャンシー）省
の西安にある西北工業大学のシンガン・ルアン教
授（Xingang Luan）、同じく西安の西安工業大学の
ペンロン・レン教授（Pengrong Ren）、山東（シャ
ンドン）省の聊城（リャオチェン）にある聊城大学
のウェイ・リー教授（Wei Li）、上海交通大学のイ
ーピン・グオ教授（Yiping Guo）、同じく上海の同
済（トンジ）大学のチェンボ・ジャン教授（Zhang 
Chenbo）には、研究関連のことや食事などで大変
お世話になりました。滞在中、私の米国留学時代の
友人ジェン・リー教授（Jian Li）は、ありがたいこ
とに私をよく気にかけて下さいました。

最後に
　韓国と中国における在外研究生活を通して、研究
活動の意気込みが強くなりました（単にそれだけか
も知れません）。今後の私の研究を通した教育活動
に極力反映させたいと思います。華中科技大のハイ
ボ・ジャン教授は、高度化招聘事業により2023年度
12月に本学に来られました。飲み会では大学院生と
英語でフランクにお話されておりました。在外にて
得たアジア圏の人脈は今後大事にして、微力ながら
も私が行ってきた交流活動を続け、ささやかではあ
りますが何某かの成果を積み上げていきたいと思い
ます。
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　医学部脳神経内科坪井教授のお力添えにより、
2022年８月から2023年８月まで、アメリカ合衆国
フロリダ州ジャクソンビルにある Department of 
Neuroscience, Mayo Clinic Florida に在外研究員と
して留学させて頂きましたのでご報告します。私は
サラリーマンの主人（１年間休職）、３人の子ども
達（渡米時中１、小５、小３）の５人で渡米しまし
た。インフレと円安が重なり、学生時代ぶりの困窮
生活を余儀なくされましたが、間違いなく生涯最良
の１年でした。

渡米まで
　本来2020年４月に渡米する予定で順調にVISA面
接もクリアした直後、同年３月に COVID-19 の世
界的なアウトブレイクが発生し、渡航延期を余儀な
くされました。待機中娘の体調不良も重なり、正直
留学を半分諦めていたところ、コロナも娘の体調も
改善の兆しが見え始めたため、約２年後に思いきっ
て渡米致しました。留学を諦めかけていたこともあ
り、何を考えたか家族全員ほとんど英語を勉強せず
にバタバタと丸腰で渡米という暴挙に出てしまいま
した。これを読んでいる方にそんな方はいないと信
じておりますが、どうか留学前には嫌と言うほど語
学の勉強をされることをお勧めします。
　留学直前、東京に飛びアメリカ大使館に直接直訴
するもビザの発給が間に合わない、という大アクシ
デントが発生し、家族全員分のキャンセル不可チケ
ット代約60万円が水の泡となりました。早速そこで
心が折れかけましたが、その２週間後に最安フライ
トだった台北 JFK 経由で渡米、30時間以上かけて
ジャクソンビルに到着しました。JFK ではオーバ
ーナイトのトランジットで、子ども達からは大層恨
みがましい目で見られました。あらかじめ日本で契
約していたジャクソンビルのアパートメントの前に

到着した時はすでにフラフラでしたが、同じアパー
トに住む日本人研究者の皆さんが、お疲れ様でした、
とアパートに併設されたプールサイドでバーベキュ
ーとピザの用意をして待っていてくださった時には
涙が出る思いでした。

We are the Mayo family !
　私が所属させて頂いたのは、世界有数のブレイン
バンクの礎を築き、神経病理界では世界的権威とし
て名高い Dr. Dickson のラボです。前述の坪井教授
は、この Dickson ラボに約20年前初めて留学され
た日本人であり、先生がパイオニアとしてジャング
ルのような道を切り開いてくださったおかげで、そ
の後大勢の日本人研究者が後に続くことになりま
した。Dr. Dickson 率いる Mayo ブレインバンクは
１万例以上の脳を保有しており、今回私が研究させ
て頂いた神経変性疾患の進行性核上性麻痺（PSP）
だけでも1200症例以上、他の追随を許さない規模で
す。一週間のルーティンは月曜日CPCカンファレン
ス、火曜日ラボミーティング、木曜日ブレインカッ
ティング、その他にも他ラボとの合同レクチャー多
数、と研究するにはこれ以上ない恵まれた環境でし
た。特に木曜日のブレインカッティングは圧巻で、
大御所の Dr. Dickson 自ら、マクロの所見を述べな
がら２時間立ちっぱなしで平均８症例分の脳をカッ
トされていました。本当に重要な仕事は自ら手を動
かす、必ずマクロの所見を自分の目で確認してから
顕微鏡を覗く、という研究者の気迫や気概を感じた
ものです。私は渡米前には多系統萎縮症という神経
変性疾患を研究テーマに考えていましたが、ラボに
参加して２週間後の CPC カンファレンスでの、Dr. 
Dickson の「これ面白いから Miki にやらせようか」
という鶴の一声で、研究テーマが PSP へと変更に
なりました。驚きましたがこれが本当に大正解でし

Mayo Clinic 留学記

医学部衛生・公衆衛生学教室講師　川　添　美　紀
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た。Dr. Dickson は世界中からしょっちゅう講演依
頼がありますが、比較的キャンパスにいらっしゃる
ことが多く、先生のお部屋のドアが開いている時は
今話しかけてもいいよ、というサインです。研究の
ことでご相談に行くと、顕微鏡から目を離して“Hey, 
what’s up?”と拙い私の英語でも丁寧に話を聞いて
くれました。こうして１年間、毎日ラボに通い、時
には W F H をしながら自由気ままに研究させて頂
きました。シカゴで行われた IAPRD 学会に参加し、
家族でシカゴを観光したのも良い思い出です。
　また、Mayo の研究者は皆本当に仲が良く、とて
も良い雰囲気の中研究が行われていました。ラボ間
のコラボレーションも活発です。ある時、ある実験
キットについて軽い気持ちで Neuroscience グルー
プのメーリングリストに質問してみると、５分も経
たずに複数の返信があり、10分後には私のデスクに
そのキットが届けられていました。非常に驚くと共
に感激したものです。このような、フレンドリーか
つお互いのサポートを辞さないという良好な雰囲
気、まさに We are the Mayo family という校風の
ようなものが、世界最先端の研究をリードする鍵な
のだと実感しました。

Welcome to America !
　研究は皆さんのサポートもあり比較的順調に進み
ましたが、プライベートはアクシデントの連続でし
た。渡米一週間後、電気水道の契約のため向かった
ダウンタウンの交差点で、あり得ない方向から車が
突っ込んで来て自動車事故に遭いました。保険会社
や自動車工場との交渉などの後処理は本当に大変で
した。また、持病のある娘の病院受診も一筋縄では
行かず、ジャクソンビル有数の小児専門病院に受診
予約をしたら、予約２日前に電話があり、専門医の
診察だけで $4000、その40%をデポジットとして明
日までに支払え、と言ってきたのです。もちろん
払えないのでその場で泣く泣く予約をキャンセル
しました。その顛末を隣のデスクの Nicholas に愚
痴ったところ、彼は苦笑いして一言、“Welcome to 
America !” 。翌日アポなしでその病院を訪問し、優
しそうな男性のソーシャルワーカーに切々と状況を
訴えました。彼はそれは大変だね、僕は残念ながら
力になれないけど、Medicaid（日本で言うところ

の生活保護医療版）を申請してみたらどうだい？と
連絡先をメモして勧めてくれました。そして彼は別
れ際、ビッグスマイルでこう言ってくれたのです。
“Welcome to America !”。本音と建前は日本に限ら
ずどこにでもあるものです。しかし彼のあのビッグ
スマイル、これこそがアメリカの懐の深さ、底力な
のかもしれないと感じた出来事でした。

Grab the sunglasses and flip-flops
　ジャクソンビルには日本人学校がないため、子供
達は皆ろくに英語も話せない中現地校に放り込まれ
ました。最初の１ヶ月は英語全然わからないし行き
たくないと全員ゴネていましたが、なんとか学校に
馴染んでくれました。子ども達の適応力や逞しさに
は本当に救われました。また、サラリーマンの主人
は１年間主夫に徹してくれました。朝子供達と私の
ランチボックスを作り、７時には車に乗り２つ（一
時期は３つ）の学校を回って子供達を送り届け、帰
ってきたら私を Mayo に送り届け、朝９時過ぎにや
っとそのサイクルが終わりほっとしたのも束の間、
１時にはピックアップの車列に並ぶために学校に向
かい、２時過ぎに中学校、３時過ぎに小学校、４時
過ぎに Mayo、帰宅後夕食を作り子ども達の習い事
の送迎、という目の回るようなスケジュールをこ
なしてくれました。主人のランチボックスは子供
達のお友達に大好評で、「お前の dad のお弁当美味
しいからお前の家に dinner を食べに行きたい」と
言われるほどになりました。中１の息子はバスケッ
トボールアカデミーで週２回練習、小学生の娘達も
gymnastics の習い事で忙しく、週末はバスケの試
合、日本人家族の友人達と美しいジャクソンビルビ
ーチに遊びに行ったりパークでバスケをしたり、各
種パーティーにお呼ばれしたりと充実した時間を過
ごしました。あれだけ渡米前に嫌がっていた子供達
も、帰国前は日本に帰りたくない、アメリカに残り
たいと訴えるほどでした。

最後に
　Dickson ラボには同時期に神戸大学の関谷先生、
東京医科歯科大の小野先生も留学されており、この
お二人とそのご家族には公私共に本当に助けて頂き
ました。また、Mayo Clinic の看護師さんをされて
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いた Akiko さんやその息子さんの Talo くん、娘の
gymnastics で偶然知り合った Hiromi さんやその子
どもさんの Emily ちゃんと Ian くんがいてくれた
おかげで、子供達は正しい学校を選択でき、かつ良
い友人に囲まれた楽しい学校生活を送ることができ
ました。日本食店の前で知り合った Yoshiko さん
とその娘さんの Christine は、帰国前の引越しが大
変でしょうと心配してくださり、彼らが経営されて
いる Airbnb のゲストハウスを１ヶ月近く無料で使
わせてくださいました。皆様には感謝の言葉もあり
ません。そして留学を許してくださった福岡大学、
脳神経内科の坪井教授、公衆衛生学教室の有馬教授、
そして私のわがままを聞いてアメリカまでついて来
てくれた家族に、この場を借りてお礼を申し上げた
いと思います。本当にありがとうございました。

坪井先生が Mayo に講演に来られた際の一枚
右奥が Dr. Dickson、右手前が神戸大関谷先生

Dr. Dickson と先生のお部屋の前で

ラボがあった Birdsall Building

木曜日の Brain cutting にて。左から二番目が Dr. Dickson
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１．はじめに
　2022年９月10日より2023年９月９日までの１年
間、キューバ共和国（以下、キューバ）へ在外研究
に行かせて頂きました。これまで各先生方の研究雑
話に掲載された報告は、今後在外研究先として選ば
れそうな国で、これから行かれる先生方に役立つ情
報ばかりと思います。しかし、筆者が滞在したキュ
ーバには、今後スポーツ科学部からはもちろん、他
学部からも在外研究先として選ばれる先生はいらっ
しゃらないだろうと思われるため、在外研究を通し
て私が直面した３つの壁について紹介させて頂きま
す。

２．３つの壁
１）言葉の壁
　まずは言葉の壁です。キューバはスペイン語が公
用語で、アメリカ合衆国のマイアミから飛行機で１
時間足らずの所にありますが、英語がほとんど通じ
ません。2019年に在外研究の資格を取得し、コロナ
禍で約２年間渡航が延期されたので、事前にスペイ
ン語を学習する時間はあったのですが、ポケトーク
が２台あれば事足りるだろうと思い、当時NHKの
テレビ講座で放映されていた「旅するスペイン語」
を見る程度しか準備をしませんでした。また、キュ
ーバマニアと言うブログでハバナ大学にスペイン語
講座が開講されているとのことを知り、現地で語
学を学びながら在外研究をしようと考えていまし
た。ところが、実際キューバに行ってみると、ポケ
トークはサービスエリア外となっており、全く使え
ません。アメリカからの経済制裁で未だ３G。日本
で使っている Apple 社製品はスマホ、タブレット
とも wifi があってもなかなか繋がりません。辛う
じて、キューバ用に持参した android のスマホの翻
訳アプリが頼みの綱でしたが、これも肝心な時に繋

がりません。LINE や YouTube はほとんど開けず、
WhatsApp や Snaptube というアプリで代用せざる
を得ませんでした。
　 私 は キ ュ ー バ 唯 一 の ス ポ ー ツ 大 学 で あ る、
UCCFD マニュエル・ファハルド（以下、スポーツ
大学）に招聘して頂き、同時に数か月間はハバナ大
学のスペイン語講座に通う予定でした。しかし、ス
ポーツ大学での初顔合わせ時に、当大学にもスペイ
ン語の教員がいるため、ハバナ大学へ通わなくても
ここで学べると学長に勧められ、スペイン語担当の
２人の先生にマンツーマンで週３回、１日２時間教
えて頂くことになりました。知人からは、「週３回
も教えて貰えれば３ヶ月でペラペラになるよ！」と
言われて喜んだのも束の間、スペイン語しか話され
ないので、何を言われているかさっぱりわからず、
授業で言われたことが翌日や１週間後にわかること
もあれば、未だにあれは何だったのかと思うほどわ
からないことだらけでした。２週目から授業は週２
回に減って先生が１人になり、３週目にはハリケー
ン・イアンの到来で大学の復旧作業のため12日間休
校となりました。
　10月に日本大使館から、「一度テロ支援国家に入
国した者はアメリカビザの ESTA が取り消され、
再入国するには再度ビザを取り直す必要があるので
アメリカ大使館に確認するように。」との連絡が届
き、ハバナにあるアメリカ大使館を訪ねるも、「こ
こでは申請できないため第三国で取得せよ。」との
指示で、ビザ申請のために１ヶ月間の一時帰国を余
儀なくされました。アメリカビザ（B1/B2）取得後
は、当初から予定していたアメリカの大学を訪問し
ての調査や学会発表などで出張もあり、スペイン語
の授業は月１回程度に減り、しかも、出張報告をス
ペイン語で書いて発表するのが授業の主な内容にな
りました。それでも、初めの頃に曜日を教えて頂い

キューバ共和国における在外研究で直面した３つの壁

スポーツ科学部教授　柿　山　哲　治
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たお陰で、ハリケーンがいつハバナを直撃するかが
わかり、住所を示す方法も教えて頂いたので、タク
シーにも乗れるようになりました。また、２回ほど
郊外授業があり、市内バスの乗り方、運河を渡る船
の乗り方、街中のお土産屋、野菜や果物市場での買
い物の仕方などを教えて頂き、生活する上で役立つ
ことは数多く学べました。しかし、１年間でペラペ
ラどころか、ほとんど話せる様にはならず、大学の
先生方やお世話になったキューバ人家族への帰国時
のお礼も、スマホの翻訳アプリが手放せませんでし
た。結局１年間でスペイン語の先生にお会いした数
をスケジュール帳で数えると29回でした。
　そして、スペイン語が話せないとわかると、次に
襲い掛かるのが英語でした。スペイン語より英語の
方ができる気がしますが、実力的には中学１年次に
取得した英検４級のまま。自分が尋ねたことへの回
答ならば何とか聞き取れる気がしますが、最初にス
ポーツ大学を訪問した時や銀行口座を開設に行って
スペイン語が通じないとわかった時、施設を訪問し
た時等に英語の話せる人が来て、英語で説明や質問
をされますが、ほとんど理解できませんでした。キ
ューバという特殊な国、あるいはコロナ禍というこ
とで飛行機やスーツケースの遅延といったトラブル
も多く、そのための交渉は全て英語を使わなければ
ならず、結局スペイン語も英語も中途半端なまま在
外研究を終えてしまいました。在外研究に行くに当
たり、英語の能力は身に付けておいた方が良いと思
いましたし、最低限ポケトークや wifi が確実に繋
がる国選びが必要と思いました。

２）文化の壁
　次に感じたのが文化の壁です。日本の真裏の国で、
同じ島国と言うこと以外は共通点が見いだせず、多
少の文化の違いは覚悟はして臨んだつもりでした。
しかし、アメリカからの経済制裁が続いており、と
にかく物がありません。渡航して３ヶ月間は自炊用
の鍋を探しましたが見つけることができず、一時帰
国して日本で購入して持参しました。ほとんどの個
人商店はセキュリティのためだと思いますが、鉄格
子を挟んで買い物をします。キューバ内にはいくつ
かクレジットカードでしか購入できないお店があ
り、国民も外国人も買い物ができますが、これもセ

キュリティのためか一度に店の中に入れる人数が制
限され、３人入れたらその３人が買い物を終えて出
てこない限り次の３人を入れないと言う、とても非
効率な手法が取られています。これはお店に限らず、
銀行やスマホのデータ積み増しを行う電話局等でも
同じです。キューバと言う年中暑い国の炎天下の中、
外で１時間以上待たされることは当たり前で、銀行
などは中に入ってさらに１時間は待たされます。キ
ューバは社会主義国で生活物資はある程度配給され
ますが、その配給所も毎日、常に行列ができていま
す。しかも、買い物に行っても欲しいものがその店
にあることはほとんどなく、その日にあった物を買
うといった具合です。つまり、品ぞろえが一様でな
く、ある品物が大量に入荷され、ある品物は全くな
い、それでいてほとんど品ぞろえがされていません。
そこで一番使う言葉が、Qien es el ultimo?（最後
は誰？の意）です。その言葉の通り、キューバの人
は必ず順番を守って並びます。たまに賄賂を払って
順番を飛び越して、口論になる光景も目にしました
が、ほとんどの人は順番を守り、自分の番が来るま
でおしゃべりしながら待ちます。私は、随分長い間
この言葉が理解できず、何か言われていることすら
もわからず、最初は Ultimo? と言われても無視して
いましたが、しばらくして No hablo espanol（スペ
イン語が話せません）と答える時期を経て、Yo（私）
と答えれるようになったのは３ヶ月以上経てからだ
ったと記憶しています。最終的には私自身も列に並
ぶ前には Ultimo? と当たり前に尋ねれるようになり
ましたが、かなり長い期間 No hablo espanol と答
えていたので、さぞかしその場を共にしたキューバ
人は迷惑されていたに違いありません。
　また、キューバの人の使う「後で」と、日本人の
使う「後で」には大きな違いがあります。日本人が
習慣的に使う「後で」は、遅くともその日の内に対
応しますが、キューバ人の「後で」は、その日の時
もあれば、何日も後になることが多々ありました。
また、時間の約束ができません。日本人は一緒に食
事する時間を決め、そこから逆算して準備をすると
思いますが、キューバ人は何時にという約束をほと
んどしません。夕食を一緒に食べることになって、
何時に行きますか？と尋ねてもシャワーを浴びて連
絡すると言って、すぐにシャワーを浴びるのかと思
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いきや、そうではなく、こちらが待ちくたびれてま
だですか？と催促した後に、これからシャワーを浴
びるので、終わったら連絡するといった具合です。
例え時間が約束できたとしても、30分から１時間程
度の遅刻は当たり前です。バス停はありますが、時
刻表は無く、そもそもキューバのバスは、来るか？
来ないか？の二者択一です。したがって、大学の授
業でも遅刻が悪いこととは誰も思っていません。ま
た、雨が降ればすぐに道路は冠水し、通行止めが至
る所で発生します。大学の授業も雨が降れば学生た
ちは遅れて来るか？来ないか？私は電動バイクで通
勤していたので、多少の雨でもカッパを着て通って
いたため、遅刻や欠勤はありませんでしたが、スペ
イン語の先生はバス通勤だったので、雨が降ると授
業が無くなるため、最初は何の連絡もない休講に随
分戸惑いました。さらに、雨が降ると普段から利便
性の悪い交通機関がさらに悪くなるため、教職員は
夕方のスコール前に帰宅してしまい、大学の図書館
等もそれに合わせて閉鎖されます。一番困るのは駐

輪場で、管理人がいて、授業は17時まであるのに、
管理人が15時に帰宅してしまうため、それに合わせ
て帰宅させられます。日本は管理人がいなくても大
学等で駐輪場にバイクを置き続けることができます
が、キューバでは管理人無しにはバイクを置くこと
が許されず、管理人の帰宅時間に合わせて帰らなけ
ればなりません。さらに、インフラも未整備なため、
雨が降ると停電や断水は頻繁に起こり、昨年９月に
ハバナを直撃したハリケーン・イアン到来時には、
長い所で５日間の停電、その後、２週間は物資の輸
送が止まり、ハバナ市内から水や食べ物がなくなり、
事前に日本大使館からメール連絡のあった「２週間
の水と食料の確保を！」の意味が、後でよくよく理
解できました。スポーツ大学のある地区は計画停電
で、授業期間でさえ電気の無い日が当たり前のよう
にあり、当然大学の wifi も途絶え、それでも真っ
暗な教室で授業をする先生やそれを受ける学生の姿
には、尊敬の念しかありませんでした（図）。
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３）私自身の壁
　言葉の壁も文化の壁も大きかったのですが、最も
大きく立ちはだかったのが私自身の壁です。これは、
私がこれまで自分の中で決めたルールや習慣、日本
の生活で培われたあたりまえやまともと言った思考
の固定概念が最後の最後まで邪魔をしました。日本
では当たり前のことが、キューバでは当たり前では
なく、自分の思い通りにならないことが発生し、戸
惑うことがしばしばありました。まずは停電の多さ
です。日本でいかに電気に頼って生きていたのかを
思い知らされました。また、大学の wifi も１週間
以上繋がらず、ネット検索などが全くできないこと
です。これもネット社会に依存して生きている自分
を思い知らされました。日本は至る所に公共トイレ
が整備されていますが、キューバにはとにかくトイ
レがありません。あっても鍵が閉まっていて、開い
ていても鍵が閉まらず、何者かに荒らされたかのご
とく汚れていて、便座やトイレットペーパーの備え
は無く、汚物はそのままで水は流れず、手洗いの水
道も出ず、しかも空港やドライブインのトイレの出
入口で金を取られると言う想像を絶する状況でし
た。大学のトイレでさえ、校舎の２階から５階に設
置されていながら、２階以外は全て鍵がかけられて
いて使えず、しかも２階は男女のどちらかのトイレ
しか開いていない時もあり、水が流れないため汚物
は朝から残りっぱなしといった具合です。帰国して
大学のトイレにトイレットペーパーが山積みしてあ
る光景を写真に収め、すぐにキューバの大学の先生
方に日本の大学のトイレと自慢しました。
　レストランではスペイン語のメニューが読めず、
英語のメニューを頼むと値段が上乗せしてあり、日
本では写真でメニューの紹介は良くありますが、キ
ューバでは一切なく、出てくるまでどんな料理が来
るのかドキドキしながら待たなくてはなりません。
先述した店に入るための列も、店員が指示した場所
に並ばないと上から目線で注意されます。また、交
通ルールは大型車ほど優先され、人は最後です。ア
ジア人を見ると必ずと言って良いほど「チノ！（中
国人の意）」と呼ばれ、ピザなどを頼んで順番待ち
して自分の番になると、必ず「チノ！」と呼ばれま
す。日本ではエスカレーターが止まっていると驚く
のですが、キューバでは動いているのを見て驚く自

分がいました。大学が停電になり、図書館も閉鎖さ
れ、wifi も使えないため仕方なく家に帰ると家も停
電ということも何度もありました。夕方にシャワー
を浴びようとすると突然のスコールで停電して断水
し、途中で浴びれなくなったり、パスタに使うボロ
ネーゼソースがある店に大量入荷され、取りあえず
数日分を買って、来週また買いにこようと思って行
くと完売して、二度とその店には入荷されなかった
り。「できることを今すぐに！」と何度も言い聞か
せても、常に後回しにしてしまう自分がいました。
本学の授業で教職科目を担当し、学生には何年も生
きる力の育成を説きながら、自分の生きる力の無さ
に落胆し、反省し、その都度、本当の意味での生き
る力とは何か？を自問自答しました。キューバで過
ごしたお陰で、渡航前より少しは生きる力が身に着
いた気がしますが、これをいつまで継続できるか？
真の生きる力を見出して、学生に説くにはまだまだ
時間がかかりそうです。

３．おわりに
　在外研究中の2023年３月に、スポーツ科学部の上
原吉就教授が出張で１週間程度ハバナに滞在されま
した。その時はハバナの街のどこを探してもトイレ
ットペーパーが無く、日本から買って来て頂くよう
に依頼して、最高品質のトイレットペーパーはもち
ろん、生活用品や食材を沢山差し入れして頂きまし
た。短期間滞在した感想をお伺いすると、スコール
も無い安定したお天気続きの時期で、治安も良く、
とても快適に過ごされた様子でした。しかし、住む
となると話は180度異なり、衣食住全てにおいて不
便で仕方ない国です。しかし、どことなく筆者が幼
少の頃過ごした日本の田舎と似ており、アメリカ等
に１週間以上滞在すると、なぜかハバナに戻ってホ
ッとする自分がいたのも確かです。
　私は福岡大学在学２年次に、ウォッシュバン大学
への研修に参加したことが人生初の海外旅行でし
た。母校に教員として戻った２年目の2015年にはネ
ブラスカ州立大学へ教授法の研修に派遣して頂きま
した。そして、今回の在外研究が本学からご支援を
頂いた３度目の海外研修となりましたが、全てにお
いてがかけがえのない経験を積ませて頂きました。
　キューバは日々変化しており、どういう国かとお
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伝えするのがとても難しいのですが、日本と言う国
の素晴らしさを認識し、日本人であることに誇りを
持つべきだと思いました。また、キューバにいる時
に研究らしい業績は何一つ残すことができませんで
した。しかし、文化の異なる国で生き抜いた経験を
書き綴った滞在記と撮り続けた写真は手元に残りま
した。既にキューバでの生活は夢物語と化し、直面
した３つの壁の克服には至りませんが、在外研究期
間に出会った人・物・事に心より感謝し、有事の際
にさっと引き出せる準備だけはしておきたいと思い
ます。
　最後に、在外研究が決まってから延長期間も含め、
帰国までの長きに渡りご支援頂きましたスポーツ科
学部教職員皆様に、この場をお借りして御礼申し上
げます。
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１．本学会について
　人が人として生きていくための基礎的な教育をす
べての人へ。基礎教育保障学会は、子どもが義務教
育をきちんと受けることができる社会を基本としつ
つ、就学前教育、職業教育、成人識字教育なども含
めた幅広い教育を受けることができる社会の実現を
めざしている。実践と政策を後押しするような研究
の蓄積をめざして、2016年に設立された。
　本学会は、学術性を保ちつつ、研究者、実践者、
行政関係者、議会関係者、市民、当事者による共同
探究ネットワークとしての新しい学会のかたちを追
究している。日本学術会議の協力学術研究団体とし
ては、おそらく最も安い会費設定だろう。常勤研究
職5000円、任期付などのそれ以外の研究職および実
践者などは2000円、大学院生など1000円である。毎
年、学会誌（オンライン）の発行と、研究大会を開
催する一方で、文科省等への要望書の提出など「物
言う学会」でもある。
　私は、設立準備会から関わっており、事務局長を
拝命して４年目を迎える。この度、本学で第８回研
究大会を開催させていただいた。14名からなる現地
実行委員会を組織して１年がかりで準備にのぞん
だ。

２．大会の概要
　第８回研究大会は、2023年９月２日（土）～３日

（日）に、本学10号館１階を貸切って開催した。また、
会員の休憩室として「オアシス」も開放していただ
いた。対面参加を原則としつつ、Zoomによるオン
ラインでの参加もできるようにした。できるだけ多
くのひとに参加してもらうために、会員1000円、会
員外は2000円とした。参加者はのべ230名（オンラ
イン含む）、４年ぶりの交流会も開催することがで
きた。

　９月１日の大会前夜は、オプショナルプログラム
として「九州唯一の公立夜間中学『福岡きぼう中学
校』に学ぶ」を実施した。
　９月２日の大会初日は、自由研究発表・実践報告
からはじまった。研究発表だけでなく、実践報告も
ある点が本学会の特徴でもある。合計14本の発表が
あった。昼食時は、理事会を開催する関係で２時間
と長かったが、希望者はワークショップ「市民リテ
ラシーの醸成～すべての人に居心地の良い社会を」

（企画：早稲田大学宮崎研究室）に参加してもらった。
総会をはさんで開催した、現地校企画「福岡の基礎
教育を支える実践リレートーク」では、公立夜間中
学、自主夜間学、困難を抱える子どもの支援、非行
青年の支援、ソクール・ソーシャルワーカーが登壇
した。４年ぶりの懇親会は大盛況であった。単なる
飲み会や「内輪の同窓会」にならないよう、対話と
出会いがある懇親会になるよう心がけた。途中で、
マイクを回して感想を述べあう時間を設けたり、半
ば強制的にテーブル移動を促したりした。参加費で
用意するのは料理のみとし、ドリンクは飲む分を各
自で購入するシステムにしたのも好評だった。
　２日目は、特定課題研究からはじまった。これは
本学会の研究委員会が主催するもので、ここ数年は

「識字・リテラシー」をテーマに議論を深めている。
今回は、「多様なマイノリティにとってリテラシー
とは何か？」をテーマに、目のみえない方、耳の聴
こえない方、在日コリアンの夜間中学教師に登壇し
てもらった。日本社会にあっては、手を用いて日本
語で読み書きができることがリテラシーの基本とし
てイメージされているが、日本語を母語としないひ
と、手話言語を用いるひと、点字などの触察ならば
可能なひと、手での読み書きは困難だが音声ソフト
を活用することで解決しているひと、読字障害があ
るひとなど多様な人々がいることを浮き彫りにする

基礎教育保障学会　第８回研究大会開催報告

人文学部教授　添　田　祥　史
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のがねらいであった。圧巻のシンポジウムであった。
　２日目の午後は、国勢調査活用プロジェクトの公
開学習会であった。このプロジェクトは、私が代表
を務めており、科研(C）「基礎教育保障に資する国
勢調査データの整理・活用・共有に関する学際研究」
の助成を得ながら進めている。2020年国勢調査では、
最終学歴区分の変更があり、「未就学」に加えて「小
学校卒」の選択項目が追加された。これを活用する
ことで、夜間中学などの設置増進を後押しするよう
な無料のデータベースと全都道府県のレポートの公
開をめざしている。今回は、国勢調査の最終学歴区
分の変更を長らく求めてきた夜間中学増設運動の実
践者、国勢調査データを用いて義務教育未修了者の
実像を統計的に分析してきた研究者に報告をいただ
いた後で、社会学、デザイン学を専門にする研究者
からコメントをいただいた。
　以上の模様は、学会誌『基礎教育保障研究』第８
号（2024年８月頃刊行予定）で紹介がある。即時一
般公開され、誰でも無料でダウンロードできるので、
関心のある方はお読みいただければと思う。

３．大会の意義と成果
　本大会の意義と成果として、３点あげておきたい。
　第一に、基礎教育保障の必要性について改めて確
認しつつ、さらに新たな課題や探究の視点について
の問題提起があったことである。

　第二に、夜間中学の新設が進む九州において、現
場に有益な情報を提供できたことである。2024年度
には北九州、大牟田市、佐賀県、宮崎市での開校が
決定している。会場には、行政関係者の姿もあった。
今回、文科省と九州内の全県及び夜間中学設置を検
討している市の教育委員会に対して名義後援があっ
たことも参加しやすかったという。
　第三に、福岡の基礎教育保障をめざすひとびとの
つながりを広げ、深めることができた点である。と
くに、現地実行委員会の仲間と一緒に仕事をできた
ことは、私にとっても大きな財産となった。

　最後に、研究推進課の協力に感謝申し上げる。立
て看板の設置、パネルの貸し出しなどの手厚いサポ
ートのおかげで、参加者を気持ちよく迎えることが
できた。

会場校企画の様子

チラシ表面 チラシ裏面
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１．日本環境変異原ゲノム学会とは
　日本環境変異原ゲノム学会の説明を少しさせてい
ただきます。
　本学会の前身である日本環境変異原学会は1972年
に結成され、特に公衆の健康に重大な関係を有する
変異原とこれに関連する基礎研究の推進、並びに関
連情報・技術の伝達を目的として活動してきまし
た。2021年より学会名を日本環境変異原ゲノム学会

（JEMS）と改めた本学会は、産・官・学メンバー
が率直に意見交換できる風土を引継ぎ、遺伝毒性物
質の検出・同定・代謝・機序の研究推進や標準試験
法の確立、食品添加物・農薬・環境汚染物質・医薬
品・化粧品・労働安全にかかわる基準の決定と規制
の実践・教育に大きな役割を果たしています。

２．JEMS第52回大会のテーマ
　さて今回の福岡大学での日本環境変異原ゲノム学
会第52回大会のテーマは、「変異とは何か？」とし
ました。日本環境変異原ゲノム学会（JEMS）は、
その名前の中に変異をいう言葉を用いています。化
学物質によって誘発され、がんに繋がる「変異」も
あれば、近年多く耳にすることになったコロナウイ
ルス中に次々と生じ、恐ろしさを感じた「変異」も
あります。これらいずれの「変異」も生物化学的な
現象であり、我々の想像以上に、生活に多くの影響
与えるものであると考えられます。よって、この大
会では、「変異」が人、生物、社会に与える影響を
議論し合う大会としました。

３．研究会
　本年次大会は、11月11日と12日の２日で行われた
のですが、実際にはこの前日に理学部の18号館にお
いて日本環境変異原ゲノム学会の評議員会および研
究会も開催されました。研究会においては、微生物
を用いる研究（BMS 研究会）および哺乳動物を用
いる研究（MMS 研究会）の２つが、同時間に別々
のところで行われていました。どちらの研究会も
100名ほどの参加者があり、それぞれのシンポジウ
ムが行われました。特に MMS 研究会では、今回の
大会のために海外からお呼びしたカナダの保健省プ
ロジェクトチーフの Paul A. WHITE が講演される
ということで、大盛会となりました。

４．シンポジウム
　本年次大会のシンポジウムは、A棟の地下１階の
AB01教室で行われました。こちらも多くの先生方
のべ400名ほどが参加されました。２日間の本大会
の中でシンポジウムは、６つのセッションで構築さ
れました。学会構成員としては、産・官・学メンバ図１：本大会ポスター

日本環境変異原ゲノム学会第52回大会の開催

理学部教授　倉　岡　　　功
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ーがいますので、まずはすべての先生方に来ていた
だきやすいように、それぞれのセッションを産・官・
学の分野で分け、それぞれのトピックスを講演して
いただきました。産）では、二酸化チタンの健康影
響と海外規制の動向について、官）では、変異原・
発がん等の生体影響プラクティカル評価について、
学）では、新視点で迫るアルデヒドストームの生体
影響についてのシンポジウムを。これに加えて海
外講演者による Genotoxicity Assessment of PAHs 
and Related Compounds in the Environment－East 
Asa Issues と題して、シンポジウム、および九州
枠として、「生物と変異」と題した、九州において
変異を研究されている先生方をお呼びしてのシンポ
ジウム、さらに温故知新と題して、この分野に大き
く貢献された先生として、大阪大学名誉教授田中亀
代次先生に「遺伝子の損傷、修復とヒト遺伝疾患」
と題した講演をしていただきました。

図２：シンポジウムの様子

５．ポスターセッション
　ポスターセッションにおいては、113演題のポス
ター発表が、中央図書館「ひだまり」で行われました。
　予想されたよりも多くのポスターセッションとな
りましたので、２日間の中でにポスター番号の奇数
と偶数で発表日を分けて、１時間の発表をお願いし
ました。
　また本大会では、高校生にもポスター発表の機会
を提供しました。ホームページおよびパンフレット
で事前に宣伝したことで、最終的に４校９演題のポ
スター発表が行われました。

（あくまでの大会会長の感想にはなりますが、一番
遠いところからでは、埼玉県の高校からも演題発表
があり、少々驚きました。）

６．他の企画
　ポスターセッションの時に、リラックスして議論
できるように、コーヒーラボにお願いし、美味しい
コーヒーとお菓子を提供していただきました。
　また、育児中の学会員の方々が参加しやすいよう
に、無料で託児室を設営しました。

７．所感
　2022年から2023年学会の準備においては、コロナ
禍ということでオンラインでの大会開催が非常に多
い状況でした。しかし実際の本大会は久しぶりに一
同に会して多くの参加者と直接対面での意見交換を
することができ、研究への熱意を肌をもって実感す
ることができました。互いに大きな刺激をなったよ
うに感じます。また、高校生の参加ということから、
学会としての役割が基礎研究のみではなく、若いせ
だいへも繋ぐという教育の重要性も同時に感じるこ
とができ、学会員にとっても非常に有意義な時とな
ったように思いました。

最後に
　本年次大会の準備運営に関して、福岡大学の多く
の関係者（研究推進部、総務、理学部）さらに倉岡
研究室のメンバーの手助けがありました。個人的に
は多くの助けがなければ、大会は開けないことを痛
感した次第です。この場をお借りして、心から感謝
したいと思います。どうもありがとうございました。

図３：高校生ポスター
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１．大会の概要
　第67回土木計画学研究発表会・春大会が、2023年
6 月 3 日から 4 日の 2 日間にかけ本学ヘリオスホー
ル、 8 号館、A棟において開催された。土木計画学
研究委員会は土木学会の学術研究グループ（調査研
究部門）の一つとして1966年 8 月に設立され、年 2
回（春大会・秋大会）の研究発表会を実施している。
発表される主な分野は、土木計画論、都市計画、景
観計画、交通現象分析、交通基盤計画、交通運用管
理など、多岐にわたる。
　本大会を開催するにあたり、大会運営小委員会メ
ンバーである金沢大学と京都大学の先生方に加え、
筆者と、学内で土木計画学を主な研究分野とする同
学部の柴田教授、田部井助教、池田助手の 6 名で開
催校実行委員会を立ち上げ、前年度より開催に向け
た準備を行った。

２．ポスターセッション
　 1 日目午前中には60周年記念館（ヘリオスホール）
を使用しポスターセッションを開催した。前後 2 部
制で合計約120編のポスター掲示・発表があり、多
くの参加者を交えた活発な議論が行われた。
　本大会のポスターセッションでは、ポスター発表
１件につき85分のコアタイムを設けており、その間
参加者からの質疑に対応するほか、学生による発表
についてはコアタイム中に学術小委員会が審査を行
い、優秀ポスター賞を選出する。本大会では計 8 名
の優秀ポスター賞が選出された。

３．口頭発表セッション
　 1 日目午後から 2 日目にかけて、本大会のメイン
セッションである口頭発表が、全 9 会場に分かれて
全64セッション行われた。それぞれのセッション会
場で発表者と多くの参加者による活発な議論が行わ

れた（写真 1 ）。口頭発表では新型コロナウイルス
の流行に関連したセッションをはじめ、交通安全対
策や公共交通、防災計画といった様々なセッション
が立ち上がり、学生から研究者、民間企業など、多
岐にわたる参加者からの発表があった。
　口頭発表セッションは 8 号館の中でも比較的収容
人数の多い教室で開催したが、写真 1 のように各会
場で満席に近い聴講者がいたのが印象的であった。

４．特別論文セッション
　春大会では、充実した議論を実現するために特別
論文セッションを実施することとなっている。１件
あたりの持ち時間を45分（発表25分、コメント10分、
討議10分）と長く取り、 1 件ずつにそれぞれを専門
とするコメンテータをつけるのが特徴である。
　本大会では 5 編の特別論文が採択され、 1 日目午
後にセッションが設けられた。それぞれの発表で時
間を有効に活用した活発な討議が行われた。

５．分野横断型セッション
　春大会では研究に用いた方法論に注目した分野横
断的区分によるセッションも構成される。方法論に
ついては主に、「新分析手法」「理論モデリング」「統
計分析解釈」「海外事例」を対象に構成される。
　本大会では方法論を対象に 5 編の論文が採択さ

写真１：口頭発表会場の様子

第67回土木計画学研究発表会・春大会開催報告

工学部教授　辰　巳　　　浩

― 64 ―

学術集会だより



れ、 2 日目午前中に 2 セッションが立ち上がり、発
表者とコメンテータ、参加者による活発な議論が行
われた。

６．ランチョンミーティング
　 2 日目のお昼休みに、大教室（826）を活用した
ランチョンミーティングが開催された。多くの聴講
者の中、ランチョンミーティングでは研究発表会委
員会報告として、大会開催状況報告、優秀ポスター
賞の表彰、今後の研究発表会の概要報告などがなさ
れた。
　また土木計画学研究委員会に関連し、学術小委員
会より土木学会論文集の投稿状況などが報告された
ほか、幹事会よりコロナ関連の調査報告がなされた。

７．おわりに
　新型コロナウイルス感染症 5 類以降、本学会の春
大会は実に 4 年ぶりでの対面開催であり、かつ前日
には台風の接近で飛行機の欠航などが危ぶまれた
が、当日は台風の影響もほとんどなく、全国各地か
らコロナ前と同水準の多くの参加者があり、無事に
開催することができた。同年 3 月の地下鉄七隈線延
伸開業により、参加者からはアクセスの面でも非常
に好評であり、かつ土木計画学として地下鉄延伸は
学術的な価値のある側面も持つことから、本学で開
催することに大きな意義があったといえるだろう。
合計参加者数は約730人、発表論文数は約300編とコ
ロナ前とほぼ同水準の多くの参加と活発な発表・討
議が行われ、非常に有意義な全国大会開催となった。

謝　辞
　開催に当たっては、全面的にバックアップをいた
だいた研究推進課をはじめ、教室使用では用度課の
ご担当者様、ヘリオスホールの使用と 2 日間にわた
る食堂の運営については学生課のご担当者様に、ま
たそのほか学内の多くの方に多大なるご協力・ご支
援をいただいた。また大会の準備・運営については、
工学部社会デザイン工学科交通・都市システム研究
室、景観まちづくり研究室の多くの学生にご協力い
ただいた。この場をお借りして御礼を申し上げたい。
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はじめに
　公益財団法人化学工学会第54回秋季大会が、2023
年９月11日（月）～ 13日（水）の３日間、福岡大
学において開催された。本学での開催は2006年の第
38回大会以来２度目となる。第38回大会は前年に七
隈線が開業したことから本学が会場に選ばれたとの
ことであり、今回は七隈線が博多駅まで延伸が完成
することから会場を引き受けたものである。化学工
学会としても新型コロナが５類感染症に変更された
後の最初の大会であり、今後の開催方法を検討する
上で重要な大会であった。

化学工学会および化学工学について
　化学工学会は、1936年に化学機械協会として発足
し、1956年に化学工学協会、1989年に化学工学会に
名称を変更して現在に至る。化学工学会には専門別
の14の部会（バイオ、超臨界流体、エネルギー、安全、
エレクトロニクス、材料・界面、環境、化学装置材料、
基礎物性、粒子・流体プロセス、熱工学、分離プロ
セス、反応工学、システム・情報・シミュレーショ
ン）および地区別の７つの支部（北海道、東北、関 
東、東海、関西、中国四国、九州）がある。学会の
本部大会として、３月の年会（関東・関西支部）と
９月の秋季大会（地方支部）を開催しており、順番
により今回の秋季大会は九州支部担当であった。

　化学工学は化学のための工学として20世紀初頭に
発展し、合理的な化学プロセスの開発・設計・操作
を目的とする学問であり、化学を主とするプロセス
の総合工学である。このため化学工学は化学のみな
らず、製鉄、金属精錬、繊維、プラスチック、紙パ
ルプ工業、食品、医薬品、半導体などの各産業、さ
らに石油精製、原子力などのエネルギー産業などに
活用されている。現在ではカーボンニュートラルや
電池材料などの新素材がホットなキーワードになっ
ている。

今回の大会について
　８号館および10号館の22会場を使用して、３日
間（一部は10日（日）に開催）で51件のシンポジウ
ムが開催された。今回は特別にすべての会場がハイ
ブリッド（オンサイトとオンラインの併用）であっ
た。コロナ禍にあった過去３大会はオンライン中心
で発表件数は800件半ば（前年の第53回大会は口頭
642件、ポスター 209件の計851件）であったのに対
し、今回は口頭720件、ポスター 333件の計1053件（前
年の２割増し）であった。
　本大会のトピックス的なシンポジウムを２つ紹介
する。まず、特別シンポジウムとして「2050年カー
ボンニュートラルへの道」が会期前日の10日午後に
開催された。九州を中心としたカーボンニュートラ
ルへの取組みに関する５件の招待／依頼講演が行わ
れ、引き続きパネル討論会が開催された。会期前日
ということもあり、オンラインで参加された人が多
かったようである。次に、大会初日に化学工学ビジ
ョンシンポジウム「第十二回 水素・アンモニアサ
プライチェーンの社会実装に向けて」が開催された。
水素は扱い難い物質であるがそれをアンモニアにす
れば扱いが容易になるということで、現在日本では
水素キャリアしてのアンモニアに注目している。ア

化学工学会第54回秋季大会の開催について

工学部教授　鈴　川　一　己

大会の風景写真　左：正門、右：ポスター会場
（写真：化学工学会・木村徳孝氏撮影）
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ンモニアは一般的に通常高温・高圧下（ハーバー・
ボッシュ法）で製造されているが、省エネでアンモ
ニア合成するための触媒開発や燃焼したときに発生
するNOxを発生しないアンモニアの燃焼技術開発
などが進められている。６件の招待講演のタイトル
を列記すると、「水素保安に関する経済産業省の取
組について」、「カーボンニュートラル燃料としての
水素・アンモニア－産総研での技術開発の紹介－」、

「サプライチェーン実現への寄与を目指したアンモ
ニア合成・分解触媒の開発」、「アンモニア発電技術
開発の現状と実装に向けた取り組み」、「周南コンビ
ナートにおけるアンモニアサプライチェーン構築へ
の取組み」、「燃料アンモニアバリューチェーンの社
会実装に設けて」である。
　大会の重要なイベントの一つが懇親会である。３
月の年会はコロナ対策のためホテルで100名という
人数制限を設けて開催されたが、本大会では「陽だ
まり」において従来どおりの立食形式で開催された。
松方正彦化学工学会会長の挨拶に続き、朔啓二郎学
長に祝辞を頂き、九州支部長（鈴川）の乾杯の発声
により開始された。４年ぶりの通常開催であり、参
加者は300名を超え、陽だまりが狭く感じたもので
ある。
　今回の全参加者数は2138名であり、このうち現地
参加者はその８割弱の1657名であった。現地参加者
数だけでも2006年の参加者数を大幅に上回ってい
る。このため小さな会場では希望者が入らなかった
会場もあったようである。

おわりに
　実は化学工学会会員は福岡大学での大会開催に大
変ネガティブな印象を持っている人が多かった。17
年前の第38回大会では開催二日目に台風が襲来し、
二日目の発表、学長の特別講演、懇親会がすべて中
止になり、大きく混乱したようである。今回の大会
開催を前に松方会長が「九州には台風に好かれる人
がいるようである」と理事会で冗談を言われたほど
である。前回の汚名挽回のためにも「台風よ来るな、
天気も良くなれ」と願っていた。結果、一時的に雨
が降ったものの全体的に天候にも恵まれ、大きなト
ラブルもなく無事に終えることができた。博多駅か
らのアクセスも格段に好転し、正門からの見通しも

良く、会場もコンパクトにできたため、福岡大学の
印象も大幅に改善して頂けたものと思っている。事
実、本部側より「近年の大会の中で最も盛況であっ
た」と後日開催された学会理事会で報告がなされた。
　最後に、本学で秋季大会を開催するにあたり、会
場使用でお世話になりました大学の関係部署の皆
様、昼食／お弁当／懇親会でお世話になった各食堂
の皆様、会場支援に活躍して頂いた学生の皆様に感
謝致します。
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　令和５年10月26日，27日及び28日の３日間で福岡
大学病院メディカルホールにおいてクロマトグラフ
ィー科学会主催の第34回クロマトグラフィー科学会
議を開催した。この数年におけるコロナ禍の社会
的・経済的影響は極めて大きく，学会活動も停滞の
一途を辿ってきた。とくに若者への影響は甚大であ
り，対面での交流によって人間的にも知的にも成長
できる大切な機会を結果的に奪ってしまったことは
非常に残念であったと思われる。これを鑑み，本会
は参加者の方々への安全を配慮しつつ，現地会場で
の「対面開催」を基本とし，学会賞および奨励賞受
賞講演，依頼講演のほか，一般講演（口頭・ポスター），
技術講演等を実施した。会期を通じてクロマトグラ
フィー関連の新しい技術と応用についてご発表をい
ただき，講演者をはじめ160名を超える参加者と共
に活発な意見交換がなされ，大変盛況な学会を開催
することができた。
　以下，詳細を報告する。

図１：メディカルホール内ロビー受付にて

１．クロマトグラフィー科学会について
　クロマトグラフィー科学会は，いわゆる「分離分
析」の手法として代表されるクロマトグラフィーに
関する基礎ならびに応用研究の発展向上を図り，ク

ロマトグラフィーの研究者および技術者の連携と交
流を深め，もって科学技術と文化の向上に寄与する
ことを目的として1989年１月に発足された学会であ
る。その目的のため，毎年，６～７月頃にクロマト
グラフィーシンポジウム，10月～ 11月頃にクロマ
トグラフィー科学会議の開催をはじめ，講演会，セ
ミナー，ワークショップ及び見学会などを開催し，
年に３回の学術論文誌（インパクトファクター付）
の刊行も行っている。

２．第34回クロマトグラフィー科学会議の概要
　本科学会議では，学会賞および奨励賞受賞講演，
一般口頭発表，一般ポスター発表，招待・依頼講演
からなるプログラムが３日間にわたり開催された。

（１）受賞講演
　学会賞受賞講演では，本学薬学部の元職員である
轟木堅一郎 教授（現・静岡県立大学薬学部）より「液
体クロマトグラフィーを基盤とした抗体医薬の新規
分離分析法の開発」と題して，近年急速に発展して
いる抗体を利用した医薬品の分析・解析手法などを
中心に，ご自身がこれまで行ってきた研究について
講演された。また，奨励賞受賞講演では，九州大学
大学院薬学研究院の石井千晴 助教から「キラルア
ミノ酸の二次元 LC-MS/MS 精密定量法開発と内在
性含量制御機構および加齢性疾患における含量変化
の解析」と題して，生体内における微量キラルアミ
ノ酸の分析技術の開発と，特定の疾患との関係性な
どについて講演された。

（２）一般講演
　本クロマトグラフィー科学会議では，21件の一般
口頭発表及び42件のポスター発表があった。
　一般口頭発表は３日間で７つのセッションに分

第34回クロマトグラフィー科学会議を開催して

薬学部教授　巴　山　　　忠
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け，１演題あたり15分（質疑応答の時間込み）の発
表をメディカルホール内メインホールにて行った。
ポスター発表については，メディカルホール２階の
同窓会ラウンジにて行った。２日目および３日目の
２セッションに分け，それぞれ21件ずつのコアタイ
ムを１時間に設定して行った。口頭・ポスター発表
ともに，非常に熱のこもった活発な質疑・討論が随
所で見られ，本クロマトグラフィー科学会議の成功
を確信せしめた。

図２：メインホール内口頭発表会場

図３：同窓会ラウンジ内ポスター発表会場

（３）招待・依頼講演
　次に，招待・依頼講演について紹介する。本クロ
マトグラフィー科学会議では，専門分野にとらわれ
ることなく，種々の分野にてご活躍の４名の講師を
お招きしてご講演をいただいた。一日目は，九州大
学大学院農学研究院の田中 充 准教授から「食品成
分の生体利用性評価のための分析化学的研究」とい
うタイトルにて，食品成分の生体に対する活性評価

やその方法論開発などについてご講演をいただい
た。二日目には，本学工学部の三島健司 教授より

「高圧力技術の工業への応用」と題して，超臨界流
体技術を用いた工業的利用法などについて詳しくお
話いただき，さらに佐賀大学医学部附属病院の島ノ
江千里 教授より「LC-MS/MS 分析による疾患予防
に向けた疫学研究」というタイトルにて，近年とく
に重要視されている疫学的研究の基礎から応用まで
をご講演いただいた。最終三日目には，熊本大学大
学院先端科学研究部の大平慎一 教授より「溶液イ
オンのハンドリングによるインライン分離同時濃縮
の展開」と題して，溶液化学と膜によるイオン種の
前処理や検出に関する研究についてご講演をいただ
いた。
　いずれの講演者からも基礎的な内容から，当該研
究分野における最新の動向やご自身の研究内容につ
いて非常に分かりやすく解説していただいた。とく
に若手の研究者にとっては非常に有意義かつ刺激に
なる講演であったと思われる。

３．おわりに
　本クロマトグラフィー科学会議は，対面開催とい
うこともあり，準備当初は若干の不安があったが，
協賛企業を含む多くの方々の多大なご支援のもと開
催することができ，かつ盛況のうちに終えることが
できた。この場をかりて御礼申し上げたい。また，
開催に当たって，様々な問題への対応や前準備に尽
力してくれた実行委員や学生スタッフはもちろんの
こと，開催申し込みの時点から様々お手配をいただ
いた研究推進課の方々には多大なご協力をいただい
た。記して深謝申し上げます。
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はじめに
　心不全パンデミックとは、今後、心不全の大流行
がやってくるということであり、心不全の患者数は
毎年 1 万人ずつ増加し、2030年には130万人に達す
ると推計されている［1］。心不全は、ステージ A、B、
C、D の 4 期に分類されている［2］。ステージ A は、
心不全症状はないが、高血圧や糖尿病などを罹患し
ている時期である。ステージ B は、虚血性心疾患
などを発症している時期であり、心不全発症のステ
ージ C への進展予防が重要である。ステージ C、D
期は、心不全期であるがその増悪の早期発見が必要
である。今後、心不全発症や増悪の早期発見が可能
な安価で簡易な先端医療機器開発が注目されてい
る。本研究所では、先端機器開発として 3 つの取り
組みを実施中である。１つは、短期血圧変動測定に
よる心不全発症および増悪の予測、2 つ目は、経皮
的胸腔内評価ディバイスによる胸腔内診断システム
の構築による心不全発症および増悪の予測、3 つ目
は、心不全慢性期・在宅医療の現場で AI を活用し
たテーラーメイド医療の構築による心不全増悪の予
測の研究を進めている。今回は、心不全慢性期・在
宅医療の現場で AI を活用したテーラーメイド医療
の構築による心不全増悪の予測の研究について報告
する。

在宅医療への参加
　心不全患者は、「病院完結型医療」から「地域完
結型医療（在宅医療）」へ移行される場合が少なか
らずある。非循環器専門在宅医による心不全への経
験不足から、患者が再入院を繰り返す現状がある。
医療従事者と患者・家族が事前に話し合うアドバン
ス・ケア・プランニング（ACP）も、日本循環器
学会／日本心不全学会の「急性・慢性心不全診療ガ

イドライン（2017年改訂版）」ではクラス I として
推奨されているが、普及は不十分である［3］。
　福岡大学病院循環器内科では、急性期病院医師の
在宅医療への経験不足の克服のために在宅医療へ参
加し、急性期病院の医師では確認することが困難な
患者個々のリアルな生活環境を確認し、施設や在宅
看取りの現状を把握することとした。また、非循環
器専門在宅医の連携を模索し、在宅心不全患者に必
要なケアについて調査した。
　当院に入院した心不全患者は、図 1 のような診療
により対応している。心不全患者に対し、迅速に急
性期治療を開始する一方、看護師、薬剤師、栄養士、
臨床心理士、理学 / 作業療法士は退院支援カンファ
レンスを開始する。また、心不全担当医師や心臓リ
ハビリテーション担当医師を含めた多職種で構成さ
れた心不全チームカンファレンスを行い、患者個々
の問題点を抽出し解決策を話し合っている。
　心不全地域連携は、当院を中心とした場合、回復
期、維持期の医療を行う転院、回復期を担う外来診
療、そして、主に維持期を担う在宅診療に分類され
る（図 2）［4］。当院が今回データを取得する連携在
宅医療クリニックは、循環器専門医が常勤し、日頃
より心不全患者の受け入れが行われ、24時間対応が
可能な施設である。
　連携在宅医療クリニックの対象心不全患者は、急
性期治療を終えた40名であり、約 1 年間のフォロー
アップを行った。本研究は、福岡大学医に関する倫
理委員会の承認後、書面により患者の承認を得た後、
データを収集した。
　当院からの紹介患者は 30%、その他の急性期病
院からの患者は 38% であった。また、14% は有床
病院、その他は自院外来やクリニックからの紹介で
あった。平均年齢86歳、男性の割合は48％であった。

心不全患者の在宅医療

心不全先端医療開発研究所長　三　浦　伸一郎
同 研究所員　志賀　悠平、末松　保憲、藤見　幹太、有村　忠聴
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療養環境（一人暮らし 0、同居 1、施設 2）は、1 が
多く、介護度（自立 0、要支援 1 ＝ 1、要支援 2 ＝
2、要介護 1 ＝ 3、要介護 2 ＝ 4、要介護 3 ＝ 5、要
介護 4 ＝ 6、要介護 5 ＝ 7）は、3 の要介護 1 程度
が多かった。また、障害高齢者の日常生活自立度（寝
たきり度）は、屋内での生活はおおむね自立してい
るが、介助なしには外出しない状態が多かった。さ
らに、認知症患者の日常生活自立度は、何らかの認
知症を有するが、日常生活は家庭内および社会的に
ほぼ自立している状態が多かった。駆出率低下型心
不全患者は、43％、NT-proBNP は平均 5726pg/ml
であった。ACP が行われている患者は 48% であり、
Do not Attempt Resuscitation（DNAR）の確認は、
50% で行われていた。約 1 年間のフォローアップ
結果は、全死亡率 28%、その 91% は心不全、9％は
がんを契機としていた（自宅看取り患者 80% であ
り、病院看取り 20%）。慢性心不全急性増悪患者は
38％であった。心不全加療における療養場所により
2 群に分類すると、在宅管理継続患者（在宅患者）
は 53％であり、入院管理患者（入院患者）は 47％
であった。在宅患者は、入院患者と比較し、男性
が多く、Body mass index が低く、NT-proBNP は、
18,502pg/ml と高値を示した。また、住環境に違い
はなかったが、介護度は要介護 3 程度、障害高齢者
の日常生活自立度（寝たきり度）は B1 程度、認知
症患者の日常生活自立度は IIa 程度と高かった。在
宅患者は、訪問看護ステーション利用が 100% であ
り、訪問リハビリテーション利用は 25% であった。
入院患者の訪問看護ステーション利用は 71% であ
り、訪問リハビリテーション利用は 0% であった。
在宅患者の ACP は 75% に行われており、DNAR
は 88% に確認されていたが、入院患者では、ACP
と DNAR は 57% と低値であった。

考察
　在宅医療へ移行する心不全患者は、急性期病院か
らの紹介が多く、重症度が高いため在宅看取りの方
針が多い。従って、1 年以内の全死亡率は 28%、慢
性心不全急性増悪は 38% と高率であった。しかし、
ACP の実施率は 48%、DNAR も約半数の患者と低
率であった。急性期病院では、急性期治療に専念し、
回復期や維持期に関わる医療を見据えたアプローチ

が不十分である可能性が考えられた。近年、多職種
による心不全チームを発足させた急性期病院が多い
が、実際には在宅療養の場での患者へのアプローチ
は十分ではないケースがあるのかもしれない［5］。
　入院管理患者の約半数は、介護負担の増大により
在宅医療の継続が困難となり入院管理となってい
た。在宅医療継続が切れないように、患者の情報共
有、意思決定支援、介護者負担軽減の 3 本柱を意識
したアプローチを行うことが急性期病院に求められ
ている。今後、このような問題点の解決に向けて
AI を活用した患者個々にテーラーメイド医療を構
築することが必要である。

おわりに
　急性期病院の医師は、心不全患者が直面する現状
と問題点を把握し、適切な管理を多職種医療者と連
携により作り出し、患者・家族の病識を向上させる
ことが重要である。
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図１：福岡大学病院循環器内科の心不全診療

図２：福岡大学病院循環器内科の心不全地域連携
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１．はじめに
　エネルギー物質利用技術研究所では、エネルギー
物質と呼ばれる反応性に富んだ化学物質の有効・安
全利用に向けた基礎研究を行っている。エネルギー
物質とは、分子構造に多量のエネルギーを内包し、
反応時には短時間に高温や高圧（大量のガス生成）
場を形成することができる物質の総称である。エネ
ルギー物質は、その特性を利用して産業用の爆薬や
ロケットを打ち上げるための推進薬などに利用され
てきた。我々の生活の中では、自動車用のエアバッ
グを衝突時に展開させるための装置であるインフレ
ータ（火薬の燃焼によりガスを発生する装置）内に
あるガス発生剤として利用されている。一方で、エ
ネルギー物質はその反応性の高さゆえ、取り扱いを
誤ると大きな事故に繋がることが知られている。
　エネルギー物質利用技術研究所では、このような
エネルギー物質の有効で安全な利用に向けた知見の
蓄積を目的とした活動を行っている。最近の研究活
動としては、上記で挙げたガス発生剤関連の研究に
加え、煙火（花火など）や宇宙探査衛星等の宇宙機
の姿勢制御や軌道投入のために利用されるエネルギ
ー物質に関連した研究を実施している。本稿では、
宇宙機用の推進剤として用いられているエネルギー
物質に関した研究活動について紹介する。

２．背景
　宇宙探査衛星などの宇宙機は、宇宙空間での姿勢
制御や軌道投入において、スラスタ（推進器）から
ガスを噴出することで目的方向に進む力を得る。こ
のときに推進剤の燃焼によって、高温・高圧のガス
を発生させて噴出する形式を化学推進と呼ぶ。
　現行の液体推進剤には、ヒドラジンやヒドラジン
の誘導体が使用されている。ヒドラジンは、予熱さ

れた触媒に吹き付けることで容易に分解し、高温の
生成ガスをノズルから噴出できる点などがスラスタ
として扱い易く使用されている。一方で、ヒドラジ
ンは人体に有害な物質であり、揮発性成分の濃度に
よっては爆発混合気を形成し得ることから、宇宙機
の打ち上げ前準備などには推進剤を取り扱うための
特殊防護服など、細心の注意が払われている。

３．研究概要
　本研究では、ヒドラジンに替わる新規推進剤とし
て、溶媒を用いずにエネルギー物質を液体化したエ
ネルギーイオン液体に着目している。一般的にイオ
ン液体は難燃性であるが、エネルギー物質を原料と
することで適切な条件の下で燃焼させることができ
る。また、イオン液体は極めて蒸気圧が低いことか
ら、蒸気の吸引暴露や、爆発性混合気形成のリスク
低減が期待できる。本研究で着目するエネルギーイ
オン液体の主成分は、アンモニウムジニトラミド

（ADN、NH4
+ N(NO2)2－）という物質である。ADN

の融点は 92°C のため、室温では結晶（固相）であ
る。ADN に融点が 110°C のモノメチルアミン硝酸
塩（MMAN、CH3NH3

+ NO3
－）というエネルギー物

質を当モル比で混合すると、混合物の融点は 10°C
付近まで降下し、エネルギーイオン液体を形成する
ことが分かっている［1］。（これは、路面の凍結防止
剤によって水の凝固点を下げることと同様の現象で
ある。）さらに、ADN/MMAN からなるエネルギー
イオン液体の融点を下げるために、融点降下剤とし
て尿素（Urea、CO(NH2)2）を添加した混合系が提
案されている。図 1 は、ADN、MMAN、尿素の分
子構造と、それらを質量比において 40：40：20 で
混合したときのエネルギーイオン液体調製時の経時
変化の写真［2］を示す。写真のように、それぞれの

エネルギーイオン液体の燃焼挙動に関する組成の影響

エネルギー物質利用技術研究所員　塩　田　謙　人
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粉末試料を混ぜ合わせると（①）、徐々に液体化が
進み（②、③）、60°C 程度で数時間加温し室温に戻
すと完全な液体となる（④）。

図１： ADN、MMAN、尿素の分子構造とエネルギーイオン液体
の調製時の経時変化の様子［2］

　筆者は、ADN を用いたエネルギーイオン液体の
さらなる組成探索を目的とし、組成を変更した際の
エネルギーイオン液体の燃焼挙動について検討を行
っている。特に、尿素と似たような構造（アミノ
基（-NH2）の一つがメチル基（-CH3）に置換）を
持つアセトアミド（CH3CONH2）は、ADN との融
点降下度や反応性が高いことが先行研究から明ら
かになった［1, 3］。そこで、ADN/MMAN/ 尿素およ
び ADN/MMAN/ アセトアミド混合系の燃焼特性
の比較を行った。燃焼試験は、チムニー型ストラン
ド燃焼試験機を用いた基礎燃焼試験を実施した。こ
の試験では、内径 9 mm、高さ 50 mm のガラス管

（一端は樹脂で蓋をしている）内にエネルギーイオ
ン液体を流し入れ、液面をニクロム線ヒーターで加
熱し、燃焼を開始させた際の燃焼挙動をハイスピー
ドカメラで撮影し、熱電対を用いて燃焼温度を測定
する。図 2 には、試験に用いたガラス管の写真と、
ADN/MMAN/ 尿素と ADN/MMAN/ アセトアミ
ドを 1 MPa で燃焼させたときの燃焼の様子の一例
を示す。図 2 の ADN/MMAN/ 尿素の燃焼の様子
では、ガラス管下部の未反応のエネルギーイオン液
体の上に気泡がたくさん形成しているバブル層、そ
の上にオレンジ色の火炎層が形成していることがわ
かる。一方で、ADN/MMAN/ アセトアミドの系
では、未反応のエネルギーイオン液体の上にバブル
層は形成しているが明確な火炎は形成せずに反応が
進行した。温度測定からも ADN/MMAN/ 尿素の
燃焼では、火炎形成に伴って 1500°C 程度まで達す
るのに対して、ADN/MMAN/ アセトアミドでは

1000°C 程度までしか上昇しなかった。一方で、反
応が進行する速度（液面が上部から下部に後退する
速度）は、尿素、アセトアミド混合系でそれぞれ
13 mm/s と 43 mm/s であり、ADN/MMAN/ アセ
トアミドのほうが反応の進行は速いことが明らかに
なった。

図２：燃焼試験容器と燃焼試験の様子の一例

４．まとめ
　以上より、ADN 系エネルギーイオン液体の燃焼
挙動において、融点降下剤の影響が大きく寄与する
ことが分かった。今後は影響の原因を解明するとと
もに、反応特性を理解することで、推進剤の新規組
成の探索にとどまらず安全利用に向けた知見の取得
を目指していく。

参考文献
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はじめに
　地球温暖化は世界的に解決しなければならない深
刻な問題であり，世界各国において「カーボンニュ
ートラル」に関する取り組みが活発化している．こ
のような昨今の環境問題への社会的要求から，「水
素脆化」の研究が世界的に加速している．水素脆化
とは，材料中に侵入した水素によって強度や延性が
低下する現象であり，これまで低ひずみ速度引張試
験による評価を中心に，数多くの報告がなされてい
る．水素ステーションや燃料電池自動車などの高圧
水素機器に用いられる材料は，1000 気圧級の高圧
水素環境に曝される．水素の影響によって，多くの
金属材料の延性が低下する（このような現象を水素
脆化と呼ぶ）ので，現時点で日本国内では高圧水素
ガスに対する使用は水素脆化が軽微な一部の材種に
制限され，安全が確保されている．具体的には，オ
ーステナイト安定度と相関のあるニッケル当量を指
標とし，ニッケル当量を規定した安定オーステナイ
ト系ステンレス鋼（ニッケル当量材）の使用のみが
認められている⑴．一方，水素関連機器に使用され
る材料のコスト低減や強度向上のため，国際的には
より安価な準安定オーステナイト系ステンレス鋼に
ついて，水素適合性の評価などを通してこれら材料
の水素環境中での使用の検討が積極的に進められて
いる⑵．しかし，こうした材料は炭素鋼や低合金鋼
などと比べて降伏応力や引張強度が低く，水素適合
材料の高強度化という観点では課題が残っている．
準安定オーステナイト系ステンレス鋼の強度を高め
る方法の一つとして冷間加工があるが，冷間加工材
の疲労特性に及ぼす水素の影響については不明な点
が多い．加えて，冷間加工材などの高強度材では材
料中に含まれる微小欠陥を起点として破壊が生じる
場合があり，疲労特性に及ぼす微小欠陥についての

検討も必要である．そこで，ここでは準安定オース
テナイト系ステンレス鋼の冷間加工材の疲労限度に
及ぼす水素と人工欠陥の影響について調査した研究
内容を紹介する．疲労限度とは，材料に一定の振幅
の繰り返し応力を何回与えても，材料が疲労破壊し
ない応力振幅の最大値である．

実験方法
　厚さ 2 mm の板材（ビッカース硬さ：HV = 401，
試験前の加工誘起マルテンサイト量：9 %）を用い
た．引張強さは 1324 MPa（C 方向），1303 MPa（L
方向）であり，引張強さが 1000 MPa を超える高強
度材である．この素材から，放電加工機を用いて，
荷重方向と圧延方向が平行（L 方向）と垂直（C 方
向）になるように，図 1(a）に示す形状の試験片を
切り出した．試験片表面を鏡面仕上げした後，破
壊起点を限定する目的で，試験片中央部に直径 0.5 
mm，深さ 0.5 mm のドリル穴（図 1(b-1）），もし
くは長さ 0.6 mm，幅 0.1 mm，深さ 0.1 mm の長穴（図
1(b-2））を，マシニングセンターを用いて導入し
た．ドリル穴の加工には直径 0.5 mm のマイクロド
リル，長穴の加工には外径 0.1 mm，刃長 0.03 mm
のマイクロエンドミルを用いた．深さ 0.02 mm ご
とにマイクロエンドミルを横方向に移動させ，この
作業を繰り返して深さ 0.1 mm の人工欠陥を導入し
た．一部の試験片を 1000 気圧，270°C の高圧・高
温水素ガス中に 200 時間曝露し，試験片中に水素を
一様分布させた．疲労試験には平面曲げ疲労試験機
を使用し，試験周波数（ 1 秒間あたりの負荷回数）：
5 ～ 10 Hz，応力比（最小応力と最大応力の比）：－
1 の条件において，室温・大気中で試験を実施した．
ドリル穴材では試験を 2 × 106 回で打ち切り，2 ×
106 回の応力負荷に耐えた最大の応力振幅（40 MPa

冷間加工した準安定オーステナイト系ステンレス鋼の
疲労限度に及ぼす水素と人工欠陥の影響
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階差）を疲労限度と定義した．長穴材では疲労限度
付近の挙動に着目し，1 × 107 回の応力負荷に耐え
た最大の応力振幅（30 MPa 階差）を疲労限度と定
義した． 

実験結果および考察
　水素は疲労寿命や疲労限度に影響を及ぼしている
が，ここでは機械構造物の強度設計を行う上で重要
な疲労限度に及ぼす水素の影響についての結果を紹
介する．

（１)ドリル穴材の疲労限度に及ぼす水素の影響（図 2）
　引張強さが 1000 MPa 以下の種々の鉄鋼材料の疲
労限度は水素によって低下しないことが報告され
ている⑶．これに対して，本研究のドリル穴材の疲
労限度は圧延方向に依存せず，未チャージ材で 310 
MPa，水素チャージ材で 350 MPa となった．一般
的に，引張強さが 1000 MPa を超える材料では顕著
な水素脆化を示すことが知られているが，疲労限度
は水素によって低下することはなく，むしろ若干上
昇（約12%）した．疲労限度付近の試験片のドリル
穴周辺のき裂発生状況を調査したところ，停留き裂
は認められず，ドリル穴材の疲労限度はき裂の発生
限界で決まっていた．水素チャージにより硬さが約
10% 上昇（HV = 431）したことから，水素による
疲労限度の上昇は主として硬さ上昇に起因している
と考えられる．

（２)長穴材の疲労限度に及ぼす水素の影響（図 3）
　未チャージ材の疲労限度は圧延方向によらず 290 
MPa， 水 素 チ ャ ー ジ 材 で は 290 MPa（C 方 向 ），
260 MPa（L 方向）となった．水素チャージした長
穴材の疲労限度は，水素チャージにより硬さが上昇
したにもかかわらず，未チャージ材と同等かそれよ
りも若干低かった．疲労限度付近の未破断試験片の
表面観察を実施したところ，圧延方向や水素チャ
ージによらず，切欠き底にき裂状の痕跡が観察さ
れ，断面観察においてもき裂が確認された．これら
は停留き裂と考えられ，ドリル穴材とは異なり長穴
材の疲労限度は発生したき裂の進展停留限界で決ま
っていることが示唆された．そこで，  パラメ
ータモデル⑷を用いて疲労限度を予測した結果，未

チャージ材では 291 MPa，水素チャージ材では 314 
MPa となった．未チャージについては疲労限度を

 パラメータモデルで精度よく予測できた一方
で，水素チャージの長穴材の疲労限度は予測値より
も 9 ～ 21% 低かった．水素には硬さの上昇により
疲労限度を向上させるポジティブな効果とき裂開口
挙動に影響を及ぼし疲労限度を低下させるネガティ
ブな効果があり，長穴材の疲労限度はこれらの効果
の重畳によって決定されていたと考えられる．今回
の長穴材では，ネガティブな効果がやや優勢となり，
水素チャージ材の疲労限度が未チャージと同等かそ
れよりも若干低くなったといえる．
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図１：平面曲げ疲労試験片と人工欠陥の形状（単位はmm）．

図２：ドリル穴を導入した冷間加工材の疲労試験結果．

図３：長穴を導入した冷間加工材の疲労試験結果．
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　令和 2 年度から三次元半導体研究センター長と福
岡大学半導体実装研究所長を兼務しております末次
です。本研究所はふくおか IST（福岡県産業・科学
技術振興財団）の三次元半導体研究センターと一体
化した事業として糸島市で2011年から活動していま
す。現在専任の研究員は加藤客員教授と韓客員教授
と金山研究員の 3 名、佐藤事務アルバイトの 4 人体
制となっています。
　2023年は熊本の TSMC の工場建設も進み九州の
半導体産業による経済波及効果が非常に大きいこと
がはっきりし始めるとともに、九州における半導体
人材不足の深刻さがはっきりし始めた年でありまし
た。我々の半導体実装研究所および三次元半導体研
究センターがそれらの先端半導体の研究および人材
育成拠点として期待されています。本研究所では例
年に引き続き電子情報工学科の末次研究室、鈴木研
究室から卒論生を受け入れ半導体実装に関する卒論
研究を今年も実施しております。
　今年も多くの企業と共同研究を進め忙しい年とな
りました。特に EV 市場拡大に伴うパワーデバイス
の需要拡大を受けてパワーデバイスのパッケージ技
術、パワーデバイスの部品内蔵基板、それらのメッ
キ技術への引き合いが多く力を入れて取り組んでお
ります。
　NEDO 先導研究プログラム「直並列電源構成直
流給電システムの研究開発」は昨年度から 2 年間の
事業として採択され事業を行ってきましたが 2 年目
は残念ながら不採択となり今年度は実施されません
でした。しかしながらこの事業で得られたパワーモ
ジュール試作の知見や実績は産業界から着目され新
たなプロジェクトの話が始まろうとするという成果
につながっています。
　一方研究所の今後の課題として研究員のオーバー

ワークが心配になっています。本研究所はほぼ独立
採算なので収入がなければ研究員が暮らしていけま
せんがその収入を得るために多くの仕事を引き受け
て研究員の業務負担が大きくなっています。また目
先の仕事に追われて新しい技術を仕入れて研究力を
向上する余裕もなくなってきていると思います。収
入とワークロードのバランスが大きな課題となって
います。

半導体実装研究所近況 2023

半導体実装研究所長　末　次　　　正

金山研究員

韓客員教授

基板
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　大雨が数時間以上に渡って継続し，河川氾濫や土
砂災害等の深刻な被害を引き起こす線状降水帯が近
年多発している．2023 年 7 月10日にも九州北部各
地で大雨特別警報が発表され，福岡，大分，佐賀に
線状降水帯が発生し，河川の氾濫や土砂災害が相次
いで起こり，犠牲者も出た．こうした線状降水帯に
よる災害を深刻化させている一因に，線状降水帯の
予測が難しく，事前に十分なリードタイムが確保で
きないことがあげられる．線状降水帯の予測が困難
な要因のひとつは，大気中の水蒸気の情報の不足で
ある．大気中の水蒸気は，線状降水帯の雲や雨の原
料であり，気象庁が挙げている 6 つの線状降水帯の
発生条件にも含まれている．水蒸気の観測として，
気象庁がレーウィンゾンデを用いた高層気象観測を
行っている．しかし，定常的なレーウィンゾンデ観
測は，線状降水帯が多発する九州本土でも，福岡と
鹿児島の 2 カ所の気象台で，1 日 2 回の観測を定常
的に行っているだけである．必要な予測を行うため
には，連続的な水蒸気の高度分布の観測が必要であ
る．
　ライダーは鉛直上空にレーザー光を射出し，大気
中のガスや微粒子などの散乱体からの後方散乱光を
望遠鏡で受光し計測することにより，散乱体の鉛直
分布を高い時間・高度分解能で測定できる装置であ
る．水蒸気観測用ライダーは，大気中の水蒸気分子
と窒素分子からの後方ラマン散乱光を計測すること
で，水蒸気の鉛直分布を計測する装置である．
　福岡大学理学部は，1990年代より，ライダーを
用いて成層圏エアロゾル，黄砂や PM2.5 などの大
気微粒子のモニタリングを福岡大学で行ってきた．
2019年からラマン散乱分光により，水蒸気の観測も
行っている．
　また，2018年から2022年に戦略的イノベーショ

ン創造プログラム第 2 期「国家レジリエンス（防
災・減災）の強化」の「線状降水帯の早期発生及び
発達予測情報の高度化と利活用」に参加し，水蒸気
ライダーを開発した（図 1）．このライダーを用い
て，線状降水帯の早期発生予測の精度向上を目的と
した，水蒸気鉛直分布観測を鹿児島県下甑と長崎県
野母崎で，2020年から2022年夏期に行った．いくつ
かの線状降水帯の発生の事例に対して，風上側での
水蒸気の観測に成功し，ライダーで得られた水蒸気
データを線状降水帯の予測モデルに同化させること
で，予測精度が向上することを確認できた．下甑で
観測に使用した水蒸気ライダーは，2022年11月に福
岡大学18号館屋上に移設した（図 1）．今後，研究
所の観測の一環として，福岡大学で水蒸気観測を行
い，線状降水帯の発生メカニズムや予測精度向上の
ための研究を進めていく．
　2023年 7 月10日未明に福岡で線状降水帯が発生し
た．図 2 は，福岡大学18号館屋上に設置している地
上気象観測装置により計測された時間雨量である．
7 月10日 1 時から断続的に，時間雨量 90-100mm/h
の降水が見られた．解析雨量の解析より，7 月10日
2 時から 6 時にかけて線状降水帯が確認できた．こ
の時にライダーで観測された水蒸気の高度分布を図
3 に示す．雲や降水のため，観測高度は 1.6km 以下
となっている．線状降水帯の発生前の 7 月 9 日19～
24時に， 1 km よりも低い高度で，18-22g/kg の高
い水蒸気混合比を観測した．また，7 月10日 1 時以
降には，14-20g/kg の大きな時空間分布変動が見ら
れた．これは，積乱雲の活動に伴った上層からの乾
燥した空気が地上に到達し，乾いた空気と湿った空
気が繰り返し入れ替わった結果と考えられる．今後，
観測結果と気象モデルの比較等により，線状降水帯
の発達過程や予測について研究を行う．

線状降水帯の予測精度向上のための
ライダーを用いた水蒸気計測

福岡から診る大気環境研究所員　白　石　浩　一
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謝辞　地上気象観測装置の時間雨量データは，国立
環境研究所の高見氏，吉野氏より提供頂いた．

図１： 福岡大学18号館屋上に移設した
水蒸気ライダーの写真

図３： 2023年7月9日19時から7月10日4時30分にかけて，ライダーにより観測された水蒸気
混合比の時間高度断面図
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図２： 2023年7月9日12時から7月10日12時に地上気象観測装置で
観測された時間雨量
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１．はじめに
　本研究所は，新たな宇宙輸送要素技術の開発及び、
その活動を通じて九州地方を中心とした宇宙産業創
出と宇宙輸送系エンジニアの育成を目的に2022年度
に設立された．近年，小型人工衛星の市場拡大に伴
い 1），低コストな宇宙輸送システムの開発が民間企
業を中心に活発化している 2）．国内においても，北
海道に拠点を構え2019年に日本の民間ロケットとし
て初めて宇宙空間に到達したインターステラテクノ
ロジズ株式会社や，和歌山県に発射場を建設中のス
ペースワン株式会社等がある．また，株式会社スペ
ースウォーカー等の大学発ベンチャーの参入も相次
いでいる．民間による宇宙輸送システム開発の活発
化に伴い実務経験を伴った宇宙工学エンジニアの人
的基盤の強化が課題となっている 3）．本研究所では，
ハイブリッドロケットを中心とした小型ロケット及
び宇宙推進技術の研究開発を行うと共に，小型ロケ
ットを題材とした宇宙輸送エンジニアの育成を実施
する．

２．宇宙推進技術の研究開発
　本研究所では宇宙輸送システムとして主にハイブ
リッドロケットに注目している．ハイブリッドロケ
ットとは液体もしくは気体の酸化剤（液体酸素や亜
酸化窒素など）と固体の燃料（合成ゴムやポリエチ
レン，低融点ポリマなど）を推進剤として燃焼によ
って推進力を得るロケットである．燃料が不活性か
つ非火薬であることから，液体ロケットや固体ロケ
ットなど他のロケットと比較して安全性が高いこと
が特徴である．また，燃料がゴムやプラスチックで
あることから，固体ロケットのような環境に有害な
物質を排出せず，一般的にも入手が可能であること
から入手性に優れ低コストであることが最大の長所

である．しかし，燃料の燃焼速度を示す燃料後退速
度が遅いことを主な要因として低推力となることか
ら未だ実用化には至っていない．そこで，従来の燃
料と比較して 2 ～ 3 倍の燃料後退速度を有する低融
点燃料が注目された 4）．中でもパラフィン（蝋材）
の研究が世界中で活発化している．パラフィン燃料
は以下の課題を抱えており，これらの課題について
本研究所の取り組みを紹介する．
◦燃料の幾何学的寸法が燃料後退速度に影響する
◦低融点燃料の詳細な燃焼メカニズムが未解明

2.1　 低融点燃料を用いたハイブリッドロケットの
スケール効果について

　ハイブリッドロケットは燃料の幾何学的寸法が燃
料後退速度に影響するスケール効果を有する．これ
により小型のエンジンでの実験結果から大型のエン
ジンに設計に必要なパラメータの予測が困難となっ
ている．そこで，低融点燃料の燃料後退速度理論式
を基に低融点燃料を用いたハイブリッドロケットの
スケール効果を理論的に求め，燃焼実験から得られ
た結果と比較したところ，理論的な結果と実験結果
が平均約 1.9% の誤差となった 5）．また，理論計算
及び実験結果から低融点燃料の燃料後退速度は燃料
ポート径の -0.8 乗に比例することが分かった 6）．図
1 に低融点燃料及び従来燃料の燃料ポート径と燃料
後退速度の関係を示す．従来燃料では燃料後退速度
は燃料ポート径の -1.0 乗に依存することが分かっ
ており，従来燃料と低融点燃料ではスケール効果が
異なることが定量的に示された．今後，スケール比
2.0（ポート径 20mm）での燃焼実験や，FT-0070
の液相粘度等の物性値取得を行い，低融点燃料を用
いたハイブリッドロケットのスケール効果を明らか
にする．

R５年度 宇宙開発研究所の活動概要

宇宙開発研究所長　川　端　　　洋
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2.2　 観察窓付き燃焼器を用いた低融点燃料の燃焼
状況観察

　低融点燃料は固体燃料表面に液相を生成される．
液相の挙動については未だ不明瞭な箇所が多い．そ
こで，観察窓付き燃焼器内で低融点燃料を燃焼さ
せ，ハイスピードカメラを用いて光学観察を行っ
た．実験は円柱状燃料の上端面にガス酸素を吹き付
け燃焼させた．結果，燃料表面上の液相から直径
約 0.8mm の液滴の生成が確認された（図 2）．また，
燃料液滴が燃焼火炎を通過し，着火する過程につい

ても確認された 7）．今後，より高圧力下での液層挙
動の観察及び液相温度の測定を行い，低融点燃料の
燃焼メカニズムの解明を行う．また，現状の実験装
置では燃料端面上に衝突する酸化剤流が半径方向に
速度分布を持っており端面に供給される酸化剤流速
が一定でない．酸化剤供給ノズルにディフューザー
を取り付け燃料端面に対し一様な速度分布で衝突す
る装置を開発し燃料実験を実施，燃料後退速度を評
価する．

３．宇宙輸送系エンジニア育成
　安全性の高いハイブリッドロケットを題材として
実践的な工学教育を行っている．本プロジェクトに

は 1 年生から参加可能である．学生達は自分達で安
全に飛翔するロケットの設計から製作，運用を行う．
教員は燃焼実験や打上実験の安全性を確認する．学

図１：固体ペンタンの理論的スケール効果とFT-0070の燃焼実験結果比較

図２：燃焼中のパラフィン燃料と液滴の燃焼

― 82 ―



生は主体的かつチームでのものづくりが求められ
る．学生は主にプロジェクトマネージャ，ロケット
の構造の設計製作を行う機体班，エンジンの試験や
運用を行う燃焼班，搭載計器の設計製作を行う電装
班に分かれ一つのロケットを製作する．チーム内で
のコミュニケーションが必要となり，技術だけでな
くコミュニケーションによる円滑なチーム活動によ
って総合的なものづくり力が養われる．また，プロ
ジェクトマネージャはチーム全体のスケジュール管
理や人員の配置など長としての活動が求められ，対
外的な連絡・交渉も行う．ロケットは安全審査を経
て打上げに至る．安全審査では自分たちのロケット
が安全に飛翔することを定量的に文章でまとめ，安
全審査員とのやり取りの中で設計変更や，地上での
事前試験結果の反映，より読み手に伝わるようにド
キュメントをブラッシュアップしていく．今年度は
昨年度の打上実験から得られた結果・課題 8）を基
に，2023年 3 月に北九州市平尾台にて全長約 1.3m，
重量約 6.2kg のハイブリッドロケットを打ち上げた

（図 3）．主な目的は，福岡県内の新たなロケット発
射場の開拓及び GPS データの取得とダウンリンク
である．結果，平尾台を学生ロケット射場として開
拓が出来た．しかし，GPS データの取得及びパラ

シュートの開傘については課題が残った 9）．本課題
の改善を主な目的として 2023年 8 月に秋田県で開
催された第19回能代宇宙イベントにてハイブリッ
ドロケットの打上実験を実施した．全長は約 1.4m，
重量は約 6.1kg である．結果，パラシュートの完全
開傘やダウンリンクによる GPS データの取得を含
むほぼ全ての目的を達成した（図 4）．一部課題と
して，飛翔シミュレーション結果と実際の落下位置
との誤差や搭載センサの低サンプリング周波数及び
低分解能が挙げられ，今後のロケット製作・実験を
通して改善しさらなる高度化を目指す．また，両
打上実験結果及び成果について学会で発表を行っ 
た 9） 10）．
　本プロジェクトを通じて，学生らは座学で培った
知識を実践することが出来た．また，チームでのも
のづくりを経験したことで，コミュニケーション能
力を伴う総合的なエンジニアとしての能力を身に着
ける機会を提供できたと考える．自分の担当箇所の
みならず，一つのロケット成功に向けた取り組みが
見られ，T 型人材育成に寄与できたものと考えられ
る．得られた結果を評価し，社会に発信する学会に
参加することで，論理的な文章作成能力，プレゼン
テーション能力の向上にも繋がったと考えられる．

図３：点火直後のハイブリッドロケット 図４：上空で開傘したパラシュートとロケット
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４．対外的な活動
　以下の展示会及び講演会において出展・講演を行
った．
◦  2023年 6 月 3 ～ 4 日：第34回 ISTS 福岡・久留米

大会開幕イベント～めくるめく宇宙博～出展：
久留米シティプラザ

◦  2023年12月23日：宇宙教育研究センター（仮称）
設置準備室解説記念シンポジウム・パネルディ
スカッション登壇：大阪公立大学 I-site なんば

５．まとめと今後の展望
　高安全性かつ低コストなハイブリッドロケットの
研究開発及びそれの特徴を生かした教育を行ってい
る．基礎研究によって低融点燃料のスケール効果，
燃焼中の液相の挙動に関する新たな知見が得られ
た．学生が設計～実験・評価まで一貫して経験する
ことで総合的なエンジニアとしての能力を学習する
機会を提供できたと考える．今後は基礎的な研究及
び教育成果を基に，産学連携による小型ロケット開
発を行い，九州地方を中心とした宇宙産業創出を進
める．

参考文献
１） The Satellite Industry Association “State of the 
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戦略的情報通信研究開発推進事業(SCOPE)の推進
　2022年度ならびに2023年度にかけて総務省SCOPE
に “LPWA を活用した河川水位・水量計測ならびに
樋門管理制御システムの構築実証の研究開発” を提
案したところ採択され、中でも唯一社会展開促進型
研究開発として位置付けられた。本研究開発は尖鋭
的な研究開発というより、今実現可能である要素技
術を駆使して社会が求めるソリューションの実装を
通じて解決するという趣旨で、完了後はその技術が
広く社会展開されることを期待されたものである。
以下実施した主項目について列挙記述する。

⑴市街地をカバーする LPWA ネットワークの整備
　市街地が約数 km に亘る直方市市街地に対して、
市役所屋上に基地局を設置することでほぼセンサ想
定設置個所をカバーできることを確認した。2022
年度は市境界付近および工場裏で不達 4 個所が存在
したが、レイヤ 1（物理層）を中継する市販の中継
器を活用することにより、不達個所全てが到達可能
となった。基地局、センサ／子機ならびに中継局を
示した配置を図 1［1］に示す。

⑵センサの整備
　これまで開発した超音波型水位センサを20台配備
し、順調に動作している。2023年 6 月末には大雨が
直撃したが、その際にも 2 台が水没し動作を停止し
た以外センサ群は水位を絶えず報告し続けた［2］。
　加えて本年度は、マンホール内の水位を計測でき
るセンサならびに、浸水センサも開発してアンダー
パスの浸水検知を図った。これらは全て直方市のこ
れまでの災害実績を踏まえた要請に基づくもので、
本システムが市の要請にほぼ答えられるシステムに
なっていると言える。

⑶水向センシング
　水向計測のため、圧力センサを用いた水向センサ
を開発・改良し継続的に 1 ヶ所で計測を続けた。こ
れは水中で計測することになるため、ごみや流木な
どに晒され損壊する懸念もあるため、耐久性を確保
した形状で計測するとともに、並行して動画像を取
得し続け、機械学習によって水向推測も行った。現
在のところ穏やかな流れの際には問題なく計測でき
ているが、流速が早い際に漂流物が絡むらしく、反
対方向への水向値が計測されることもしばしば起こ
っており引き続き計測／学習を継続したい。

⑷クラウド連携
　センサより定期的に報告される水位情報は全て一
旦市役所を経由し、4G LTEを介してAWS（Amazon 
Web Service）に接続され、PC やスマートホンで
可視化されている。スマートホンでも見やすいよう
なシンプルな可視化や水位タンクを用いた可視化
などが用意された。また直方市が準備している GIS

（Geographic Information System）との接続も行っ
た。

⑸ LPWA を用いた樋門制御
　これまで既に LTE を活用した電動モータによる
樋門開閉制御を実現してきていたが、今回これを
LPWA によって行うことを試みた。センサデータ
のモニタリングには通常 Class A と呼ばれるアップ
リンク（子機→基地局）を用いたメッセージ送信が
用いられ、通常の LPWA の利用の大部分を占めて
いるが、本件は Class C と呼ばれるダウンリンクメ
ッセージ（基地局→子機）を用いた。クラウド－基
地局－子機間におけるこのメッセージ伝達は、ベン
ダ側の経験も少なく、疎通に時間を有したが、最終

LPWA を活用した遠賀川流域河川管理の研究開発

B5G/IOT基盤活用研究所長　大　橋　正　良
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的にエンド－エンドでの疎通が確保できた。しかし
ながら実証環境においては、市役所からターゲット
樋門である知古柳原間の電波の疎通が確保できず、
これが課題として残った。

⑹ VR を用いた仮想樋門制御
　昨年度から将来の CPS（Cyber Physical System）
を見据え、樋門制御を VR（Virtual Reality）を介
して実現する準備を実施していた。3D VR のプラ
ットフォームの一つである Unity を利用し、仮想空
間上に樋門を 3D で実現しそこに河川が流れている
様子を再現し、3D プリンタで製作したハンドルを
回して仮想樋門を開閉するシステムを作成した。ま
た Lego で模型樋門を作成して制御するプロトタイ
プも試作検証した。
　本年度は、⑸で実現できた機能を活用し、VR シ
ステムと連携した実証を行った。疎通確保のため、
ダウンリンクのみ、別基地局を樋門の近くに配備し
た。結果仮想空間上でハンドルを回して仮想樋門を
開閉する動作に合わせて、実樋門がゆっくりとこれ
に同期して開閉する動作が確認できた。これはまだ
将来の構想であるが、B5G や 6G の大きなターゲッ
トの一つは CPS だと言われており、実需に即した
CPS 先行実証が行えたと考える。

⑺太陽光による運用システム実証
　今回の設置センサは、基本的に商用電源を用いて
いる。一方山間部など商用電源確保が困難な場所で
の運用を想定し、太陽光によって動くセンサ子機を
開発した。試作システムは直方市牟田池に設置した。
その結果 LTE を用いた場合で10か月間で約 95% の
稼働率が確保された。その後 LPWA での計測でも
2 か月計測し、ほぼ同程度の稼働が検証されている。

⑻ WiFi Hallow のリンク確保
　LPWA より到達距離は短いが Mbit/s レベルの伝
送ができる WiFi Hallow の評価を実施した。結果
見通しが確保できる範囲であれば 300m 程度までな
ら、少量の画像ファイルの転送は可能であった。し
かしながら、連続した動画の転送には難があった。

⑼自治体への引継ぎ
　直方市より、SCOPE 完了後も本システムの実証
を継続し、今後の実用化を目指したい意向を受け、
総務省関係各所と相談を実施した。結果、地方公共
団体もシステムを総務省から借り受けて利用可能で
あることが判明したため、福岡大学／直方市／総務
省間で調整を行い、次年度からの運用が可能となっ
た。

おわりに
　 2 年間の SCOPE により、地元の産学官が連携し
て初期に計画した LPWA を活用した河川管理シス
テムを構築し運用に供するまでを実施できた。今後
はぜひ関連自治体等への導入を働きかけてゆきた
い。
　本基盤活用研究所に交付された運用資金は良い意
味で SCOPE の補助に利用することができた。例え
ば、定期的に九州総合通信局を訪問し、研究開発状
況の報告や意見交換、今後のファンド募集情報を事
前に収集できた。実際通信局長は産学官連携の好例
であると強い興味を示され、結果的にご一行が直方
市まで視察いただいた。国のファンドは適用可能範
囲が狭かったり、利用に煩雑な手続きを要すること
があるので、基盤研究所のようなファンドをうまく
活用すると、その成果をさらに伸ばせると感じた次
第である。最後にご協力いただいた福大関係各位、
直方市、アドバンテック㈱各位に感謝します。
　なお本研究開発の一部は総務省 SCOPE（受付番
号 JP225010001）の委託を受けたものです。

［1］ 大橋他, “LPWA を活用した遠賀川流域河川管
理の研究開発報告”, 2024年電子情報通信学会総
合全国大会, 2024年 3 月．

［2］ 大橋他, “大雨時直方市に設置された水位センサ
観測状況”, 2023年電子情報通信学会ソサイエテ
ィ大会, 2023年 9 月．
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図１：直方市に配備されたLPWA通信システムならびにセンサの状況［1］
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はじめに
　世界保健機関によると、65歳以上の最大 4 割以上
が毎年、転倒事故を経験している。年齢とともに人
体は脆弱になるため、高齢者が転倒によって深刻な
合併症を伴う重傷（股関節骨折、頭部外傷など）を
引き起こす可能性が高まる。一人暮らしの単身高齢
者にとってはとりわけ深刻な問題である。在宅時の
転倒や急病発生時、迅速な119通報あるいは別居親
族等への連絡・救急搬送を期待できない場合、処置
が遅れてしまい重症化（寝たきりの状態）を招く、
あるいは最悪、孤独死となるといった重大なリスク
が存在する。
　現在、転倒検出や緊急対応が可能な在宅高齢者の
ための様々なシステムが存在しているが、認知症の
高齢者にとっては、その利用に問題がある。例えば、
ウェアラブル機器（ペンダント型や手首型機器）は
安価だが紛失しやすく、転倒時に意識を失った場合
は役に立たない。カメラやモーションセンサなどを
使用するスマートシステムは高機能だが高価であ
り、センサの範囲が限定されること、種々のノイズ
に影響を受けること、ゆっくりな転倒の検出ができ
ないことなどの問題がある。さらには利用者のプラ
イバシーに懸念が残る可能性もある。また対象人物
の転倒検出が可能なホームロボットも登場している
が非常に高価であり、誰でも容易に利用できるもの
とはなっていない。

　そこで、本研究では，在宅高齢者居室内において
正確・実時間で自動的に転倒および緊急対応を検出
する低コストのシステムを開発した。

【研究成果】
　開発したシステムは図１に示すように、高齢者宅
の天井に取り付ける 1 個以上のセンサノードと、中
央制御部から構成される。各センサノードは、ドッ
プラーセンサ、スピーカーフォン、信号処理部と判
断部から構成され、人間の行動を検知する。転倒し
たと認識された場合、音声認識・合成技術を用いて
対象人物との自動対話を行いつつ、緊急対応の内容
を決定し、LineNotify サービスで自動的に介護者へ
通報する。
　本研究チームでは、以下の項目に関する研究を行
った。
①「転倒検出技術の開発」：ドップラーセンサと AI

を用いて、人物の転倒を認識・判別する技術開発
を行った。

②「ユーザーとシステム間の音声対話による緊急対
応を実現する技術の開発」：音声対話により人物
の状態や危険性、支援の種類を決定するための技
術開発を行った。

③「プロトタイプ・システムの開発・評価」：①お
よび②の成果をベースとしてシステムを試作し、
技術検証を行った。

在宅転倒検出および緊急対応システムの開発

研究チーム名：転倒検出・緊急対応システム研究（課題番号：205010）
研究期間：令和 2 年 4 月 1 日～令和 5 年 3 月31日
研究代表者：モシニャガ ワシリー　　研究員：高橋伸弥、橋本浩二

図 1　開発したシステムの概要
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１．転倒検出技術の開発
　近年、屋内（居室内）で使用可能な高精度かつ小
型のドップラーセンサが入手できるようになったこ
とを機に、ドップラーセンサを用いた様々な信号処
理手法が提案されている。しかし、高齢者世帯への
設置を考えた場合、既存の手法では高精度ドップラ
ーセンサの使用を前提とした高度な信号処理系の実
装が必要であるためコストは下がりにくく、一般世
帯への普及には相当のハードルが存在する。そこで
我々は、安価なドップラーセンサと信号処理回路、
マイコン、および分類器を実行する組込みコンピュ
ータをボードで構成される小型センサユニットを提
案し実際に構築した。
　本ユニットは新電波法規則に対応した 24GHz 帯
ドップラーセンサ 1 個を用いる。図 2 にセンサに接
続信号処理回路の構成を示す。センサは直交検波出
力 I および Q を備えており、両方とも活用するこ
とで将来的に人物の動き推定の高精度化が期待でき
る。I、Q それぞれに同一構成の増幅 2 段（ゲイン
200×(200±10））およびカットオフ周波数 120Hz
のローパスフィルタ（LPF）を OP アンプ（AMP1, 

AMP2）で構成した。1 段目は DC カットフィルタ
付き非反転増幅回路構成、2 段目は高精度基準電圧
源をオフセット電位として用いる反転増幅回路構成
とし、LPF は正帰還形とした。マイクロコンピュ
ータ（ATMega4809）はデジタルポテンショメー
ター IC（MCP4631-103E）を介して 2 段目の増幅率
制御および PC との通信制御を行う。また定在波の
除去は制御マイコンにおいてデジタルフィルタとし
て実装した。実験用の筐体に組み込んだセンサユニ
ットボードを図 3 に示す。
　本ユニットでは、ドップラーセンサで人物の動き
を常時モニタリングし、センサの出力信号（図 4, a）
を逐次、短時間フーリエ変換を用いてスペクトログ
ラム（図 4, b）とその正規化（図 4, c）をする。そ
して、正規化したスペクトログラムは Long-Short 
Term Memory の再帰型ニューラルネットワーク

（LSTM-RNN）ベースの分類器に適用される。
　開発した LSTM-RNN 分類器は、7 層アーキテク
チャ（図 5, a）を採用して転倒を識別する（図内の
破線の層は学習段階でのみで使用される）。このア
ーキテクチャは、時間展開（図 5, b）を使用して入

図 2　信号処理回路のブロック図 図 4　センサユニットの信号処理結果。(a) はドップラーセンサ
の出力、(b) は時間間隔（w）で求めた信号のスペクトロ
グラム、(c) は正規化したスペクトログラム

図 3　24GHz 帯ドップラーセンサ・センサ回路基板・制御用マ
イコンで構成される実験用センサユニット（センサユニッ
ト）の外観 図 5　(a) LSTM/RNN アーキテクチャ，(b) 時間展開操作
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力データを固定長（n = 28）のシーケンスを分割し、
シーケンス間で n/2 の重複を持たせてカスケード
方式で処理する。
　RNN には、完全接続入力層（Fully Connected 1）
に 784 個のセル、LSTM 層に 128 個のセル、完全
接続出力層（Fully Connected 2）に 6 セルがある。
出力のセルは、急転倒、動作時急転、倒緩慢転倒、
しゃがむ、横になるとその他、6 クラスに対応する。
クラスの確率スコアは、Softmax とクロスエントロ
ピー誤差を使用して計算される。最大の確率スコア
を持つ出力によって、現在の時間間隔 w の分類結
果が決まる。危険だと判定された場合、迅速に介護
者へ通知する。

２．ユーザーとシステム間の音声対話による緊急対
応を実現する技術の開発

　転倒したと認識された場合、音声認識・合成技術
を用いて対象人物との自動対話を行う機能の実現方
法について検討した。この対話機能を実現するには、
まずは正確にユーザーの発話内容を音声認識するこ
とが必要となる。このとき、ユーザーにマイクを常
に装着しておいてもらうことは不可能なため、ハン
ズフリーの音声入力を実現しなくてはならない。そ
こで、ハンズフリーマイク入力の実現可能性につ
いて、2 種類の音声入力装置による音声認識性能を
比較した。使用した音声入力装置は、① Shenzhen 
eMeet technology 社の遠隔会議用スピーカーフォ
ン EMEET Luna と② Google Home Mini の 2 種で
ある。比較実験においては、3 種類の音声× 2 パタ
ーンの話し方（はきはき / もぞもぞ）×雑音の有
無（テレビ音声）の 12 種の音声を 10 回ずつ入力し
た。この時、話者と入力装置との距離は 1.3m とし
た。実験の結果、①のスピーカーフォンでは、雑音
無しではきはきと話したときは高精度に認識した
が、それ以外では誤認識が多く、逆に②の Google 
Home では、雑音ありでもぞもぞと話した場合以外
は高精度な認識が可能なことが分かった。これらの
結果から、Google Home のような入力デバイスを
利用することでハンズフリーの音声対話が実現でき
る可能性があることが示唆された。しかし、一方で
Google Home を利用する場合は、ネットを経由し
て認識結果を取得するため、若干の遅延が発生する

こと、また利用者以外の音声を拾ってしまう可能性
があることなど、いくつかの課題が残された。
　次に、利用者の状態に応じて、音声合成で呼びか
ける際の聞き取りやすさについて検討した。本シス
テムで対象とするユーザーは高齢であるため、かな
りの割合で加齢性難聴を発症している可能性があ
る。加齢性難聴では、高域周波数の音の弁別機能が
低下するため、摩擦音と破擦音を異聴するなど様々
な問題が起きることが知られている。近年の AI 技
術の進化により合成音声の品質も劇的に向上してい
るが、多くの場合健聴者を対象としたものであり、
高齢者に聞き取りやすい音声であるとはいえないの
が現状である。高齢者に聞き取りやすい音声加工法
についての検討は、別の研究プロジェクトで実施し
ており、単語先頭子音をその子音の種類に応じて加
工することが効果的であることが示されていること
から、その結果を提案システムに援用することとし
た。
　最後に、音声対話機能の基本性能を検証するため
に、名古屋工業大学で開発されたオープンソースの
音声インタラクションシステム構築ツールキット
MMDAgent を用いたプロトタイプの音声対話シス
テムを実装した。最終的には、ドップラーセンサを
用いた転倒検出機能と連携して、音声対話を開始し
たり、発話内容を制御したりする必要があるが、プ
ロトタイプの音声対話システムにおいては、まずは 
Microsoft 社 Kinect センサからの入力と連携する機
能を実装し、センサ入力情報に応じて音声対話を制
御することとした。また具体的な対話機能の実装に
おいては、当初想定していた、単純な「はい」また
は「いいえ」による一連の質問により状況の重大度
を評価する方法は、迅速な緊急性の判断が難しいこ
とから、より的確に短い質問で緊急度を判断する方
法を検討する必要があることがわかった。転倒検出
後、「大丈夫ですか？」といったシステムからの呼
びかけに対して応答がなかった場合に何らかのアラ
ートを発出するなどの仕掛けとしたほうがよい。こ
の問題に関しては、正確な医学的知識を持った専門
家の意見を参考に検討を進めていくこととしたい。

３．プロトタイプ・システムの開発・評価
　提案した技術開発成果をもとに、プロトタイプ・

― 90 ―



システムの開発と評価を行った。評価に際して、時
間的制約のためシステム構成を簡素化する必要性が
あったため、実証評価については分離して実施する
こととなった。すなわち、ドップラーセンサを居室
内の天井に固定したうえで、センサから常時出力さ
れる信号に対して連続的に分類処理を行い、実時間
での人物の転倒行動を検出するシステムの構築を行
った。
　図 6 (a) にはプロトタイプ・システム写真を示す。
　本システムでは、独居高齢者の居室内において人
物の動きを検出した場合に、実時間転倒検出システ
ムからの結果として、①転倒（2 ～ 3 秒）、②緩慢
な転倒（5 秒以上）、③歩行中に転倒、④横になる、
⑤しゃがむ、その他の行動のいずれかの判別を目標
とした。まず、①から⑤までの判別を可能とする
LSTM-RNN 型分類器を構築し、そしてその評価を
行った。分類器の構築に先立ち学習用データセット
の生成が必要であり、我々は 20 代の男性 6 名の被
験者の協力のもと①から⑤に関する多数のデータを
取得し、LSTM 手法に基づく学習済みモデルの生
成を行った。またセンサユニットを天井に設置し、
連続的にセンサから出力されるデータストリームに
対して、その分類器を用いて、危険な「転倒」行動
を実時間で検出し介護者に通知を送る「危険判定シ
ステム」を開発し、その実用性を検証した。
　学習の段階では、入力信号は学習用データセット
であったが、実際の分類処理では、ドップラーセン
サで計測しながら得たデータストリームは入力バッ
ファに蓄積され、固定時間セグメントに切り出しつ
つ学習時と同様の処理を経て、生成済み分類器に入

力することで、予測ラベル（1：転倒、2：緩慢な転
倒、3：歩行中の転倒、4：横になる、5：しゃがむ）
が得られる。5 つの出力のうち最大値となったもの
が、その時系列データ・セグメントに対する分類結
果となる。分類処理中もセンサからのデータストリ
ームが入力バッファに格納され続けるので、時間軸
をスライドさせていきながら連続的に分類処理を繰
り返していくことで、実時間での動作検出を実現し
た。
　また分類器からの結果において「転倒」動作を分
類したのちに何も動作がない状況が一定時間続いた
場合を、高齢者が転倒して動けない危険な状態であ
ることを検出したものと定義したうえで、もしその
条件を満たした場合、介護者に通知を行うようにし
た。
　図 6 (b-d) に人物の転倒とそのとき介護者の携帯
機器スクリンの写真を示す。
　実験の結果、転倒動作（①勢いよく転倒、②ゆっ
くりと転倒、③歩いて転倒）に対して平均 92.0%、
非転倒動作（④横になる、⑤しゃがむ）に対して平
均 98.0%、全体の平均 93.4% の認識精度を達成した。
また前述の条件に基づいて、危険判定情報をリアル
タイムに送信・通知することができた。

【総括】
　今回のプロトタイプ・システム開発は、一般的な
居室を想定して実施したものである。一方でユーザ
ーが転倒に至った事由が急性の脳血管疾患（脳卒中
など）の場合、明瞭に発話できないことが想定され、
かなり不明瞭な発話をどう認識するかといった課題
への対応も求められよう。また浴室・脱衣所など、
通常の居室とは異なる面積、空間構造および浴槽の
有無がドップラーセンサ信号にどう影響を与えるの
かについて、基礎的な評価は行ったものの、まだ道
半ばの状況である。今後も本研究を発展・深化させ
ていきたいと考えている。

【研究業績】
１）今村賢幸，モシニャガワシリー，橋本浩二，“ ド

ップラーセンサと深層学習による実時間人物転
倒検出手法の開発 ”，情報処理学会火の国シン
ポジウム2021, A5-2, 3 月

図 6　(a) 天井に設置したプロトタイプ・システムの写真，(b) 人
物の転倒の写真とそのとき介護者の携帯機器スクリンショ
ット
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２）Takayuki Imamura, Vasily G. Moshnyaga, Koji 
Hashimoto, "Automatic fall detection by using 
Doppler-radar and LSTM-based recurrent neural 
network", Proceedings of the 2022 IEEE 4th Global 
Conference on Life Sciences and Technologies 
(Life Tech 2022), Kyoto, Japan, March 10-12, 2022, 
pp.40-41.

３）T. Imamura, V.G. Moshnyaga, K. Hashimoto, "Fall 
detection with a single Doppler radar sensor and 
LSTM recurrent neural network", Proceedings of the 
IEEE 65-th International Midwest Symposium on 
Circuits and Systems (MWSCAS 2022), Fukuoka, 
Japan, Aug.7-10, 2022.

４）H. Akaike, S. Katsuta, S. Aramaki, V.G. Moshnyaga, 
K. Hashimoto, S. Ikeda, "Wandering Notification 
System for Caregivers of People with Dementia", 
Proceedings of the 2022 IEEE 65-th International 
Midwest Symposium on Circuits and Systems 
(MWSCAS 2022), Fukuoka, Japan, Aug.7-10, 2022.

５）今村賢幸　橋本浩二　モシニャガワシリー，“ ド
ップラーセンサと LSTM を用いた自動転倒検
知システムの精度向上 ”，電子情報通信学会総
合大会，B-19-17, 2022, 3 月

６） 清 水 美 紗， 橋 本 浩 二， 今 村 賢 幸，Vasily 
Moshnyaga 人物転倒検出のための 24GHz 帯ド
ップラーセンサユニットの設計，電子情報通信
学会総合大，B-19-16, 2022, 3 月

７）K.Nakajima, V.G.Moshnyaga, Hashimoto, "A 
comparative study of conventional and CNN-
based implementations of facial recognition on 
Raspberry-Pi", Proceedings of the IEEE 19th World 
Symposium on Applied Machine Intelligence and 
Informatics, Herl'any, Slovakia Jan.21-23, 2021, 
pp.217-222.

８）T. Imamura, V. G. Moshnyaga and K. Hashimoto, 
"Automatic fall detection by using Doppler-
radar and LSTM-based recurrent neural network," 
Proceedings of the IEEE 4th Global Conference on 
Life Sciences & Technologies (LifeTech), pp. 36-
37, March 2022.

９）T. Imamura, V. G. Moshnyaga and K. Hashimoto, 
"Fall detection with a single Doppler radar sensor 

and LSTM recurrent neural network," Proceedings 
of the 2022 IEEE 65-th Inter-national Midwest 
Symposium on Circuits and Systems (MWSCAS), 
pp. 1-4, August 2022.

10）黒野明日希，高橋伸弥，「複数人を対象とした
マルチモーダル対話システムの開発」，情報処
理学会 第81回全国大会，4ZE-02，2023 年 3 月。
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科研費
　コーナー
科研費
　コーナー

令和６（2024）年度　科研費　研究種目別・部局別　応募状況一覧
〔新規応募課題〕
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▪本学における学会の開催
◦ 9 月 2 日㈯～ 9 月 3 日㈰
　基礎教育保障学会第 8 回研究大会
◦ 9 月 5 日㈫～ 9 月 7 日㈭
　日本原価計算研究学会第49回全国大会
◦ 9 月11日㈪～ 9 月13日㈬
　(公社）化学工学会第54回秋季大会
◦ 9 月23日㈯～ 9 月24日㈰
　七隈史学会第25回大会
◦ 9 月30日㈯
　日本商業学会 第 2 回九州部会
◦10月26日㈭～10月28日㈯
　第34回クロマトグラフィー科学会議
◦11月11日㈯～11月12日㈰
　日本環境変異原ゲノム学会第52回大会
◦12月 2 日㈯～12月 3 日㈰
　西日本哲学会 第74回大会
◦12月16日㈯
　日本中国語学会九州支部例会
　(2023年度第 2 回例会)
◦ 1 月 6 日㈯
　日本語日本文学会
 
▪2023年 9 月〜2024年 2 月に発行した紀要類

〈 9 月発行〉
◦人文論叢　第55巻第 2 号（通巻第217号）
◦法学論叢　第68巻第 2 号（通巻第247号）
◦経済学論叢　第68巻第 1 号（通巻第240号）
◦理学集報　第53巻
◦医学紀要　第50巻第 2 号
◦Research Vol.28 No.2（通巻 No.100）

〈11月発行〉
◦スポーツ科学研究　第54巻第 1 号（通巻第98号）

〈12月発行〉
◦人文論叢　第55巻第 3 号（通巻第218号）
◦法学論叢　第68巻第 3 号（通巻第248号）
◦商学論叢　第68巻第 2 ・ 3 号(通巻第252・253号)
◦研究部論集Ｂ：社会科学編　Vol.13
◦研究部論集Ｂ：社会科学編　Vol.14
◦研究部論集Ｆ：推奨研究編　Vol.11
 

▪研究推進部委員会［① 開催日 ② 議題］
① 9 月25日㈪
②審議事項

［研究部門・産学知財部門］
◦福岡大学研究推進部規程改正内容の確認について

［研究部門］
◦学内研究費による研究成果報告書の所定様式導入

と成果報告集の刊行について
［産学知財部門］
◦産学官連携コーディネーター（非常勤）の採用に

おける選考者について
 
①10月23日㈪
②審議事項

［研究部門］
◦リサーチ（Vol.29 No.1）の編集計画について
◦若手・女性研究基盤構築支援事業における研究責

任者が研究継続困難となった場合の取扱い（申合
せ）について

 
①11月17日㈮
②審議事項

［産学知財部門］
◦産学官連携コーディネーター採用に係る推薦者に

ついて
 
①11月27日㈪
②審議事項

［研究部門］
◦「福岡大学機関リポジトリ」への『福岡大学教職

課程教育センター紀要(第 8 号)』の登録について
 
①12月25日㈪
②審議事項

［研究部門］
◦令和 6 年度 論叢等の発行予定・締切について
 
① 1 月29日㈪
②審議事項

［研究部門・産学知財部門］
◦基盤研究機関・産学官連携研究機関研究所の設置

期間終了に伴う各研究所規程の廃止について
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［研究部門］
◦「福岡大学機関リポジトリ」への『福岡大学教育

開発支援機構紀要』の登録について
 
① 2 月26日㈪
②審議事項

［研究部門］
◦令和 6 年度 学位論文出版助成の募集要項（案）

について
◦研究活動等の不正行為通報処理規程の改正及び公

的研究費不正使用通報処理規程の制定について
◦「福岡大学機関リポジトリ」への『福岡大学臨床

心理学研究』及び『福岡大学日本語日本文学』の
登録について

◦研究推進部に受け入れる研究員について
◦人を対象とする研究に係る倫理審査委員会の一本

化に伴う非医学系研究に関するガイダンスの廃止
と制定について

［産学知財部門］
◦ＵＲＡ及び産学官連携コーディネーター（非常勤

嘱託）の任期更新について
◦発明審査委員会委員（学外者）及び安全保障輸出

管理アドバイザーの委嘱について
◦令和 6 年度産学官連携コーディネーター（電気・

電子・情報工学系）採用に伴う候補者の推薦につ
いて

 
▪研究推進部主催研究会
該当なし
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　編集委員会だより

「Research」の発行について
学術情報の交換に寄与するために、次の要領で

「Research」を発行する。
１．編集委員会
　編集委員会は、研究推進部長、人文科学系研究推
進部委員 1 名、自然科学系研究推進部委員 1 名を以
て構成し、研究推進部長を除く委員は各系ごとに輪
番制とする。
２．編集内容
　⑴　研究推進部の研究活動に関すること。
　⑵　研究会に関すること。
　⑶　資料に関すること。
　⑷　研究成果の刊行に関すること。
　⑸　国際学術交流に関すること。
　⑹　研究助成などに関すること。
　⑺　研究推進部行事に関すること。
　⑻　その他学術情報に関すること。
３．発行回数
　年 2 回発行（ 9 ・ 3 月）を原則とする。
４．発行媒体
　令和４年度３月発行（Vol.28 No.1）より、電子
ジャーナルとする。

「執筆要領」
⑴　原稿は横書きで、字数は次の通り。
　　 1 頁の場合＝23字×68行
　　 2 頁の場合＝23字×152行

　但し、写真 1 枚につき、23字×12行分を引いて
ください。また写真にはキャプションを付けてく
ださい。

⑵　他学部の先生に広くお読みいただく記事の掲載
が狙いですので、文字はなるべく常用漢字と新仮
名遣いとし、術語、物質名などはできる限り日本
語で表して、必要であればその原語を（　）で示
してください。但し、略号についてはそのまま用
いて結構です。

　（例）ヒエラルキー（Hierarchy）、DNA
⑶　初出の人名については、日本人はフルネームで、

外国人は姓を日本語のカナで表し、後の（　）に
名の頭文字と姓を原語で表示してください。

　（例）七隈　太郎、フロイト（S. Freud）
⑷　小冊子の速報性を活かし、印刷に要する日数を

短縮するために、完全原稿の形でご提出くださる
ようお願いいたします。校正は初校での字句の訂
正に限らせていただき、 1 回の校正で印刷するこ
ととさせていただきます。

⑸　執筆者情報の肩書は「福岡大学」を省いて記載
してください。

　　また、研究機関の所長の場合は、「○○研究所
所長」ではなく、「○○研究所長」と記載してく
ださい。

⑹　執筆された内容が作成要領と著しく乖離してい
る場合には、修正等をお願いする場合もあります。

「Research」の記事の構成
　アカデメイア………巻頭言に該当
　研究雑話……………研究活動の紹介
　海外レポート………在外研究などの紹介
　プロジェクト余聞…総合科学研究部の活動状
　　　　　　　　　　況
　学術集会だより……学会、研究会などの開催、
　　　　　　　　　　内容紹介
　研究機関研究所近況
　研究チーム報告
　研究推進部ニュース



編  集  後  記

「Research」編 集 委 員

福岡大学研究推進部ニュース＆レポート
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　今号の刊行にあたり、貴重な原稿をお寄せいただいた方々に感謝申し上げます。
　社会はコロナ禍から落ち着きを取り戻しつつありますが、世界ではロシアのウクライナ
侵攻や、パレスチナとイスラエルの紛争のような暗い出来事もあり、心を痛めている方が
多いのではないでしょうか。
　コロナ禍も戦争もないのが一番ですが、現実の社会問題を授業で扱うための題材になっ
たように思います。筆者の場合、コロナ禍で行われた１人10万円の一律給付や飲食店に対
する協力金の是非について、ゼミで議論を行いました。10万円の給付について言えば、「切
羽詰まっている人は10万円では足りない」、「収入が変わらない人もいるから、本当に困っ
ている人を選んで給付すべき」、「迅速性を考えれば、全員に一律の給付は妥当」などの意
見があがりました。このような意見を突き詰めていくと、「お金に困っている人を助ける」
という単純に見えることが、実は複雑で困難なことが分かります。「困っている人」を特
定するのが難しいからです。
　研究によって分かってきたこともあります。消費に関する経済学の標準的な考え方で
は、人々は、その時に使える金額で消費額を決めるのではなく、残りの人生で使える金額
をよく考えて、計画的に今いくら消費するかを決めると考えます。そうすると、1 人10万
円の給付金は、ほとんど使われずに貯蓄されるはずです。なぜなら、例えば余命50年で
2 億円使えるとすると、50年で 2 億円を計画的に使うという問題が、（後で増税されずに、
まるまる10万円もらえるとしても）50年で 2 億10万円を計画的に使うという問題に微修正
されるだけだからです。実際、宇南山卓教授らの研究は、給付額全体のうち 10％程度し
か消費されなかったことを示しています［RIETI Discussion Paper Series 21-J-022］。こ
の大きさは、通常時の現金給付と同程度で、消費を増やした人は、その時々で満足な消費
を行えない「その日暮らし」のような人と考えられます。また、給付金は、旅行や外食な
どの感染リスクの高い使い方をされなかったことも示されていますので、「その日暮らし」
のような人が生活のために外出して働かずにすむことで、感染拡大の防止に役立ったかも
しれません。
　読者の皆様の研究領域でも、特殊な環境におかれたからこそ、これまでの知見の普遍性
が確認できたり、そのアップデートにつながったりしているかもしれません。研究の進展
を期待したいと思います。
  （K. N.）


